
木 材 研 究 所 40年 史

1. 総 記

木材学に関する研究機関設立の要望が高まり始めたのは昭和15(1940)年項であり,森林国たるわが国と

してほむしろ遅きに過ぎた感があるが,当時なお時期尚早実現を見るに至らなかった｡

戦局が進むにしたがって,国産資材たる木材に対する要求度とその重要性が高まったのにかんが衣,本学

においてほ昭和18(1943)年総長羽田亨の発意で,木材工学研究所設置の計画が進められることになった｡

農学部長大杉繁,教授佐藤弥太郎,同梶田茂らが中核となり理 ･工学部の関係教官にも参画をもとめて,6

講座編成の木材工学研究所案がまとまったのはその年の碁であった｡

同じころ九州大学荒川文六総長から九大にも同種の研究所を設置したいという強い要求が文部当局に為さ

れており,昭和19(1944)年5月19日勅令第354号をもって官制が公布されて,京都大学 ･九州大学に各々

3講座より成る木材研究所をもつことになった｡そしてこの京都大学木材研究所の初代所長には,当初から

具体的に立案に当たってきた農学部木材工芸学講座担任教授梶田茂が就任した｡

その後九大の木材研究所は生産料学研究所へと移行した結果,本京大木材研究所は木材学専門の大学研究

機関としてほわが国唯一のものとなったのである｡

このように本研究所が3講座編成で発足した当時は,すでに国家危急の際ではあり研究所の新営ほ不可能

であったため,主として農学部所属の建物の一部を借 りて研究に従事していたが戦後いち早く現所在地,宇

治市五ケ圧の東京第2陸軍造兵廠宇治製造所跡の一部転用方を申請し,昭和22(1947)年4月 1日その使用

許可を得ると同時に研究室の大半はここに移転集結した｡

当時の木材研究所は約19万平方メートルの敷地をもち,ここに延べ約 1万平方メートルの元工場建物が散

在していた｡これらを逐次改造補修して研究の場としてきたが,昭和25(1950)年学制改革に伴 う新制大学

への切 り換えに当ってその一半を教養部 (京大宇治分校)に提供､これはその後工業教員養成所に引き継が

れ,続いてこの地区には工学部附属施設､防災研究所の一部その他が設けられた｡昭和39(1964)年宇治地

区に,本学付置の化学 ･工学 ･木材 ･食糧科学および防災の5研究所からなる合同総合館新営の議が おこ

り,本研究所は全面的にこれに賛成して,その敷地を提供することになった｡したがって本木材研究所も工

学研究所 (覗,原子力エネルギ-研究所)新館に続 く部分に新築落成して,昭和42(1967)年 2月中旬に移

転した｡

研究機構についていえば,創立当時の3講座は一応木材物理 ･木材化学 ･木材生物の3研究部門というか

たちをとって発足したが,その後当初の構想と斯学の発展に伴い,上記各部門にそれぞれ物理 3,化学 3,

生物 2,計8の研究室を設け,さらに製紙 ･繊維板両試験研究室,製材木工 ･製紙 ･繊維板の3試験工場を

もって運営されてきた｡

しかしこの間従来の研究室制度では学問の発展に応ずる総合的な機能にかけることが痛感されてきたの

で,昭和38(1963)年に至って木質材料研究部門が増設されたのを機に,木材物理,木材化学,木材生物お

よび木質材料部門の研究部門制を構成するかたちに統合された｡

その後昭和42(1967)午,研究所本館が新築した時新たに リグニン化学研究部門が新設された｡さらに昭

和50(1975)年樹木形成研究用ファイトトロン室が新宮され,木材物理研究部門の管理下においた｡昭和54

(1979)年には木材研究所附属施設とtて木材防腐防虫実験施設が設置され,翌昭和55(1980)午,同施設

研究棟が新築されたのを期に,昭和38(1963)年に設営されたシロアリ飼育室を整備して統合した｡昭和58
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(1983)年には材鑑調査室が新営され木材生物研究部門の管理下においた｡また昭和59(1984)年には高耐

久性木材開発部門が新設され,併せて6研究部門 1附属施設となり本年創立40週年を迎えるに至った｡

この間海外の研究棟関とのいわゆる国際交流はいよいよ盛んになり, 殆んどの研究教官は毎年にわた り諸

外国に留学または視察に海外出張しており,また外国人学者 (京都大学招へい教授)として既に3名の研究

者が数ヶ月にわたり夫々研究のため本研究所に来ている｡

本研究所は昭和24(1949)年より研究報告 ｢木材研究｣を刊行しており,昭和45年 ｢木材研究｣を欧文誌

｢WoodRcsearch｣とL,一時中断していた ｢木材研究 ･資料｣を和文誌として復刊し,さらには木材研

究所の ｢木研公開講演｣は昭和35(1960)年以来定例化し,すでに39回を重ね 逐次所員の研究業績を広く

一般に発表し批判を仰いでいる｡

最後に所外との関係について敷衛すれば,当所は日本木材学会,日本農芸化学会,日本材料学会にもっと

も関係深く,所員はそれぞれの分野において会員として研究成果を発表するのみならず,役員としてその運

営と発展に貢献している｡ ことに木材学会 および材料学会の木質材料部門委員会にはその創設にも参画し

た｡

このほか東海 ･近畿および中国地区の木材学関係研究者が,きわめて自然なかたちで年 2回定期的に相互

研さんの機会をもち, ｢木材研究会｣として昭和28(1953)年以来すでに28回会合を重ねてきたが,残念な

がら現在は中断している｡

さらに木材工業界に対してほ日本木材加工技術協会,接着協会,日本しろあり対策協会,日本木材保存協

会などの業界団体においても所員がそれぞれ役員 ･委員に選ばれて参画し,研究成果を社会に反映しうるよ

うに努めている｡

なお沿革について記録すべき事項を列記すれば次のとお りである｡

昭和19年 5月19日

5月20日

〟

昭和22年 4月 1日

昭和24年 3月

5月31日

昭和25年 4月10日

昭和26年3月

昭和27年 5月15日

昭和28年11月

昭和29年 5月19日

11月

昭和31年8月10日

昭和32年 7月 8日

木 材 研 究 所 年 表

官制 (勅令第354号)が公布され,本学 (当時京都帝国大学)に木材研究所が附置さ

れた｡

教授梶田茂が初代所長に補せられた｡

当所協議員会規程が制定された｡

元東京第2陸軍造兵廠宇治製造所の一部 (当所現所在地)転用が大阪財務局より認可

され,研究室の集結が開始された｡

研究報告 ｢木材研究｣が創刊された｡

国立学校設置法が公布され,当所は京都大学附置と改まり, 同時に官制 (勅令第 354

号)は廃止された｡

製紙試験研究室が設置された｡

研究資料 ｢木材研究資料｣が創刊された｡

教授舘勇が新たに所長に補せられた｡

｢木材研究資料｣は廃刊とし ｢木材研究｣に合併した｡

創立10周年記念式典を挙行した｡

｢木材研究｣第13号を ｢創立10周年記念号｣として発行した｡

創立10周年記念事業のひとつとして,｢木材辞典｣が刊行された｡

アスプルソド･ディファイブレーク～ (解織機)が発明者アスプルソド博士 (スエー

デン)より寄贈され設置された｡
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昭和33年 5月15日

昭和34年 3月20日

昭和35年11月29日

昭和37年 5月15日

昭和38年3月20日

4月 1日

昭和39年4月

昭和40年3月

昭和41年5月15日

昭和42年5月19日

6月 1日

昭和44年5月19日

昭和45年5月15日

12月19日

昭和46年3月20日

昭和47年5月15日

昭和50年3月31日

昭和53年5月15日

昭和54年4月1日

昭和55年 3月31日

4月 1日

12月25日

昭和58年 3月31日

昭和59年 4月11日

5月15日

5月23日

木 材 研 究 所 40年 史

教授満久崇麿が新たに所長に補せられた｡

繊維板試験研究室が設置された｡

｢木研公開講演｣を定期的に開催することになった｡

教授岩島恒夫が新たに所長に補せられた｡

白蟻飼育室が新宮された｡

｢木質材料研究部門｣が増設された｡

大学院学生定員が配置された｡

｢木材研究｣第34号を ｢創立20周年記念号｣として発行した｡

教授満久崇麿が新たに所長に補せられた｡

研究所本館の新常に伴い,研究室等の移転が完了した｡

｢リグニン化学研究部門｣が増設された｡

創立25周年記念式典を挙行した｡

教授北尾弘一郎が新たに所長に補せられた｡

｢木材研究｣を ｢WoodResearch｣に改称した｡

｢木材研究資料｣が復刊された｡

教授山田正が新たに所長に補せられた｡

ファイ トトロン室が新営された｡

教授樋口隆昌が新たに所長に補せられた｡

木材防腐防虫実験施設が設置された｡

木材防腐防虫実験施設研究棟が新嘗された｡

材鑑調査室が設置された｡

｢木材研究資料｣を ｢木材研究 ･資料｣に改めた｡

材鑑調査室研究棟が新宮された｡

｢高耐久性木材開発研究部門｣が増設された｡

教授西本孝一が新たに所長に補せられた｡

創立40周年記念講演会を開催した｡
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2. 研 究 活 動

日 木材物理研究部門

木材が生物体の作 り出す重要な資源であることは今も昔も変 りはない｡しかし,当研究部門40年の研究史

をふ りかえる時,木材を取巻く時代的背景と木材科学の進歩のかかわ りの深さを痛感する｡

第2次大戦以前の我国に於ける木材の利用は,材料の豊富さ,風土の条件,国民の木への愛着などから独

特の木の文化を形造ってきたが,木材科学の立遅れからあまりにも無造作に使用されていた面があった｡し

かし戦中戦後の請資源供給状態の悪化に対応して,木材資源の新しい利用法が試みられるようになった｡こ

のような背景の下に昭和38(1963)年までの前半20年間は,木材利用合理化政策の下,代替材料の開発が急

主性と本学関係学科の協力を柱に,多くの問題の解決に向った｡

木材物理第 1研究室では,まず,木材の特色であり,基磯的問題である吸湿機構,収縮膨潤の原因解明に,

梶田茂 (現本学名誉教授)中戸莞二 (現本学農学部教授),山田正が中心となって力がそそがれた｡こかと平

行して畔柳鍔 (現岡山大教授),中戸らによる水分量と電気抵抗の研究により木研式含水率計が 実用化され

た｡また,水分の出入に伴 う木材の欠点の 1つである狂いの防止に関しては,後藤輝男 (現島根大教授)が

木材化学第3研究室荒木幹夫 (現京都二1二芸繊維大学教授)らと共同Lて樹脂注入,フォルマール化処理など

木材の寸法安定化の研究を進めた｡

木材は建築部材などの外に加工 Lて家其その他工業材料などに多く甘いられるため,その強度的性質とそ

柚 こ影響する因子の検討も当初より当研究室で進められて来た｡福山万治郎 (現京都府大教授),佐々木竜樹

(現自営)などによる高温あるいは蒸煮処理の影響の研究がそれである｡

なわれた｡合板製造の重要な二l二掛 よ材の接着であ り,この問題に関しては,各種接着剤の接着条件と接着九

耐久性などの検討が後藤を中心として,元限楢泰 (現富田林高校),脇田勝之 (現自営),川村縁 (現自営),

作野友康 (現鳥取大助教授)などにより行なわれた｡また,繊維板製造に関しては,黒木康雄 (現日本--

ドボートK.K.),故波多野宏により性能向上への多くの資料が得られた｡

木材物理第 2研究室の初期のテ-マほ,木材乾燥,合板製造の基磯的問題である木材と熱の関係であ り,

満久崇磨 (現本学名誉教授)によって取上げられた｡まず,定温乾燥における水分拡散式の導入と各乾燥条

件での検討が行なわれ,さらに熱伝導の理論的検討により合板製造時の温度計算の指針が与えられた｡その

もう1つの柱として満久,浜札 佐々木光 (現木質材材料部門教授)による新しい木質材料パーティクル ･

ボードの製造,性質に関する-･連の基磯的研究が行なわれ パーティクル ･ボード工業の発展に貢献 Lた｡

この材料は昭和28(1953)年満久らによ-'て原料製造用機械の設計,試作が行なわれるまでわが国では全く

研究されていなかったものであ り,新材料開発に関する研究は木質材料研究部門-と引継がれている｡

木材の製材,加工にかかせないものとして製材木二l二機械の研究がある｡この研究は杉原彦- (親木学名誉

教挽 近畿大教授)を中心とする木材物理第3研究室の主なテーマであったoまず帯鋸による製材精度の向

上を目指して,昭和30(】955)年頃までに鋸刃条件,挽材条件の最適条件の検討を行ない,その間現在その

機構が多くの機種に)削 ､らdlている新型目立機の試作を行なった｡ついで製材能率の向上を酎旨して,土肥

瞳 (北大教授)らの協九 二日此 佐 木々功 (現本学農学部教授),角谷利男 (現防腐防虫施設数技)の協力の

もとに,それぞれ両刃帯鋸による製材,穿孔帯鋸の実用化の研究が行なわれた｡昭和37(1962)年頃よりほ

各種切削刃物の性能を判定する振子式試験機を考案し,野[]昌己 (現本学農学部教授)とともに実験も行な

われた｡
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一方,当研究室において,切削の基磯的問題として木材の新しい表面形成にかかわる木材破壊の研究が,

昭和35(1960)年頃より,角谷によって始められ,破断面の生長速度,確率過程論よりの考察により,木材

の破壊は速度過程として扱えることが明らか′′こされた｡

また,この間,腐朽など強度低下をもたらす欠陥を超音波透過法によって非破壊的に検出する方法が,角

谷と木材化学第2研究室西本孝一 (現高耐久性木材開発部門教授)との協力で検討され,有効性が実証され

た｡さらに,神田俊也 (現山陽国策緑化K.氏.),村田房之助 (現ニチモクK.氏.),野口による釘の保持力

の研究も行なわれた｡

昭和38(1963)年木材物理第2研究室を核に木質材料研究部門が新設されそれを機に,当所の機構が改革

されて,4部門制となった｡そして木材物理研究部門に新に山田正教授が着任すると共に,当部門は基磯研

究に重点をおくこととして木材の物性,木材の居住性及び材質の生成の3つを柱として,研究を推進するこ

ととなった｡

すなわち木材は人工の複合材料にみられる基本的な複合構造を数多くあわせ有L,生物材料としての特異

な機能を発揮しているとの認識の下に木材のこのような複合特性を定量化し,材質の発現機構を解明するこ

と,ならびに居住性などに適する材質を究明すること,木材の形成過程において材質を制御することなどの

研究を指向してきたのである｡

この中,木材物性については, レオロジー,誘電性,界面性及び固有応力の諸現象の解明に重点がおかれ

てきた｡ レオロジーについては,木材学会内に レオロジー研究会の設置を推進してその実現をみるとともに,

関連する内外のデーターの分類集大成を行うことが企画され,現在約 1,700編の粘弾性及び固有応力の報文

についてデーターが整理され研究動向の調査並びに必要資料検索の便がほかられている｡

一方,実験研究としてほ素材の静的動的粘弾性に関する測定が温湿度平衡条件下,銅球圧入,引張,曲げ,

振 りの各負荷様式で行われてデーターが充足されると共に変形機構の考察がなされ 高湿度下における転移

点の存在などが見出されている｡これらの研究は則元京 (現助教授),大迫靖雄 (現熊本大学助教授),宮野寛

文 (現日本システムディベロップメント),金川靖 (現名大助手),森光正 (現兵庫県工業試験場)らが推進

した｡一方,温湿度非平衡下の挙動については, さきに水分非平衡下で異常に応力が緩和し (宮野), 著し

く内部摩擦が大きくなる (佐々木徹(自営))ことが見出されたが,温度も水分も同時に変化する乾燥過程の

クリープ測定からドライングセットの解明も試みられた (大迫)､又, 吸放湿過程の木材試片の反 りの数値

解析 (岡康寛 (現松下電工)),収縮応力の重合わせ法による解析 (佐々木徹),木材表面における樹脂層形

成過程のレオロジー (則元,高原省吾 (現浜田産業))の研究が成果をあげている｡ 固有応力としてはこの

ような研究の外に生長応力について大迫,角谷らが研究を進めてきたが,さらにひろく関連研究者と共同研

究を計画し,科研費の補助を得て,木材の固有応力に関する総合研究が進められた｡

木材の破壊については,米国カリフォルニア大学の A.P.Schniewind教授を客員教授に迎えて,大釜敏

正 (現千葉大助教授),青木務 (現神戸大講師)らが共同研究に当った｡

水分による木材の吸湿変形については金川 ･松原修らが研究を進めてきたが,さらに,DMSO,硫酸など

種々の膨潤剤の作用下における木材の応力緩和ならびにクリープ挙動の実験研究が青木,Saw Hlaing (ど

ルマ国)らにより行われて, リグニン,-ミセルロースなど木竹材構成成分の粘弾性挙動における役割が解

明されてきた｡これらの実験研究はさらに木性材料の研究へと発展して,その力学挙動とともに木材構成成

分の粘弾性挙動も詳細に解明されるようになった｡この研究は又,生物物理を基磯とする後述の木材形成研

究に対して,物理化学に基礎をおく材質生成の研究でもある｡

蓋し,木材の利用というのは,木材の性質を利用することをいうのであって,木材の性質,或はよりす ぐ

れた機能を低質廃材その他の資源から創造することも又,木材物理研究の重要なテーマと考えられるのであ

る｡特に石油ショック以来,将来における石油などの化石資源の枯渇と関係して,再生産可能な木材資源を
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有効に利用するための科学 ･技術の発展が望まれてきた｡そこで,低質材,間伐材,未利用小径木,木粉な

どの工場残廃材を原料として,それ自体あるいはそれから単離した成分に,種々の化学修飾を施こして,そ

れらを有効な材料に変換し,複合することによって,種々の機能を備えた新材料を開発することを目的とし

た研究が進められている｡今までに,木材およびその成分の化学変化過程における物性変化の機構を青木ら

が研究し,また,木材に熱可塑性,熱溶融性を付与するための化学処理法の検討,その前処理としての爆砕

あるいはマイク､コ波照射などの効果,木材および木材より単離した成分からの非水系溶剤を用いての新しい

誘導体の調製およびそれらの物性測定,それらと合成高分子材料などとの相溶性の検討ならびに得られたブ

レンド物についての物性測定などを,則元,師岡 (現教務補佐員),平林靖 (現山陽木材防腐) らが推進し

ている｡

誘電性の研究は,粘弾性と関連づけて木材の緩和機構を明らかにする目的で始められた｡木材の主要成分

およびそれらの誘導体ならびに関連物質についての誘電吸収の比較検討,さらに,セルロースの誘電吸収へ

の結晶化度および γ線照射処理の影響が調べられ,全乾状態の木材に室温で 10MHz付近に認められる誘

電吸収が,木材の非晶域に存在するメチロール基の C～C 軸回りの酸素原子の回転配向に基づくことが明

らかにされた｡また,木材およびその主成分の誘電特性値の含水率依存性についての検討から,吸着水の性

鳳 木材主成分と吸着水との相互作用,吸着水の配向機構が推定された｡次いで,誘電率と木材の構造の関

係を理論的に明らかにすることを目的として,木材のミクロからマクロに至る複雑な構造を,本質が失われ

ない紬相で単純化したモデルを用いて,木材の誘電率が算出された｡得られた結果は,実測値とよく一致し,

木材の誘電率の異方性,比重依存性,含水率依存性などが極めて明快に説明され,誘電率への各レベルでの

構造の寄与を定量的に評価することが可能となった｡これらの研究は,則元,田中利秋 (現松下電工)らが

推進した｡また,これらの基礎的研究結果の実際面への応用として,マイクロ波照射による木材の発熱 ･軟

化を応用した木材の曲げ木加工法が開発され,現在その実用化が進められている｡

上述のように基礎研究に重点をおく当部門においてほ木材の巨視的,微視的構造或は分子構造にもとづい

て諸物性の理解に努めることが研究の主EH拘となる｡ 微細構造については木竹材について角谷,野村隆栽

(硯助手)らが分光分析により研究を進めたが,物性の 1つ誘電率については,主に混合則による定量的な

解析を進めて,則元, 田中らが成果を得た｡力学現象は誘電現象に比較して複雑である｡弾性常数に関して

は,多孔構造の寄与を金谷紀行 (林業試験場),大釜,師岡らが,又,木材実質の挙動についても, 大釜,

森,則元らが検討して成果を得ており,これらを総合した解析の手順が提案されて木材物性研究に関する-

の枠組みが設定された｡いわば,現象論的な木材工学の時代を経て,アトミスティクな立場に立つ木材物性

学の骨組みの 1つが形造られたのである｡

屠住性の研究は,木質環境すなわち主に木材諸材料や製品により形造られる生活環境の科学を研究するこ

とに重点がおかれてきた｡関連する研究者が集い,これに関する総合研究が三度延 8ヶ年に亘って行われ,

又,最近,居住性研究会が木材学会内にもたれるに至った｡当部門では当初,室内気候に重点をおいて研究

を進めた｡特に温度は,居住者の生理的な動きに影響し,また,カビの発生や結露にも関係するので,居住

性の観点から重要である｡木材および木質材料は,吸放湿性,透過性に富む材料であり,それらを住居の内

壁などに豊富に使用することにより,室内湿度は自動的に調節される｡上述のように当部門では,水分の吸

着,拡散等の界面特性についての基礎的研究を進める一方,その応用として,諸材料の湿度調節機能を室温

変化,室内負荷それぞれの条件下での定量的な評価方法を考案して,諸種の建材などの調轟能をグレードづ

けした｡さらに,室内湿度変化の機構を追求して理論的考察を行うとともに,実寸小型モデル-ウス内の湿

度観測を行って,その妥当性を検討してきた｡この実験研究の過程で気積に対する室内表面被覆度の影響を

調査 Lて調湿能に関する木材の非線型性を見出L此種の材料の理論的取扱いにおける問題点を提起しているO

これらの研究は則元,牧福美 (硯伏見工業高校),青木により進められた｡

- -5 2 -- ･



木 材 研 究 所 40年 史

視触環境は居住性の中で重要と考えられる｡木材表面の示す色調 ･木理には,人間に安らぎを与える機能

をもっことは知られているが,木材表面の濃淡の空間周波数スペクトルの解析からそれらが人間の生理的な

リズムに対応することを推論L,又,触感は材料のレオロジー的性質,表面状態,熱移動性等に依存すると

考えられ 木材および木質材料の表面工学に関する基礎的研究として,これらにもとずく材質感の考察を進

めている｡

音響環境に関する木材の特質については,音源としての木材,吸遮音材としての木材の外に表面反射材と

しての木材の研究が要求される｡従来,これらに関する研究は,主として木材の動的粘弾性の研究に終始し

てきた観があった｡しかし,人間が耳にする音として現象を解明するには,人間の聴覚機能にもとづく測定

法を用いて解析を進める必要がある｡矢野浩之 (院生)はその一つの試みとして,耳の基底膜の機能に着目

し木材の振動による音圧のスペクトルを求めて究明し,木材実質の物性の外に多孔構造の寄与の大きいこと

を明らかにした｡これらの研究は,物質としての木材と文化を持った動物一人間とを包括した総合的な科学

の樹立を目指すものであるが,実用的には又,居住性材料として優れた性能を有する複合材料の設計と開発

を指向している｡木質環量の研究は,このような科学的な立場の外に工学的な面と政策的な面とを併せて進

める必要がある｡後者に関連した実践的な試みを,野村は山村振興の地場産業として国内数ヶ所で試みてい

る｡

材質生成に関しては以下の研究がある｡木材資源の酒渇化の危機が全地球的に叫ばれている現在,残廃材

の利用開発などほ有効な研究であるが,さらに有用木材の生産計画は再生産可能資源としての樹木(生物体)

の特性を生かしたより根源的な研究であるので,材質の生成に関する研究が一つの柱として取上げられてい

る｡この研究の最終目標は木材を作る過程での材質の人工制御方法の確立である｡

まず,実際の林木が,保育作業,自然条件や遺伝によって,その材質にどのような影響をうけているかを

明らかにすることは,現在でもなお,重要な研究課題である｡この研究はすでに当所創立の頃より梶田所長

が企画していた所であるが,その後,昭和30(1955)年代初期に満久,後藤,佐々木光が大阪営林局と協力

して,同管内の主要樹種を調査し,産地による材質のばらつきの目安を与えている｡最近では,角谷が木材

生物研究部門や木質材料研究部門と協力して,スギの品種による材質特性やスギ,ヒノキの植栽密度の材質

に及ぼす影響,また野村が各林業試験場支場と協力して,竹の材質に及ぼす肥培効果を調査,検討した｡

っぎに,林木内におこる生体反応が材質に反映する機構を明らかにするためには,生体反応に応 じて作ら

れる組織構造,細胞壁微細構造の変化と物性との関連を明らかにしなけれ どならない｡ この研究は昭和4,i

(1969)年頃より開始され,長谷川庸作 (現華頂高校),角谷の外力下のスギ材形成と物性,角谷のアテ材の

生因に関連するオーキシン過剰下で生育Lたクロマツ甫条の粘弾性の変化,生育に伴なうMARTON (ニ

ューヨーク州立大),角谷らによるドイツトウヒの仮導管寸法と微細構造の変化,長谷川,角谷によるクロ

マツ苗条ヤング率の変化などがそれである｡また,とくに,X線回折法を用いたセルロース微結晶のディメ

ンジョンや配向に関する研究は,野村によって,竹を中心に木材各樹種について詳細に検討されている｡野

村は,また木化に重要な役割を持つ リグニンの前駆物質の一つであるチロシンがモウソウチクタケノコの生

長過程で,細胞が分化後伸長しようとする部位に特異的に多量分布していることをX線回折法より明らかに

している｡

木材形成過程での材質人工制御法確立を目指した基礎的な研究は,当研究所に樹木形成研究用ファイ トト

ロンが設置された昭和50(1975)年頃より,主として同装置を用いて,開始された｡角谷らによる生体 リズ

ムと細胞形態,分裂頻度との関連や坂本正弘 (現三井東圧化学K.K.),角谷らによる生体電位の培養条件に

よる変化がそれである｡生体 リズムについては,材形成に慨年性 リズムは影響を及ぼしているが,慨目性 リ

ズムの影響はほとんど現われないことが確認された｡生体電位については,幼苗を用いた検討より発展して,

細胞 レベルでの生理代謝の詳細な情報を得るために,培養細胞を用いた研究が現在継続中であり,撒取込み
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とイオンの同時輸送の検討が当面の課題となっている｡

細胞の培養に関連 L言 ,特殊な性質をもつ細胞の選抜,さらには遺伝子に人為的変異を与えた細胞の培養

とその件質に関す引昨究は今後の重要な研究課題である｡

2) 木材化学部門

研究活動

木材研究所は創設当初,研究室制をとっていたので,木材化学第 1,第 2,第 3研究室構成で発足した｡

木材化学第 日肝究室では創設時,故舘 勇 (兼任教授,農学部)を主任として発足し,パルプ,セルロー

ス,- ミセルロース, リグニン,州l出物及び木材成分の化学的利用を研究対象とした｡館は- ミセルロース

の木材化学における箪要性を認識 し,門下の関連Lた研究を指導 した｡ ｢ヤてザクラの- ミセルロースの研

究｣2編 (館,山森,1949)が最初に発表されて以来,クロマ トグラフ法が多糖化学の分野に導入されたこ

ともあわせ,- ミセルロースの研究は飛躍的に進展した｡その一連の研究の中で, ｢針葉樹グルコマンナン′

に関する研究｣(越島,北尾,館,1959へ1963)は学界に注目された｡舘は リグニンにも深い関心を示 し終

戦直後の困難な中で, リグニンの水素化分解の研究を行ない,またアルカリ酸化分解に関する数多 くの研究

を推進 した｡後に製紙試験研究室が設置された (1950)のを機会に,パルプ ･紙に関する研究も併行して行

われた｡化学パルプの製造における脱 リグニン機構に関する研究, 数編 (北尾,1950-1952), 人絹用パル

プの鉄及びマンカンの定量 (北尾,】951), ポーラログラフ法による人絹パルプ灰分の定量 (北尾, 永田,

舘,1956),広葉樹 レーヨンパルプの研究 (北尾,東郷,1956),メタセコイアのパルプ化研究 (越島,北尾,

舘,1954),屋久島産広葉樹のパルプ原木的研究 (北尾,越島,1954),北海道産広葉樹のパルプ原木的研究

(北尾,東郷,1957),人絹用バルブ中のマンノース残基の研究 (越島,北尾,館,1958)などの報告が発

表された｡/くルプ原木として広葉樹利用が検討されつつあった情勢に関連 したものが多かった｡また北海道

産1-lf:A.要広葉樹シラカバよりの L,-ヨンパルプが,異常な樹脂を含む原因の追求,樹脂の除去,樹脂成分の有

機化学的研究を取 り扱 った10編の ｢広葉樹パ/Lプの髄線細胞の研究｣(北尾,1953-1961)がある｡その他,

パルプ排液のir･川I汚染の本質を研究 した5編の報文 (小姓 1956-1963)及び廃材利用の観点から取 りあげ

た活性炭に関する研究 4編 (小林,1953-19:)7)がある｡

昭和37(]962)守,多大の業績を残 して,舘は停年退官した｡以後は,北尾弘｣!I;(昭利3(),教授)が主

任を引き継いだ｡

木材化学第 2研究室では故井上吉之 (兼任教授,農学部)を主任として発足 L,木材防腐剤,防虫剤に関

する研究及び関連試験法並びに実地効力試験の広範な研究に多大の業績をあげた｡

初期の研究には,いおう処理 した松根油の殺菌性, ピネン酸化物,松根油塩素化合物の殺菌作用の検討と

その木材防輝剤-の応用が進められた｡本研究は,後の有機塩素系化合物の研究への端緒となった｡昭和25

(1950)午,木材防腐剤に関する研究の第 日弔 (井上 中村,西本,1950)が報告されて以来,24編に及ぶ

研究成果を発表 した｡なかでも,PCPNaに関する一連の研究によって,木材中の PCPの検出法 (西本.

布施,井上 1955)を兄い出し PCPNa水溶液の木材-の浸透性の不良原因を追求 し (西本,布施,井

上,1957),浸透,注入法に改良を加えるなどの成果をえた (西本,布施,井上,1958)｡

昭和34年 (1959)午,多大の業績を残 して,井上は退官した｡以後は西本孝一 (昭和30,助教授)が引き

継ぎ, 従来の防腐処理法の概念を脱 した新しい方法として, 木材の化学変化による防腐処理法 (布施, 逮

藤,西本,196L)を発表 した｡これと前後して,新しい木材防腐剤として有機水銀,錫化合物に関する研究

(布施,西本,1961-1966)も行なわれ,数多 くの水銀化合物の化学構造と木材腐朽菌に対する殺菌性との

関係, 耐光性, 防腐効力などについて10編の報文が発表された｡ また, 木材防腐剤の試験法を確立するた

め, 万能老化試験機 (ウェザーメーター)による耐候操作について (西本,井上,1958), 実験計画法につ

いて (布施,西本,1962),油溶性防腐剤の防腐効力について (西本,1963)研究された｡さらに 拡散式防
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腐処理法に関し,薬剤の濃度と浸透度との関係 (布施,西本,1961), 塗布量と浸透濃度,量との関係 (西

本,片岡,1962)などの研究が同時に行なわれた｡

昭和38(1963)午,本研究室は木材化学部門より離れて,木材/生物部P射こ統合されることになったため,

それ以後の研究活動は木材生物部門の頃で記述される｡

木材化学第3研究室では当初,小西行雄 (教授)を主任として発足し,木材接着剤の分野を担当した｡小

西は昭和25(1950)午,京都工芸繊維大学へ転出したが, なお兼任として在任した｡｢注入木材に関する研

究-チオ尿素樹脂の研究｣(西本,小西,1953),｢合成樹脂の浸透と注入条件の研究｣ などの報文が,その

間発表された｡昭和23(1948)年以降,兼任として,研究所の研究活動に参画していた後藤良造 (兼任教授,

理学部)は小西の転出後,本研究室を主宰し,専任の助手荒木幹夫を宇治に置いた｡散野津龍三郎,後藤一

門によって行なわれた木材に関する報文は,アセ トン･ホルマリン樹脂の製法,接着剤及び成型物への応用

などを内容とする ｢木材類の接着に関する研究｣ 8編 (野津,後藤,香西,荒木,i950-1957)をはじめ,

ミツマ夕日皮及びネリの多糖類の構造と粘質液の性質を追求した ｢手すき和紙に関する研究｣7編 (後藤,

猪川,世良,香西,荒木,1955-1959)がある｡また林産精油の利用に関する有機化学的研究として :｢パ

ラサイメソの酸素による酸化｣4編 (九此 後藤,1954-1959)も発表された｡その他,木材物理第 1研究

室との共同研究 ｢木材の dimensionalstabiHty に関する研究では, 木材とホルムアルデヒドとの反応に

おける触媒の影響,反応条件の影響等の検討がなされ, その反応機構について詳細な研究が後藤 (輝), 荒

木により行なわれた｡その成果は1964年までに12報の報文として発表された｡

製紙試験研究室は昭和25(1950)午,本研究所に長網式抄紙機 (70cm 巾)及びビーター,ボイラーなど

一連の付属設備を有する製紙試験工場が設置されたのに伴って発足し,舘がこの研究室を兼任した｡当時,

本試験工場は他の研究機関に類例を見ない存在であったので,種々の中間試験に関連して製紙関係業界に貢

献する所多大であった ｡木材化学第 1研究室にあった木村良次 (講師)は,ここに転 じた｡製紙試験研究室

は製紙試験工場を管理するほか,パルプ及び製紙に関する基礎研究を行ない,鰭,木村,寺谷らによる多数

の研究報告が発表された｡ ｢砕木パルプの研究｣ (木村,1948-i950), 10編, ｢/ベルプ及び製紙に関する研

究｣23編の中には製紙用パルプ原料としての広葉樹の蒸解 (鰭,木村,西川,1953),広葉樹 ･針葉樹混合

クラフト蒸解 (舘,木札 安臥 田村,1954),紙力強度 (木村,北野,鶴,1954),/ミルプ中のリグニンと

紙力との関係 (木村,寺谷,鰭,1954),叩解度と紙力との関係 (木村,北野,獅 寸,舘,1954),パルプ解

砕機及びポンプについての考察 (館,木札 北野,1954), /ミルプの化学的崩壊と試験紙葉の強度への影響

(木村,北野,1955),堅型回転式スクリーンの設計並びに考察 (鰭,木村,北野,1955),紙の AIR RE-

SISTANCE (木村,寺谷,1957),広葉樹ケミグランドパルプの研究 (寺谷, 木村, 1958),紙の透気度

(寺谷,木村,1960),合成繊維を用いたシートの性質 (木村,寺谷,1961)がある｡ また木村はかって南

方産パルプ資源を踏査して得た体験を ｢パルプ用材として南ボルネオ材の調査研究｣(木札 1954) にまと

めた｡

昭和37年 (1962)午,舘 (教授)が停年退官したのに伴ない,以後は木村 (昭和27,助教授)が本研究室

を継承した｡

昭和38(1963)年に,木質材料研究部門の増設に伴ない,研究組織の統合改組が行なわれ 研究部門制を

とることになった｡その結果,木材化学第2研究室は木材生物部門に転 じ 第 1,第 3及び製紙試験研究室

は合併して,木材化学部門として発足し,北尾 (教授)が部門主任として就任した｡旧木材化学第 1研究室

で行なわれた-ミセルロースを主体とする多糖類に関する研究は,その後前川,北尾による竹材及び関連多

糖類の研究に引き継がれ 10報の研究報告が出された (前川,北尾,i965-1975)｡ 竹材の-ミセルロース

に関する研究は,後に総説にまとめられた (前川,1976)｡

旧木材化学第3研究室で行なわれた木材ホルムアルデヒド処理に関する研究は,その後荒木によりセルロ
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-スを対象として反応機構の検討がなされ, 2編の報文が発表された (荒木,1964)｡ リグニンの研究は木

材化学における重要課題であ り,多年, リグニンパルプ排液に関する研究を行なってきた小林 (昭和40,助

教授)に引き継がれ,後に リグニンの熱分解生成物の研究に発展した｡その成果として,各種広葉樹のニト

ロベンゼンの酸化生成物のガスクロマ トグラフィ (北尾,1965),｢リグニンの熱分解生成物のガスクロマ ト

グラフィ｣(渡辺,北尾,1966)の報文が.出された｡

昭利42(1967)午, リグニソ化学部門の増設にfFない,木材化学部門におけるリグニンを対象とした研究

は,新it;'矧~"弾こ引き継がれた｡また抽出成分に関する研究は,シラカノミ材樹脂成分の研究を契機として,本研

究部FWこおける主要研究課題として継承された｡ ヌルデ材のタンニンの研究 (北尾,荒木,1965), 熱帯材

の抽t拙充分に関する研究 (北尾,蘇 (良), 佐藤,池臥 1967-1968) など6編の研究成果が発表された｡

荒木 (昭和39,講師)が京都工芸繊維大学へ転出し,倭,佐藤 憧 (昭和39,講師)に引き継がれ,木材フ

ェノール性物質の トリメチルシリル化誘導体のガスクロマ トグラフィ (佐藤,北尾,千田,1965)及びメタ

セコイアのf【拙 物の研究 (佐藤,北尾,1966)が行われた｡樹木抽出成分に関しては ｢樹木成分集｣として

まとめられた (北尾,佐藤,1965,1966)｡ その後,佐藤 (昭和42,助教授) の リグニン化学部門への転出

に伴ない,抽出成分に関する研究は榎,池(削こ引き継がれた｡そして,アピトン樹脂中の新セスキテルペン′

炭化水素 (池日-I,北尾,1967)及び樹脂酸の光酸化分解生成物に関する研究 4報 (檀,北尾,1974-1975)

が発表された｡

旧製紙試験研究室では,その後,特殊紙,加工原紙の研究に発展し,特殊紙原料としてのタバコ茎パルプ

の研究 (木枕 寺谷,1962-1965),及び樹脂含浸紬 こよる蓄電池セパレーターの研究 (木村,寺谷,1966)

などが行なわれ,8編の研究報告が発表された｡

寺谷は昭和38(1963)午,農水省林業試験場-転社‖ノた｡

昭和49(1974)午,木村 (助教授)が,またf酎 r]50(1975)午,北尾 (教授)が,相次いで定年により京

都大学を退官した｡北尾の後任として,昭和50(1975)午,越島哲夫が木材化学部門の教授に就任した｡越

島は従来の抽紬充分を主とする研究室のイメージを一新して,木材化学におけるセルロース ･- ミセルロー

スの木材多糖の重要性を強調 し,前川英一 (昭利51,助教授)とともに木材の多糖に関連した研究を部門の

主要研究課題としてゆくことを打ちILLl.した｡そして木材多糖類に関する研究は,その構造と機能との観点か

らさらに発展させることになったOまた未利用林産資源 ･廃材 ･/く′レプ排液の糖質成分の利用 ･開発をも併

せて進めてゆ くこととした｡

規取 次のような研究課題のもとに研究を進展させつつある｡

I)樹木中における木材多糖の構造と機能との関連を解明するためのアプローチとして,あて材セルロース

及び- ミセルロースの-一次構造, 高次構造について研究を進め,その成果として強風下で生育したアカてツ

あて材セルp-スの特性 (田中,岡村,越島,1981),ブナあて材- ミセルロースの構造 (藤井,東,田中,

越島,1982,1983), セルロース微結晶の三次元配向分布の測定 (田中,越島,1977-1983) の報文が発表

され,木材セルロースの微結晶の配向機構に新しト見解を示した｡

2)越島が従来から特に力を入れてきた研究課題として,相中における多糖とリグニンとの結合体いわゆる

I_JCC の本質を追求する研究が,進められている｡これまでにえられた成果として, IJCC の矧 ぎ臣こ関する

研究 (越島,1976-1981) 5編,アカマツ MWl.区分からの LCC の新 しい分離法とその特性など LCC

の新しい紬,LH.法とその挙動に関する研究 (束,高橋,向吉,越島,198卜 1982) 4編,バガスからのフェル

ラ酸を結合した新オリゴ糖など LCC の構造に関する研究 (榎,加藤,求,越島,1983) 2編が発表され,

内外の注目をあびつつある｡

3)セルロース原料を活用して, 新しい機能を付与したセルロ-ス誘導体を 開発する研究が進められ て い

るoこれまでに, ジアルデヒドセルロ-スを材料とするキ レー ト性ポ リマー (越島,1977), 2,3--ジカルボ
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キシセルロース金属塩の性質と熱的挙動 (前川,上野,越島,1981-1984)の研究報告が4編発表され,な

お継続しつつある｡

4)木質系バイオマスをエネルギー源として利用することをめざして,酵素系を用いる木材糖化に関する研

究が行なわれている｡これまでに微粉砕木粉の酵素分解に関する研究 (村木,田中,夜久,越島,1980-19

83)が大阪工業技術試験所との共同研究の形で行なわれ3編発表された｡また木質系バイオマスの酵素分解

に関する研究 (東,越島,1981-1984)5編の報文が発表され,酵素系の阻害因子となるリグニンを除去し

なくても,木材の酵素系による糖化が可能であることが強調された｡その後,新しい発想に基づくマイクロ

波を用いる木材糖化法が考案され,その/くイロットプラントの設置に伴って実用化をめざした研究が,推進

されつつある｡

5)パルプ排液及び未利用林産資源中の糖質とリグニン成分を有効利用することをめざした研究が,近畿大

学との共同研究の形で進展しつつある｡その成果として,亜硫酸パルプ排液によるシイタケ菌糸の生長促進

ほか関連報文 (稲葉,飯塚,越島,1978-1983)6編が発表され,亜硫酸パルプ排液中の糖スルホン化物が

食用きのこ生育を著しく促進することが兄い出された｡本研究はなお,継続している｡

6)以上の研究課題の他に,ホロセルロース調製法として知られる亜塩素酸塩法及び過酢酸法による脱 1)ダ

ニン過程で溶出する多糖成分の研究など (前川,越島,1978-1983)5編が発表され,脱 リグニン過程にお

ける多糖成分の溶出挙動が明らかにされた｡

その他,腐朽菌によるリグニンの生分解に関する研究 (檀,マイケルゴールド,1982-1983)3編がある｡

3) 木材生物部門

本部門は木材研究に関する生物学的領域を担当すべく,研究所創設当初から設置され,木材の樹種と識

刺,組織構造およびその形成過程,ならびに木材の病理,すなわち菌害,虫害などに関する研究分野が包含

された｡

研究発足後間もなく組織形態 ･樹木生理の分野には尾中文彦 (教授,当時長野農林専門学校)が迎えられ

て木材生物第 1研究室を設営L,一方木材の病理 に関する分野は木材生物第2研究室として農学部の赤井

重恭 (教授)が併任担当することとなった｡

尾中は昭和2(1927)年本学農学部卒業以来一貫して樹木の肥大生長に関する研究を遂行し,業績はすで

に高く評価されていたが,本研究所報告 ｢木材研究｣創刊号 (1949)の全ページを占める ｢アテ材の研究｣

はその一半を集成したものである｡本研究はあて材の生成機構の究明にもっとも力がそそがれ,重力偏心性

と背腹偏心性の区別されるべきこと,あて材の形成は針葉樹材では縦方向に伸長を,広葉樹材では収縮をも

たらし幹や枝に屈曲をおこさせること,あて材の形成による偏心性最大位については重力の調律性をも考慮

すべきことなどが明らかにされた｡尾中はさらに草本植物の屈地性がオーキシンの不等分布に帰結される点

に着目し,針葉樹形成層附近のオーキシンの偏在を確認した上で,オーキシンによるあて材の生成が屈地性

の成因と推定した｡本論文はあて材研究に関する総説を兼ねたものとしても世界に誇るに足る業績といえる

が,これを発表した翌年に尾中の急逝したことは痛恨にたえない｡

木材生物第2研究室では,木材を侵害する微生物の生理生態学的研究,製紙過程に生ずる有害微生物の研

究,微生物によるボード類の汚染腐朽の研究などがおこなわれた｡中でも針 ･広葉樹材の各種腐朽菌に対す

る抵抗力については永友勇 (当時京都学芸大学)･寺下隆喜代 (現鹿児島大学教授)･上山昭則 (現農学部農

薬研究施設教授)･日比野勝巳 (当時嘱託)らが協力して PCP,フェニール酷酸水銀などの腐朽菌に対す

る効果,ボード類の強制腐朽試験,ホルムアルデヒド処理など寸法安定を期した処理材の耐久性など多くの

成果をあげた｡

尾中亡きあとの木材生物第 1研究室は農学部の貴島恒夫 (当時助教授)によって兼担され,木材構成要素

の占有割合,樹種識別ならびに組織学的研究方法の検討が進められ 原田 浩 (現農学部教授)が協力して,
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針葉樹仮道管のフィブリル傾角を通 じて木材の微細構造研究への端緒が開かれた｡また,山本登久男 (現静

岡県製紙工業試験場)が助手として在任中 (昭和27-29年)から木材への液体浸透の組鰍学的究明が開始さ

れ 伊藤貢 (現岐阜大学教育学部,当時内地留学生)もこれに関連して広葉樹道管チロースの樹種別存行を

検討した｡

その後昭和30(1955)年貴島が専任教授に昇任,豊年林昭三 (当時島根県科大学)が助手に迎えられて以

莱,木材-の液体浸透機構の解明に主力が注がれることになった｡

昭和38(1963)年本研究所体制の統合改組に当って,木材生物第 1･第 2研究室は廃止され,本部門には

木材防腐防虫処理および薬剤の研究にまで拡張されることとなり,助手にも高橋旨象が採用されて完全講座

のかたちに復した｡

上述のようにすでに貴島 ･林が ｢木材への液体浸透｣を主軸として研究を進めつつあったが,新体制を生

かして木材保存分野の西本も協力することとな り,さらに昭和39-4庫 にかけては本学農学部,京都府立大

辛,鳥取大学,農林省林業試験場,国鉄技術研究所,東京農工大学の関係研究者にも呼びかけて, 3カ年に

わたる総合研究 (文部省助成)がおこなわれた｡木材はきわめて多孔質であるにもかかわらず,液体の浸透

は容易でないが,この研究で,針葉樹材の場合は壁孔膜微細開口が浸透のあい路であり,液体浸透を支配す

る因子であること ;トー′レスによる壁孔の開閉は液体の浸透に大きく影響し,辺材が心材より,生材が気乾

材より格段に浸透性がよいのほ壁孔の開放率が高いことを意味すること ;また広葉樹材の場合は浸透透過を

規制する因子として問題になるのは遺管内のチロー一,71であることなどが明らかにされ,また,樹種別にみた

浸透の難易,辺 ･心材別,方向別あるいは木材の含水率別の浸透の差異などが調べられた｡さらに浸透に関

連 して合板や集成材の接着層その他についても観察し考察が加えられた｡

この他,木材組織学の分野では,昭利38(1963)年に新たに電子顕微鏡が新設されたことにより,以後宣

島を中心に大学院生が主体となって木材の微細構造の研究,ことにチロースの題微細形態 (貴島 ･林 ･加藤

弘之 (硯農学部助手)),形成層活動 (貴島 ･伊東隆夫),道管穿孔板の形成 (勘詩･伊東 ･矢田茂樹 (現京都

府大農学部))など,光学顕微鏡と併用して電子顕微鏡 レベルの研究が進められ,昭和45(197())年頃からほ

細胞壁の構築に関する研究が伊東 (当時助手)を中心に開始された｡

一方,木材保存分野では木材化学第2研究室でおこなわれていた主題がそのまま受け継がれた｡

木材防腐に関しては西木と布施五郎 (助手-講師,現近畿大学農学部教授)が中心とな り,有機錫化合物

の殺菌性について,約 100種類の化合物を合成 し,その殺菌性と化学構造の関係を調べ,さらにその数種に

ついては防腐効力試験,耐候性試験をおこなう一方,本学芦生前習林において野外実験,応用研究にもおよ

んだ｡

木材防蟻に関しては,シロアリ人工飼育室が昭和37(1962)年度文部省特殊科学研究費により設置された

ことにより,シロアリの生理生態はもちろんのこと,各樹種,各木質材料の耐蟻性や各種薬剤の殺蟻効力の

研究が推進され またシロアリの忌避剤として,オオアリの分泌物類似化合物を合成してその効果の大きい

ことを確認するなどの成果をあげた｡

さらにシロアリのフェロモンに関しての研究を昭和45年頃より着手し,西本は米国,ウィスコンシン大学

に文部省派遣研究員として7ケ月,さらに西 ドイツ,国立材料試験場 (酉ベルリン)に5ケ月留学し,とく

に道しるべフェロモンの研究に従事し,帰国後,昭和48-50年に西本 ･松尾治夫 (自営)が腐朽材のシロア

リ誘引作用の機構の解明をおこない,さらにこの研究は木材の柚出成分と耐蟻性 (西本 ･池田俊弥 (現林業

試験場))にも発展し,注目すべき成果をあげた｡

また,文化庁の ｢国宝 ･重要文化財建築物緊急蟻害調査J事業に対する協力を依頼され昭和46･47年の2

ヶ年にわた り,滋賀県下の国宝22,重要文化財 148の建造物の劣化状況を克明に調査し報告した｡ (西本 ･
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林 ･高橋 ･足立昭男)0

昭和50年頃からはシロアリの総合的防除対策の確立を目的とする研究が開始され,粒剤タイプの土壌処理

防蟻剤の効力を検討し,十分実用性のあることを立証した｡

木材の海虫食害防除に関しては鳴門市中鳴門沿岸に試験地を設け昭和38年より各種薬剤の効力試験をおこ

ない,有機錫化合物の効力が抜群であることが確かめられた｡

その後,昭和45年以後西本 ･角田邦夫 (当時大学院生)により,日本沿岸の海虫の分布 ･種類の調査がな

され,昭和49年に木材の海虫食害防除の画期的方法を開発し,福井県内浦湾において実用試験をおこない,

現在も続行中である｡(木材防腐防虫実験施設の部参照)

木材の腐朽機構に関しては,西本 ･高橋が中心となり,数種の菌を用いての木材組成 ･強度の変化 ･微細

構造の崩壊過程などを電子顕微鏡,赤外分光光度計,X線回折装置を活用して解明し,中でも軟腐朽菌によ

る分解については,針葉樹材と広葉樹材の腐朽力の相違を, リグニンに対する作用によることなど新しい知

見がえられた｡さらに,昭和48年頃より,パルプチップの劣化原因についての研究に着手し,パルプ会社と

の協同の下にチップの輸入経路での徴生物発生の過程などを解明し,酸素しゃ断と薬剤処理との併用による

劣化防止方法を確立した｡

その他,西本が木材物理部門の角谷と協同で木材の非破壊探傷の研究をおこない,電柱の腐朽度を検査し

うる携帯用非破壊探傷機を試作し実用テス トをおこなった｡また,熱帯材に関する調査が東南アジア研究七

I/クーの研究項目の一つとして開始され,昭和46年貴島 ･林 ･高橋 ･足立がマレーシア･インドネシア･シ

ンガポールに派遣され,ケボン林業試験場所蔵の239樹種の木材切片プレパラートから樹種識別のための顕

微鏡写真をとり,林 ･貴島および同試験場スタッフ3名の連名による東南アジア産材の顕微鏡写真集(1973)

が出版された｡また65樹種の材を持ち帰 り,その耐朽性を調べた (高橋 ･貴島)｡ さらに, 現地のシロアリ

十数種を採取してきた (高橋 ･足立)｡

昭和50(1975)午,部門主任として島地謙 (当時東京大学農学部)が迎えられ 木材の組織構造を基盤と

した木材形成の分野に力点が置かれることになった｡以後,昭和54(1979)年木材防腐防虫実験施設の新設

を見るまでの期間は, 当部門の研究は島地 (教授)･伊東 (当時助手) による木材形成分野と西本 (当時助

教授)･林 (当時講師)･高橋 (当時助手)による木材保存分野が並行的に進められた (この間の木材保存分

野の活動は後にそのまま木材防腐防虫実験施設に引継がれた)｡ その後, 木材防腐防虫実験施設の独立を機

に林は木材生物部門に留ることとなり,当部門の研究陣は島地 ･伊東 (昭和54年助教授昇任)･林(昭和55年

助教授昇任)･黒田宏之 (昭和54年助手採用)の4名で構成され今日に至っている｡

島地着任以来, 当部門は林木 による木材の質的あるいは量的生産に対して作用する因子およびその影響

を,木材組織学を基盤に置いて解明することを明確な目的として掲げ,林業における林木保育技術の材質に

およばす影響から木材の細胞 ･組織の分化 ･形成に関する生理解剖学的研究,さらには細胞壁の形成やセル

ロースミクロフィブリルの生合成まで広範にわたって研究が進められてきている｡

林木の材質は遺伝的要因や環境条件のみならず,林業的保育技術によっても大きく影響を受ける｡そのよ

うな影響を明らかにして林学 ･林業へフィードバックすることにより,使用目的にそれぞれかなった木材生

産を図り,木材資源の有効利用に役立てることは重要な課題である｡島地が中心となって開始した林木保育

技術の材質におよばす影響に関する研究では,まず材質の不安定性をもたらす大きな原因である樹木の生育

初期における未成熟材の形成と植栽密度の関係を調査した｡その結果,未成熟材形成脱却の時期が植栽密度

およびその後の立木密度によって変化することが確かめられ,立木密度を一定以上に高く保っことによって

未成熟材形成期間を短縮させ,材質安定化の時期を早め得ることが明らかにされた｡この種の研究には当初

から伊東,黒田の他に角谷和夫 (当時木材物理部門助教授)･赤井龍男(農学部附属演習林助教授)も参加し

てきたがこの研究陣は植栽密度の影響の射 こ止まらずさらに枝打ちの影響についても研究を推進すべく,国
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有林 (九度山営林署)の協力を得て現地試験林を設定し,種々の強度¢)枝打ち施業が昭和52(1977)年以来

進行中である｡

木材組織の形成には未成熟材形成から成熟材形成へという年齢的変化の他に,季節的な変化が早材 ･晩材

の違いとして現われ,これらの差が木材の性質に大きく影響する｡早材 ･晩材発現の原因や機構を明らかに

することは木材科学の重要な課題であるが,この目的のために昭和51(1976)年から昭和56(198i)年にか

けて,木材物理部門所属の人工気象室 (ファイ トトロン)内において苗木を用いて日長 ･温度および植物生

長ホルモンを種々組合わせた実験がおこなわれた｡これらの実験により,木部細胞の量的生産 (形成屑糸仰泡

の分裂)と細胞の直径生長は形成層帯 ･木部分化帯に供給されるオーキシンの畳に支配され,細胞壁の肥厚

は光合成生産物の量に支配されることが裏づけられた｡これらの物質量は林木の樹冠量調節によってコント

ロールできることから,この結果は林木保育技術への応用が期待される｡さらに人工気象室内の一･定環境下

れても開芽 ･伸長 ･休眠の年間 リズムおよびそれに対応した形成層活動の年間 リズムがしばらくは続 くこと

が明らかになった｡これにより,樹木には祖先以来永年かかって獲得したそれぞれの樹種固有の内在的年周

リズムがあること, そして一定環境Tに置かれてもその 内在 リズムはしばらくは 消えないことが示唆され

た｡

これとは別に,かねて島地により開発されていた刺針による木部肥大生長印づけ法に関して,昭和5∠上(19

79)年以来黒田慶子 (大学院生)･島地 ･林 ･伊東によりさらに精密な検討が進められ,1-2細胞の誤差範

囲で過去の或る時点における形成層の位置推定が可能になった｡このような格段に高い精度が得られるよう

集中している｡この研究はさらに刺針による傷害組織細胞の形成や異常分化の詳細な追跡を通 して,木部細

胞一般の分化 ･形成の機構にせまる方向に発展しつつある｡

また,あて材の形成機構 も前述のように当部P恥ことって尾中以来のゆいLェある重要課題であるが,昭和

53(1978)年以来山口和穂 (大学院生)･島地 ･伊東はこの研究を復活させ, 昭和55(1980) 年には吉沢伸

莱 (現宇都宮大学講師,内地留学生)もこれに加わった｡なかでも山口を中心に,モルファクチン,NPA

などのオーキシン転流阻害剤を針葉樹の幹に塗布することによって, 内生オーキシンの異常な高濃度化が圧

縮あて材形成を誘導するための必要かつ十分な条件であることを明らかにしたことは,世界にさきがけた業

績として注目を集めた｡吉沢を中心とした研究では9科38種にわたる針葉樹についてあて材仮道管の形態的

変化を調べ,その系統発生的意味についても論 じた｡

-リブ,樹木は/生育に長年月を要するうえに個体が大きいので,木部細胞の分化 ･形成に関する実験材料と

して扱いに くい面が多い｡これらの困難をさけ,より単純な条件下で,しかもより動的に細胞分化 ･形成の

機構にメスを入れることを可能にするために,【綱 目55(1980)年以来黒田(衣)･牧野良平(大学院生)･島地に

ょって形成層や茎頂などからの試験管内培養カルスを用し､た研究が進められている｡これらの研究からほ,

培地中のオーキシン濃度が低 くカイネチン濃度が高い時にカルス中に木部 ･師部の分化したノデュールが多

数誘導されること ;カルスの継代培養を続けていくと不定芽を形成する株と形成 しない株に分かれ,今後組

織培養 ･細胞培養による林木育種に関しては遺伝情報の安定性の問題が重要になるであろうこと ;カルス細

胞の配列,したがって細胞分裂に際しての分裂面の決定や細胞の形態形成には物理的な外力も関与する可能

性があることなどが明らかにされてきた｡

その他に木部細胞 ･組織の分化 ･形成に関して最近進行中の研究としてほ,黒田(宏)を中心とした心材着

色現象についての,細胞化学的手段を併用した酵素や生成物の細胞内分布の追跡,三木宙久 (大学院生)を

中心とした樹木の一一次木部から二次木部-の移行過程の追跡,伊東を中心とした竹材の木化経過ならびに細

胞壁の堆積に関する形態学的変化の追跡などが進められつつある｡
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細胞壁の形成に関しては前述のように昭和45(1970)年頃より伊東を中心にセルロース ミクロフィブリル

の堆積方向,ラメラや各壁眉間の堆積方向決定の機構などが細胞小器官との関連において電子顕微鏡的に追

求され,特にいわゆるフリーズフラクチャー法をわが国ではじめて細胞壁の電子顕微鏡観察に応用すること

によりミクロフィブリルの配列状態が詳細に研究されてきた｡近年はこのセルロース ミクロフィブリルの生

合成について,バ ロニヤ等の海藻,セルロース合成バ クテリヤあるいはワタをモデル系として用い注目すべ

き成果が得られている｡例えば,バ ロニヤやマガタマモではじめてセルロース合成額粒体をとらえることに

成功し,さらにタンパク合成阻害剤やセルロース合成阻害剤を用いてセルロース合成頼粒体の性質が細部に

わたって明らかにされた (伊東)｡ 一方,ほぼ純粋のセルロースを有するワタの繊維について,腫培養の技

術を応用して高等植物のセルロース生合成が調べられつつある (三木 ･伊東 ･島地)o

〔材鑑調査室〕 材鑑の収集,それらの標本からのプレパラー ト作製など,木材研究の基磯となる樹種識別

に関する資料の蓄積は,研究所創設以来木材生物第 1研究室,木材生物部門を通 じて継続しておこなわれて

きたが,近年外材に依存する度合が大きくなるに従い,世界各地から多 くの樹種不明材が輸入されるように

な り,また古代遺跡からの莫大な量の出土木質遺物についても,考古学の分野から樹種同定の要望が急速に

強まってきたうえに,木材に関する法律問題の解決や,内外の木材研究者はもとより,植物分類学,植物系

統学の研究者などからの資料の要求,調査依頼の事例も増加してきたため,資料の増強 ･整備を急 ぐ必要性

が痛感されていた｡昭和53(1978)年に国際木材標本室総覧 (IndexXylariorum,InternationalWood

CollectionsortheWorld,2)に機関略号 KYOwとして正式登録されたことを契機に, 昭和55年度概算

要求により木材生物部門所属の材鑑調査室 (事業費と助教授 1名)が認められて林が専任することとな り,

さらに昭和57年度には実験室,標本室などを含む建屋 220m2が新築された｡昭和53(1978)年までに整理

保管されていた材鑑数はわずか 1,400点であったが,その後独自の直接収集はもちろん,世界各国の諸機関

との交換も積極的ににおこなうことにより飛躍的に材鑑数は増加しつつあ り,昭和 59(1984)年現在 6,000

点に達し, 未整理材鑑を含めれば極 く近い将来に 10,000点を越えることは確実である｡ 収集材鑑の証拠謄

葉1,300点,検鏡用プレパラー ト5,600枚を含め,これらの標本は現在カード方式により管理されているが,

材鑑数の急速な増加にかんがみマイコン利用の標本管理が黒田 (磨)･林 ･島地により検討されている｡

また,材鑑調査室の事業の一環として,林 ･島地 ･伊東により遺跡出土木質遺物の樹種同定が進められて

お り,古代の木材利用実態調査や植生復元のためのデータが集められている｡現在までに調査された関連遺

跡は調査中のものも含め 8都府県17遺跡で,試料総数は4,000点に及んでいる｡

4) 木質材料部門

当部門は昭和38年に,木材物理第 2研究室から満久 (現本学名誉教授),佐々木 (現当所教授),木材理物

第 1研究室から後藤 (昭和39年転出, 現島根大学教授),石原 (現当所助教授)を迎えて発足した｡ 本部門

では従来木材物理第 1,第 2両研究室において,木材の基礎的な学理の研究と併行して行なってきた応用研

究, 木質材料の製造技術と材質 に関する研究が受けつがれ, より優れた木質材料の開発 に努力するととも

に,それらを家具や建築部材として用いた場合の性能,たとえば,耐久性,耐火性,居住性,構造耐力など

について,基礎的な法則性の検討から莫大試験に至るまでの広範囲な研究を推進して今日に至っている｡

まず,材料開発の分野では,木材物理第 2研究室において行なったパーティクルボー ドに関する一連のパ

イオニア的研究 (満久,浜田 (現近畿大学教授),佐々木) を発展させ, 可塑化処理を加えた木粉の加圧成

型の可能性を検討 (浜田,満久,佐々木)するとともに,南 (現大阪経法大学講師)によってパルプ廃液 リ

グニンとフェノール ･ホルムアルデヒドの反応性やメタクリル酸メチルとのレドックス開始グラフト共重合

の可能性および強酸処理 SSL の接着性能などの検討が行なわれ,ファイバーボー ドやパーティクルボード

の製造における接着剤や改質剤としての適用性が追究された｡

パーティクルボードは高比重の割 りに力学的性能が低 く,スクビリティーが劣るために,合板に比べて建
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築分野における利用が立ち遅れている｡これらの改善に関する本部門の最近の研究は注目を浴びている｡川

井 (当所助手),張 (南京林学院講師),Narong(タイ国王立林業省林産研究部門技官),佐々木,石原らは

物理部門別元助教授の協力を得て,高圧静電場を応用 した配向性パーティクル (またはファイバー)ボート

の製造に関する諸因子の影響,配向原理などを明らかに した｡これに関連して,フォーミングコンベアの裏

面にのみ電極を配置した極めて合理的な配向装置の開発に成功した (佐々木,川 井, 北新合板㈱)｡ これら

配向性付与に関する研究の結果,配向方向の強度や剛性は従来のボードに比べ 2-3倍に,面内の膨張率は

数分の一に改善された｡

パーティクルボー ドの新しい製造技術を確立 し,石原,高橋 (島根大学農学部教授)その他の協力を得てそ

の実大耐火性能, 音響性能などを明らかにし, 建築関系とタイアップしてその施工性の検討なども進めて

いる｡

また,現在これらと併行 Lて,インドネシアおよびフィリソピンの研究者と共同で,/ぺ-ティクルボード

製造における新しい接着剤の適用条件に関する基礎的な検討が進められている｡

技術開発の分野ではこのほかに間伐材や多節材のような製材不適材を単板積層材 (い/L)に変換するため

の新技術の開発が行なわれてきた｡佐々木はサン･エス ･ケ一･エンジニアリング掬,旧之内鉄二l二所㈱と協

同でバ ックアップ･ロール駆動による小径木専用の特殊 レースを世界に先きがけて開発することに成功し,

また,北川精機㈱,富士電波工機㈱と協力して, 広幅の LVL をエンドレスに熟圧成板するための上下極

板型高周波連続プレスの開発研究を行ない,--応の成功をおさめた｡また,湿潤接着剤を縞状に微量塗付す

ることにより湿潤 LVLを製造 し,これをスライサーで人工まさ単板に加工することにより,小径材から任

意寸法の合板類似ボー ド (Stick-ply)を製造する試みが進められている (南,佐々木)(/

複合材料の開発研究は昭和 43年以来若干行われてきた｡ すなわち,金属系,石こう系,セメント系など

無機質板,プラスチック･フォ-ム,各種木質板,単板など各種の板材料の組み合わせによる種々の複合合

板,または,サンドイッチ板について,熱伝導率,反 り,強度,耐火性能などと複合構成の関系が検討され

た(満久,佐々木,石原,木本,加茂)｡木材-ポリマー複合材料 (WPC)に関しては,日本原子力研究所と

共同で木材と塩化ビニリデンの複合体を放射線照射の下で製造し,その物性と難燃性が調べられた (石原,

金田,南,満久,後藤田,竹下)｡また,予熱混練式射出成型機を用い,ポリ塩化 ビニル,ポリエチレン,ポ

リスチ レン,ポリプロピレンなどの廃プラスチックと木粉の複合材料を種々の比率で成型し,混合割合と物

性の関系が明らかにされた (石原,佐々木,長田,長谷川, 梶原)｡ 最近になって,木質 ･セメント複合材

料の性能向上に関する研究,木材繊維と無機繊維の合理的な複合に関する研究などが行なわれつつある (吉

田,川井)｡

材質の改良に関する分野では王として木質材料の防火性能の向上に関して数多 くの試みがなされてきた｡

石原は-ロゲン,7./チモソ, リン,窒素,か ク素,アルカリ金属などが示す燃焼抑制作用について,個々

の効果,相乗効果,括抗関係などを検討し 防火に効果的な元素組成や薬剤の配合などを明らかにした｡ま

た,これらの成果をもとに難燃性を兼ね備えた接着剤などの開発に成功 した｡現在,この研究をさらに発展

させ,防腐 ･防虫性能をもつ高耐久性防火薬剤,耐候性や寸法安定性を併せもつ防火薬剤などの開発が進め

られている｡また,一方では間伐材を組み合わせた特殊ユニット壁の耐火性能を明らかにし,この種の厚い

木材を用いた壁体が本質的に耐火性能に優れていることを実証した (石原,東丸,兼丸)｡

っぎに,住宅や家共など木構造物に用いられる木質材料の構造部材としての性能に関する諸研究について

述べる｡まず,その基礎的な研究として,構造部材とくに接合部や開口部における応力集中の解明が必要と

された｡佐々木,満久は木材物理第2研究室以来引き続き応力塗膜や光弾性装置を用いて実験的に応力分布

を測定する方法について検討 し,木材や木質材料の応力解析に有効な方法を見出した｡さらに,住宅のプレ
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-ブ化や2×4工法の導入に伴って,合板など木質平面材料が種々の外力条件と境界条件の下でどのような

たわみ挙動を示すかという問題が重要となった｡増田 (現三重大学助教授)は従来難解とされたこれらの問

題を差分方程式の形で表現し,大型計算機を用いて数値的に解いた｡増田はこの方法をさらに発展させ弾性

定数の分布と初期たわみを考慮し合板シェルのたわみや座屈の解析に成功した｡また,瀧野 (現当所助手)

は水平せん断力を受ける木質壁パネルの変形と面内応力の分布について,有限要素法を用いた数値解析を行

ない,パネル脚部における応力集中が大きいことを明らかにした｡さらに,瀧野,佐々木はコンクリート集

合住宅における内装用木質/くネルの力学的性能を極めて多くの事例について詳細 こ比較し,材料と構造が力

学的性能に及ぼす影響を明らかにした｡

一方,近年木構造の接合部には接着剤が多く用いられ,部材には集成材や合板のように接着剤を含むもの

が多く用いられるようになってきているので,木構造の設計には接着層の耐力が重要になってきた｡接着層

の耐力を知るためにはその破壊に関する科学的な研究が必要である｡佐々木, 李 (現自営), 高谷 (現近畿

大学助手)は-き開モード下の接着層の破壊 じん性について,小松 (現北海道林産試験場研究員)はスべリ

モード下のそれについてそれぞれ試験方法を提案し,各種の条件の木材接着について,破壊 じん性を測定し

ている｡また,接着層の粘弾性が破壊 じん性の測定結果に及ぼす影響について解析したほか,ラップジョイ

ントについて,破壊力学の手法を用いた合理的な強度予測の方法を明らかにした (小松,佐々木,満久)｡

接合部の変形もまた構造全体の変形にとって非常に重要である｡従莱,木構造骨組の接合部は複雑なほぞ

･溝加工が施こされ,外力に対して緩みをもっていたため,安全をみて力学的にはこう接節点 (ピン構造を

もつ節点)として扱われてきた｡しかし最近の接合は合理的な金具を用いた り,ダボや接着剤を用いるもの

が多く,半剛接あるいは剛接に近い変形挙動をするものが多いため,半剛接条件を入れた構造解析が必要に

なってきた｡秦 (現広島県工芸試験場研究員),小松, 佐々木は2次元問題について,有限要素法を用いて

半剛接骨組構造の変形を解析する方法を提案し,ダボ接合をもつ木製棚についてその適用性を実証した｡さ

らに,半剛接骨組に合板が釘打ちされているパネル部材の面内せん断挙動を釘節点の非線形挙動を特別な十

字バネ要素を用いて表現することにより,合理的に計算できることを示した (秦,佐々木)｡

木構造の設計には部材,接合全体の強度や変形特性が重要な因子となるが,このほかに部材や接合の耐久

性や耐候性もまた極めて重要な因子である｡ 林 (現林業試験場技官)は工業化木製 トラスの接合に多く採

用されているメタルプレートコネクターを用いた接合の疲労特性について集中的な研究をしている｡たとえ

ば,接合の回転曲げ疲労特性に及ぼす水分履歴の影響 (林,増田,佐々木),継手の引張圧縮操返し疲労の

時間依存性や疲労損傷の発現機構 (林,佐々木), 同突付け間隙の影響 (林,佐々木,冬木) などについて

多くの重要な知見を得ている｡また,高谷,浜田,佐々木は各種の接着接合について接着層の疲労強度を明

らかにしている｡さらに,床については,実際の使用条件を考慮して選定された集中荷重をくり返し与え,

在来工法床 (増田,瀧野),パーティクルボードの内装ユニット床 (瀧野,佐々木),ス トレス トスキンパネ

ル床 (増田,冬木,瀧野,佐々木)などの耐久性能を明らかにしている｡

耐候性に関しては金田 (現北海道教育大学助教授)が多くの研究を行なっている｡金田は材料にラワン合

板を用い,屋外暴露やウニザオメータによる促進劣化を行なって,合板の表面におけるき裂の発生や接着層

への影響を調べ,暴露時間と接着力の関係などを明らかにしている｡また,各種の接着剤について,常時せ

ん断応力を受ける接着層の強度低下が測定されている (金田,満久)｡ 一方,合被や--ドボードなどを面

材とする種々の仕上げ状態の木質パネルについて屋外暴露中の剛性やせん断耐力の変化の測定が最終測定31

年目を目標に進められている (佐々木,瀧野,内乱 金田,増田)｡ また同様の材料について防火処理効果

の暴露による低下が調べられている (石原)｡さらに,床暖房に関連して,各種の接着剤を用いて製造され

た合板の接着力の熱劣化特性が調べられ,速度論を用いて考察された (佐々木,金田,満久)｡

さて,木質材料を住宅の内装や家具に用いる場合,上記の強度や耐久性よりもむしろ居住性に関連した諸
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性質が重要である｡木質材料の居住性に関して増田を中心とする若干の研究が見られる｡まず,木質材料の

熱放射率が他材料と比較して高いことが明らかにされ (増田,山浦,満久),壁面に使われた場合の木目の

与える住居感について,多くの被験者を使い得た回答から,因子分析によって多くの興味ある知見を得てい

る (安田,増田,満久)｡山方, 木質材料を暖方床材として用いる場合を想定して, ホルマリンの発生濃度

と接着剤の関係が明らかにされている (石原,佐々木)0

最後に,木質材料部門としては直接のテ-マではないが,最近の社会問題である間伐材の利用技術の開発

に関連して,構造材料としての間伐材の基礎的な材質に関する一連の調査がある｡例えば,四国産ヒノキ間

伐材の材質 (佐々木,瀧野),同スギ間伐材の材質,植栽密度を異にするスギの材質 (瀧野,佐々木),スギ

36品種の力学的性質 (佐々木,角谷,瀧野)など木構造部材として間伐材を利用する上で有用な知見が得ら

れている｡

以上,昭和38年に発足して以来木質材料部門においてあげられた研究業績を分野別に-覧した｡顧みて,

手がけた研究分野の範囲が広い領域にわたっていることに驚きを覚える｡他部門の専門領域との関連におい

て,木質材料部門の分担領域が木質住宅や家具における材料,構造,居住性などに広く係わ りをもたざるを

得なかったためであろう｡それにつけてもてソバワ-の不足が痛感される｡

5) リグニン化学部門

木材工業の発展に伴う林産学研究 ･教育の強化のため,昭和42(1967)年6月 1乱 早くから設置が要望

されていたリグニン化学部門の開設が文部省により認可された｡

当部門は, ｢木材の主要成分であるリグニンの化学的特性の解明とその有効利用に資する基礎的研究｣を

目的として発足した｡

昭和43年4月 1臥 岐阜大学農学部林学科樹木生理化学学講座教授樋口隆昌が初代教授として着任し,汰

いで当研究所木材化学部門講師佐藤 恒が助教授 に (昭和43年4月 1日発令), 岐阜大学大学院農学修士山

崎徹 (昭和43年5月16日発令),京都府立大学農学部農芸化学科卒北村晃子 (昭和43年ユ2月 1日発令) が助

手として着任した｡山崎徹助手は昭和43年12月香川大学農学部農芸化学科林産化学講座助手として転出し,

北村晃子助手は昭和46年 3月京都薬科大学助手として転仕口ノた｡山崎徹の後任として島鋸咋夫 (岐阜大学農

学部林学科樹木生理化学学講座助手)が昭和43年1り]に,北村晃子の後任として中坪文明 (名古屋大学大学

院農学修士)が昭和46年4月に着任した｡さらに,昭和50年 7月棚橋光彦 (京都大学大学院農学修士 (リグ

ニン化学専攻))が助手に着任した｡ 昭和56年10月中坪文明助手が本学農学部林産工学科林産化学講座助教

授に栄転し, その後任として昭和57年4月梅津俊明 (京都大学大学院農学修士 (リグニン化学専攻)) が助

手として着任し,さらに,昭和59年11月島田幹夫助手が講師に昇任し,今日に至っている｡

本研究部門開設当時, ようやく, Freudcnberg教授らに よるコこフエリルアルコールの脱水素重合物

(DHP)の研究に基づいて,針葉樹 リグニンの化学構造の概要が明らかにされていたが, まだ未解明の部

分も多く,広葉樹及びその他のリグニンについてはほとんど不明であった｡ したがって, 当研究部門では

｢リグニンの化学構造,反応性,生合成及び微生物分解など, リグニンについての基礎的知識の体系化と,

それに基づいた リグニソの完全利用に資する理論の確立｣を目標として研究を進めてきた｡以下,歴史的に

当部門で行った研究の推移を説明する｡

1. リグニンの生合成と進化に関する研究

リグニンの生合成機構については1950年の初めまで全く不明であった｡この研究は樋口により1953年以来

進められてきたが,当研究部門においても主要課題の一つ として研究が続行された｡ 14C でラベルしたリグ

ニン前駆物質によるトレーサー実験, リグニン生合成に関与する一連の酵素の分離と特質解明が行われ,こ

れまでに一般的なリグニン生合成の経路,針 ･広葉樹,イネ科植物による生合成経路の差異などが解明され

た｡特に1)針 ･広葉樹の芽生え,若枝,タケノコなどからS-アデノシルメチオニン‥カ7--酸 0-メチル
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基転移酵素 (OMT)の抽出 ･精製に成功し, 針葉樹の OMTはグアィアシル核のみの生成を触媒するのに

対し,広葉樹のOMTはグアィアシル核とシリンギル核の形成をともに触媒する｡2)クーヒドロキシシナメー

ト:CoA リガーゼ, シナミルアルコールデヒドロゲナーゼも針 ･広葉樹問に明らかな基質特異性の差があ

り,前者の酵素は主として7-ルラ酸からコニフェリルアルコール (グアィアシル核)の生成に関与し,後

者の酵素は7-ルラ酸とともにシナップ酸を基質として,コニフェリルアルコール及びシナピルアルコール

(シリンギル核)の生成を触媒する-ことを発見し,これらリグニン生合成に関与する一連の酵素の基質特

異性の差によって針 ･広葉樹 リグニンの化学的相違 (針葉樹 リグニンは主としてグアィアシル リグニンから

な り,広葉樹 リグニンはグアィアシル ･シリンギルリグニンからなる)の原因が明らかにされた｡これらの

成果は広 く世界的に認められるところとな り,現在,植物化学 ･木材化学分野の多 くの著書に引用されてい
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図1. 裸子及び被子植物におけるリグニン生合成経路の差異

TAL:チロシンアンモニアリア-ゼ,PAL:フユニルアラニンアンモニアリアーゼ,

El,El′,El′′:A-ヒドロキシシナメー ト:CoA リガーゼ, E2,E2′,E2′′:P一ヒドロキ

シシナモイルーCoA レダクタ-ゼ,E3,E3′,E3′′:A-ヒドロキシシナ ミルアルコール

デヒドロゲナーゼ,E4:A-クマレー ト3-ヒドロキシラーゼ, E5:カフェー ト0-メチ

ル トランスフェラーゼ,E6:7-ルレー ト5-ヒドロキシラーゼ,E7 :5-ヒドロキシフ

ェルレー トO-メチル トランスフェラーゼ

る (図 1)｡ この研究には樋口, 島田 (1971年京大農学博士, Biochemi calstudies on the formation

orbamboo lignins), 伏木秀文 (1973年 リグニン化学専攻農学修士),中村吉紀 (1978年京大農学博士,

クーHydroxycinnamicacidsasprecursorsorligninmonomersandorestercomponentsinlignins),

黒田宏之 (現木材生物部門助手,1981年京大農学博士, Comparativestudies on 0-methyltransfbrases

involvedinligninbiosynthesis),久津木英俊 (1981年京大農学博士, Biochemicaldifferencesinthe

formationorangiosperm andgymnospellm lignins)らが主として参加 した｡
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また,コニフエリルアルコールの脱水素重合における反応条件が重合体 (リグニン)の化学的性質及び分

千畳に及ぼす影響, リグニン--多糖類複合体 (L.C.C.)の生成機構,イネ科植物(タケ)に多量に見出される

A-ヒドロキシフェニルリグニン及び p-クマール酸エステルの生成機構, シナピルアルコールの脱水素重合

によるシリンギル リグニンの生成機構などそれまで未解明であった諸問題が解明され,多 くの重要な知見が

得られてきた｡これらの研究には樋 口,島臥 山崎 (1977年京大農学博士,Studiesonクーhydroxyphenyl-

andsyrirlgyllignins),中坪 (1980年京大農学博士,Enzymi cdchydrogenationofp-coumarylalcohol

and synthesesoroligolignols),棚橋,荻野桂作 (1970年鳥取大学農学修士),小寺学 (1978年 リグニン

化学専攻農学修士),日]中意次 (i977年 リグニン化学専攻農学修士)らが参加した｡

2. リグニンの化学構造及び反応性に関する研究

リグニソの化学構造及び反応性の研究はパルプ工業,木材化学工業の発展,未利用木質資源の有効利用の

道を開 く上で極めて重要である｡当研究部門では広葉樹,イネ科植物,シダ植物,その他樹皮のリグニンの

化学的特質について系統的研究を行ってきたが,特にこれまで未解明であったタケリグニンの化学構造,p-

クマール酸エステルの結合様式などについてその特質を明らかにした｡また, リグニンを構成する基本的ダ

イて-及びオ リゴマ-の一般的合成法をは じめて確立し,有機化学的に リグニンを合成する道を明らかにし

た｡現在,これらのオリゴマーを用いてリグニンの反応性についての研究が行われている｡この研究には樋

∩,島田,中坪,棚橋,山崎,藤本英人 (】979年 リグニン化学専攻博士課程修了), 塩 徹 (1976年 リグ

ニン化学専攻農学修士),片山健至 (i979年 リグニン化学専攻農学修士),釜谷保志 (1984年京大農学博士,

Microbialdegradatior10rlignillSubstructuremodelcompounds,d,1-syrlngareSinolaridrelated

derivatives), 難波宏彰 (1981年 リグニン化学専攻農学修士),佐藤公彦 (1978年鳥取大農学修士),池田良

久 (現大阪府高校教師),武内英夫 (現長浜合板K.K.),北川教士 (1982年岐阜大農学修士)らが参加した ｡

3.リグニンの微生物分解とその応用

微生物によるリグニン分解機構の解明は,自然界における無機 ･有機炭素資源循環のプロセスやバランス

の解明,生物的脱 リグニン,パルプ化等木質材料のバイオマス変換機構を解明するために極めて重要な問題

である｡当部門では1975年以来, リグニンサブス トラクチャーを含むオリゴリグノールの木材腐朽菌による

分解機構について研究を行い,そのほとんどについて分解経路を解明することができた｡すなわち, リグニ

ン中のフェノール性水酸基を含む構造単位は主として側鎖と芳香環の間及び側鎖の cr-β間で開裂するが,

非 7 -ノール性 β -0-4′,針1′,声5′構造では主として側鎖の α-β問が開裂すること, 特に リグニン中の最

も主要な結合様式 .β-0-4′の開裂については 重水素ラベル基質, 1802,H2180 を用いる トレーサー実験を行

い,酸素添加反応による α-β開裂経路と, 中間体としてアリールグリセロールを生成する二つの主要経路

によって分解されることを明らかにした｡また,これらの分解反応に関与する酵素及びそのモデル (ポルフ

ィリン-鉄錯体) による .β1014′,β-1′二量体の開裂機構, バイオ ミメティックな リグニン分解反応とその

応用分野も研究されている.この研究には樋 口, 島田, 中坪, 大田雅彦 (1978年 リグニン化学専攻農学修

士),野l二1明雄 (7979年 リグニン化学専攻農学修士),片一山,釜谷,難波,梅津,波部豪 (1984年 リグニン化

学尊攻修士 2回生),河合襲吾 (]984年 リグニン化学専攻修士 l回生)が参加 した｡

4.爆砕法による木質バイオマスの有効利用

多動 こ存在する未利用木材資源の有効利用を掴 勺とLて1982年以来,宝酒造株式会社との共同で高温高虻

(200～23()℃,20-30kg/cm2) の水蒸気による木材の爆砕処理について研究してきた ｡これまでは爆砕木材

の物射 f'.j･化学的特性,爆砕の反応機構が解明され,また応用分野として爆砕材の酵素糖化 飼料化,パル

プ化 爆砕 リグニン及び関連フェノ-ルフラクションの抗変異原性 ･抗菌性についても研究が進められてき

たo 特にシラカンノミ,ポプラ爆砕材の i'1,Uitro(試験管内での反応) 消化率は標準牧草 (アルファルファ,

チモシ-など)以上で,反j,I･.3動物の飼料として好適であることが,京大農学部川島研究室,農林水産省林業
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試験場 ･畜産試験場との共同研究で明らかになり,農林水産省においてシラカンパ,ポプラ類の爆砕材の飼

料化試験が大規模に行われつつある｡一方,大昭和製紙株式会社との協同で,爆砕による/ミルプ化の条件,

爆砕材のパルプ特性についても研究が進行している｡この研究には主として棚橋,樋口,高田信輔 (現栄研

化学),玉捌敬子 (現東洋紡績),小林久也 (近大学生)が参加し,島田,梅津が協力している｡

5.木材形成の生化学

近年,エンドユーザーに適した木材生産のための基礎として樹木の生化学,遺伝子工学的研究が重視され

てきた｡1964年以来,樋口,島田によって主として心材形成機構解明の研究が行われてきた｡形成層から心

材にいたる生材組織のエネルギー代謝,組織化学,特に放射柔細胞のオルガネラと核酸,たんぱく質の変

動, 14C-ラベル前駆物質の代謝とこれに関与する酵素系の変動などが明らかにされ,心材抽出物の生合成に

は辺材放射柔細胞が主として関与していることなどについて多くの知見をえてきた｡また,針葉樹圧縮アテ

材形成において,リグニン量の増大とリグニン合成酵素系の活性度との間に密接な関係があることを明らか

にした｡この研究には樋口,島田,久津木及び協同研究者として深沢和三 (北大農学部林産学科教授)らが

参加した｡

6.木材抽出物成分によるケミカルタキソノミ-

主として佐藤らにより有用樹木の抽出成分の構造決定及び抽出成分によるケミカルタキソノミ-とその応

用研究 (熱帯材加工に際しての障害対策,染料樹ログウッド)が行われてきた｡この研究には佐藤,北村,

藤本,久津木,芝 (現和歌山県田辺農協),武久 (現熊本県畜試),石井 (現大阪血清微生物研)らが参加し

た｡

上記のように,リグニン化学部門開設以来16年が経過したが,その間の研究論文は主要な国際学会誌,国

内学会誌,WoodResearch,木材研究 ･資料等に発表されてきた｡それらの成果はそれぞれの分野におけ

る問題の解明に大いに貢献している｡特に, リグニンの微生物分解機構の研究について米国 NSFと日本学

術振興会の援助を受け1978年 (米国,マジソン)と1983年 (日本,京都)に国際セミナーを開催した｡また

1979年9月1日から1980年5月11日の10ケ月間,T.KentKirk博士 (米国立林産物研究所)が京都大学招

聴教授として滞在され,リグニン微生物分解について協同研究を行った｡さらに,1981年～1982年には再び

日本学術振興会と米国 NSFの援助の下に,米国ノースカロライナ大学 H.1m.Chang教授,C.L.Chen

博士,米国立林産研究所 T.KentKirk博士等との脇同研究を実施し, この分野の研究は現在飛躍的に発

展しつつある｡

6) 木材防腐防虫実験施設

世界的な森林資源の枯渇に伴い,木材の有効利用の重要性と木材を生物の侵害から保護し,長期間の耐用

を可能にする必要性が認識され,それまで木材生物部門に属して行われてきた木材保存の研究グループが独

立して,昭和54年4月木材防腐防虫実験施設 (7年の時限つき)が誕生した｡

当実験施設は,近年の木材保存に対する社会的要求に呼応して,木材,木質材料の生物劣化の原因と過程

を解明し,劣化防止のための処理薬剤 ･技術などに関する総合的研究を短期間に集中的に行うものであり,

その拠点として,新研究棟がシロアリ実験室の南側に昭和55年4月に完成した｡

木材保存,すなわち,防腐 ･防虫 (防蟻を含む)の対象としてほ,木材だけでなく,合板やパーティクル

ボードなどの木質材料が含まれる｡研究内容としてほ,木材の腐朽,シロアリ･ヒラタキクイムシ･海虫に

よる木材の食害,防腐 ･防虫薬剤の開発などが主なものとして挙げられよう｡

菌類による木材及び木質材料の腐朽機構,すなわち,腐朽過程で生じる材質的,微細構造的あるいは化学

成分の変化 (木村忠雄,現アペックス関西(秩))は防腐処理,微生物を利用する残廃材の効率的利用などの

応用面に不可欠の知見である｡

残廃材の腐朽菌による分解促進を図るための前処理として水蒸気加熱膨化処理を検討したところ (綾木光
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弘,現神崎製紙(秩);花岡千草,現東京営林署),比較的軽度の処理でも腐朽促進の効果が認められること,

難腐朽性の針葉樹木粉の場合には,特にその効果が期待できることを明らかにした｡

西本孝一(教授),高橋旨象(助教授)らが中心となって開始した腐朽の進行に伴うボード類の疲労特性に関

する研究では,合板に腐朽菌を作用させた状態下での曲げクリープ挙動から,防腐薬剤を接着剤に混入させ

た防腐処理合板の優れた耐朽性が実証された｡この種の研究は,今村祐嗣 (助手)に引き継がれ,パーティ

クルボードを対象に研究が続行されている｡また,今村 ･西本は市販ボード額,化学的に変性処理したチッ

プによる/ぺ-ティクルボード,産地別ヒノキなどの耐朽性試験を足立昭男技官の協力を得て遂行している｡

"funguscellar" と呼ばれ,高温高湿を設定する一種の腐朽促進試験宝での耐朽性の比較や,土壌処理

によるナミグタケの生育阻止及び薬剤の効力試験法の確立にも力が注がれている｡

さらに,木造住宅の老朽化に及ぼす生物劣化の影響を把捉するための実験調査が高橋らの手で行われてい

る｡また,角田邦夫 (助手)らほ,ゴムノキの防かびの一環として,ゴムノキを侵害する微生物を分離 ･同

定し,防かび剤の効力評価に利用し,後述の防かび剤開発へと成果を増幅した｡

シロアリは,日本全国とくに西日本での木質住宅に多大の害を与えることが知られており,その防除は重

要な研究課題である｡ 西本,金井和光 (現中外製薬(秩))らほ,各種炭水化物を強制的にシロアリに摂食

させた場合の消化機構と腸内原生動物の役割との関係から,シロアリの木材消化機構を解明しようとしてい

る｡

腐朽木材から抽出した ｢道しるべフェロモン｣ (松尾治夫,現自営)や ｢幼若ホルモン類似物質｣を利用

した無公害的シロアリ防除を指向した研究がされており (土岐宏俊,現三井兼圧(秩)),随時供試シロアリが

供給できる室内シロアリ飼育設備が効率的に機能している｡昭和55年からほシロアリ多発地である鹿児島県

吹上浜国有林内に面積 4,000m2 の野外シロアリ試験地を,また,和歌山県煙樹浜国有林内には土壌処理剤

の効力判定のための野外試験地を設け,野外での実用規模の試験から得られる防蟻薬剤の効力評価と,室内

試験結果とより各種材料の耐用年数の査定を図っている｡

一方,ラワン材の害虫として知られるヒラタキクイムシの研究にも多くの力が傾注され,岩田隆太郎 (悼
士課程院生)らが担当してきた｡研究の第一歩として,マス･カルチャー法の確立を目指して努力が続けら

れ,現在,人工飼料を利用した累代飼育に成功し,月産 6- 7千頭に達している｡マス ･カルチャー法を利

用して,幼虫の発育,成虫の大きさ,性比,産卵数等を比較する個体生態学的研究が精力的に続けられてい

る｡また,走査型電子顕微鏡による外部形態の特徴も研究されている｡これら基礎的研究のほかに,飼育杖

術を駆使して防虫薬剤の効力判定を短時間で行い,防虫処理木材の日本農林規格化や性能基準の決定に貢献

してきた｡

木材の生物劣化はあらゆる環境下で発生しており,海中も例外ではない｡海水中の木材を穿孔食害する海

虫は,日本沿岸に広く分布している｡特に短期間で海面貯木中の原木丸太に食害L,多大な損害を与えてい

るフナクイムシの日本沿岸での分布,発生の季節的消長,生長率,熱帯材の耐海虫性の研究が続けられてお

り,その研究成果は,角田･西本によって,すでに6報にまとめられている｡さらに昭和58年からほ,徳島

県即 EIvこ木材食害海虫実験室を設け,飼育技術の確立,フナクイムシの薬剤抵抗性を比較し,食害防除薬剤

の開発を企図している｡

これまで述べてきた木材の生物劣化現象の解明と共に,低毒性の木材防腐 ･防虫薬剤の開発は社会的要求

度も高く,当実験施設の主要テーマである｡

西本 ･角田らがゴムノキの防かびを研究課題として取 り上げたのをきっかけに,多くの化合物の防かび性

能試験を実施した結果に基づいて,数種の防かび剤の組合わせ,各種界面活性剤の適用性などの研究を行

い,長期の防かびが可能となる新規の低毒性防かび剤の完成に至った｡

防腐薬剤については,実験仁和こ多用されている塗付 ･浸漬用薬剤の効力試験を,規格制定のための基礎的
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データを提供し,規格の検討 ･制定に参画した日本木材保存協会法により行い,新規防腐剤の可能性を示唆

した｡また,現在,加圧注入処理に広く利用され 有効成分の構成割合による効力比較を検討してきた水溶

性の銅一一クロム-ヒ素混合物処理木材の耐用年数経過後の廃棄処分が毒性面から問題視され てい る現況か

ら,工業用あるいは家庭用の殺菌剤,消毒剤として長年の実績があるアルキルアンモニウム化合物の木材防

腐剤への適用性を検討している｡

これは了低毒性木材防腐薬剤の開発ー｣のために日本学術振興会の援助を得て,昭和55,56年に行ったニュ

ジーランド林業研究所との国際共同研究の成果をさらに発展させようとするものである｡なお,共同研究期

間中に西本,角田が各2回ニュージーランドを訪問し,ニュージーランド林業研究所からは,マイケル ･-

ドレイ博士を昭和56年5月から8カ月間にわたって招へい研究者として迎え,研究を推進した｡

防虫 (防蟻)剤については,主として有機 リン化合物あるいはピレスロイド系化合物に着目して,室内試

験による効力評価と同時に,鹿児島や和歌山の野外試験地を利用した実用規模での効力を査定し,実用化を

目指している｡また,オーストラリア連邦科学 ･工業研究所,フランス熱帯林業研究所,アメリカ合衆国林

産物研究所を相手に,昭和59,60年度に ｢シロアリ被害の生態的研究に基づく低毒性防蟻剤の開発｣に関す

る国際共同研究が計画されており,実用的な低毒性防蟻剤の開発が企図されている｡

これら用途 ･目的に応 じた薬剤の開発研究に加えて,効力を正確にかつ簡単に判定できる試験方法 (防か

び剤の効力試験法や非触地状態下での木材の腐朽を想定した木材腐朽試験法など)を工夫,改良し,試験方

法の標準化のための基礎的データを着々と集積している｡

さらに,開発される低毒性防腐 ･防虫薬剤の効力を十分に発揮させるための木材処理法を,木材あるいは

木質材料の用途に応じて検討する必要があり,エネルギー分散型Ⅹ線分装置による薬剤成分の木材微細構造

中での分布,合板 ･ボード類の防腐 (防虫)を目的とした製板時の接着剤への薬剤の混入 (接着剤混入法)

による防腐 (防虫)性能の比較試験を広範に実施しており,薬剤の混入量と防腐 (防虫)性能,薬剤と接着

剤との混和性などが研究されている｡とくに接着剤混入防虫合板に関しては,その製造時の諸問題と性能と

の関連性について工場規模での実験を積み重ね,製造方法の標準化を確立L,現在実際に各工場で実施され

ている｡
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3. 研究業積 リス ト

木材研究所創立から昭利59年 6月までの4昨 間に発表された研究業績を以下に示す｡

分相天分ぼ 下記のように FT木木材学会大会の研究発表区分に準 じたが,単行本 ･辞典は別にまとめた｡Ii-'r_

行本であ-つても∴嗣 f集 (P川CCC｡ings)のようなものは各分野内に合が)た｡各分野内では年代別に,論文

｡資料 ･速報に属するものを先に総説･講座 ･解説等を後にまとめた｡その際の順序は第--･著者の姓のア′レ

フ 丁ベ ッ ト順とした｡検索の便宜をほかるため名相文には分野別に通し番号を付 した｡

(01)物性,(()2)組織構造 ･材質,(03)強度 ･木構造,(04)製材 ･機械加工,(05)乾燥,(06)接着 ･

接着剤,(07)合板 ･ボード額,(08)きのこ ･微生物変換,(09)抽出成分,(10)化学加工,(ll)保存,

(12)パルプ ･紙,(13)リグニン,(14)セルロース ･- ミセルロース,(15)ノミイオマス変換,(16)その

他,(17)単行本 ･辞典

分野別の発表件数を年代別にまとめ,末尾の表に示 した｡

01.物 性

0ト 001梶田 茂,中戸莞二 ‥木現の吸湿性に及ぼす 2-3柚出処理の影響,木材研究,No.2,9(1949)

()1-0()2梶田 茂,中戸莞二 :本邦産キリ材の吸湿 ･吸水性について,木材研究,No.2,22(1949)

01-003梶田 茂,中戸莞二 :加熱処理 と木材の吸湿性について,日林誌,31,249(]949)

0ト 004hlf旨久崇麿 :木材の熱伝導に関する研究 (第 1報)木材の熱伝導方程式の適用性と主なる場合の解,

木材研究,No.3,1(1949)

01-005満久崇暦,松浦尚士 :木材の熱伝導に関する研究 (第 2報)熱板による板材の加熱に就て,木材研

究,No.3,37(1949)

01-006梶田 茂 :紡績木管ノ桐オについて,大阪府総合科学技術委員会 ･木管専門委員 会研究報告,第 1

報,7(1950)

0ト 007梶田 茂,中戸莞二 :単板及合板の収縮並に膨脹率,日林誌,32,346(1950)

Old)08畔柳 鋲,梶田 茂 :木材含水率の電気的測定に関する研究,日本林学会関西支部 大会講潰集,

No.1,100(1950)

01---0()f)福山万治郎,梶田 茂 :木材の吸湿に対する捨装被膜の効果について,第59剛 三1本林学会大会講研

集,251(1951)

0ト 01()梶田 茂,中戸莞二,山田 正 :木材の収縮膨脹に関する異方性の原因について,第 3報,第59回

日本林学会大会講漬集,220(1951)

01--011満久崇麿 :木材の熱伝導に関する研究 (第 3報)繊維に直角な方向の熱伝導と含水率の関係,木本A

研究,No.5,43(1951)

0卜-()12中戸莞二,梶田 茂 :木材の収縮膨脹に関する異方性の原因について,第 1･2報,第59回日本林

学会大会講演集,217(1951)

01--013中 戸莞二 ‥米朝-水系に関する最近の研究,木材研究資料,No.3,1(1951)

01-014福山万治郎,梶田 茂 :高 温処理が材質に及ぼす影響について,第61回日本林学 会大 会講研 集,

197(1952)

()ll)lう満久崇麿 :木材の熱伝導に関する研究 (第4報)繊維に平行方向の熱伝導, 木材研究, No.8,55

(1952)

01-016満久崇暦 :木材の比重と熱伝導率の関係について,木材研究,No.9,1(1952)

01-017Llr田 正,梶目二I 茂 :木材の吸湿 (第 日狽),木材研究,No.9.42(1952)
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01-018梶田 茂,中戸莞二,並木保次 :木材の収縮膨脹に関する異方性の原因について,第4報,日本林

学会誌,35(2),1(1953)

01-019山田 正,梶田 茂 :既報吸着式の常数の意義,木材研究資料,No･4,65(1953)

oト020山田 正,梶田 茂 :木材の吸湿 (第3報),第62回日本林学会大会講演集,196(1953)

oト 021山田 正,梶田 茂 :拡大する表面を考えた吸着式,科学,23,312(1953)

01-022山田 正,梶田 茂 :木材の吸湿 (第2報),木材研究,No･ll,5(1953)

01-023梶田 茂,大久保達郎 :注入木材に関する研究 (第6報),衝撃電圧に対する注入材および積層材

の閃絡特性,木材研究,No.13,255(1954)

oト024満久崇麿 :StudiesontheHeatConductioninWood,木材研究,No･13,1(1954)

01-025山田 正,梶田 茂 :木材の吸湿 (第Ⅳ報)速度恒数について,日本林学会関西支部大会講演集,

No.4,30(1954)

oト026山田 正,梶田 茂 :木材の吸湿 (第ら報)吸湿と粘弾性,木材研究,No･13,224(1954)

oト027山田 正,梶田 茂 :木材の吸湿 (第4報)吸着熱について,第63回日本林学会大会講演集,263

(1954)

oト 028山田 正,梶田 茂 :木材の吸湿 (第7報)内部表面について,第64回 日本林学会大会講桝集,

327(1955)

oト 029後藤輝男,満久崇暦,佐々木光 ‥木材材質に関する調査報告 (第 1報),大阪営林局 (1960)

oト030石原茂久,山田 正 :木材のレオロジーに関する研究 (Ⅴ),脱 リグニン及び酸加水分解の動的弾

性率に及ぼす影響,京都大学農学部演習林報告,No･33,275(1961)

01-031梶田 茂,山田 正,鈴木正治 ‥木材のレオロジーに関する研究 (第 1報)動的ヤング率と含水率

の関係について,木材誌,7,29(1961)

oト032梶田 茂,山田 正,鈴木正治,小松一雄 :木材のレオロジーに関する研究 (第2報)熱処理材の

吸湿と動的ヤング率について,木材誌,7,33(1961)

oト033満久崇暦,後藤輝男,佐々木光 :木材材質に関する調査報告 刀,大阪営林局,(1961)

01-034高橋 徹,山田 正,梶田 茂 ‥木材乾燥応力の-測定法について,京都大学農学部演習林報告,

No.32,33(1961)

oト 035山田 正,竹村透巳男,梶田 茂 :木材のレオロジーに関する研究 (第3報)ブナ気乾材のクリー

プと応力緩和 木材誌,7,63(1961)

01-036竹村透巳男, 山田 正,梶田 茂 :木材のレオロジーに関する研究 (第4報)ブナ気乾材の重ね合

わせ試験,木材誌,7,68(1961)

01-037金谷紀行,

01-037大迫靖雄,

01-039LLTEEI JFJ

41(1964)

01-040則元 京,

01-041則元 京,

01-042則元 京,

山田 正 :木材の多孔性と弾性率について,木材研究,No.33,47(1964)

LLt田 正 :ブナ材における鋼球圧入,木材研究,No.33,29(1964)

角谷和男 :二,三の樹種の赤外線吸収および核磁気共鳴吸収曲線,木材研究,No･32,

山田 正 :木材表面成層過程における力学現象,木材工業,20,131(1965)

宮野寛文,山田 正 :ヒノキ材の振 りクリープについて,木材研究,No.34,37(1965)

高原省吾,山田 正 :木材表面における樹脂層形成のレオロジー (1),木材研究,No･

36,23(1965)

01-043則元 京,山田 正 :ヒノキの曲げ応力緩和に及ぼす湿度の影響,木材研究,No･35,44(1965)

01-044大迫靖雄,山田 正 :ヒノキ材における鋼球圧入一硬さに及ぼす球圧径の影響-,木材研究,No･

35,51(1965)
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0ト 045大迫晴雄,山田 正 ･･ヒノキ材における鋼球圧入- 硬さの温度による変化,木材研究,No.34,

229(1965)

0トー046角谷和男 :木材の内部欠陥と超音波音速との関係,木材研究,No.34,22(1965)

01-047角谷和男,野村隆哉,山田 正 :木材の赤外吸収スペクトルに及ぼす腐朽の影響 Ⅰ.オオウズラタ

ケによる腐朽,木材研究,No.35,1(1965)

()ト 048山田 正,角谷和男,則元 京,大迫靖雄,竹村富男,鈴木正治 ･･木材力学資料 Ⅰ 素材の静的粘

弾性,木材研究,No.34,205(1965)

01-049山田 jE:木材の静的粘弾性,木材研究,No.34,1(1965)

01-050則元 京,角谷和男,山田 正 =木材の内部摩擦と強度の関係について,木材研究,No.37,40

(1966)

01-051則元 京,山田

01-052則元 京,山田

0トー()53岡 康寛,則元

(1966)

()I-054大迫晴雄,ZLl田

(1966)

01-055高橋 徹,山田

0 1- 056高橋 徹,山田

正 :木材の動的振 り粘弾性,木材研究,No.38,32(1966)

正 :パーティクルボードのクリープについて,木材研究,No.39,22(1966)

ll-i,山田 正 :ヒノキ柾目および木口材の反 りについて,木材研究,No.39,29

1E‥銅球圧入法による木材の静的粘弾性 挙動 の推定,木材研究,No.38,58

jE:木材の DryingSctに関する研究,木材研究,No.37,46(1966)

正 ･'木材の DryingSetに関する研究 (第 1報)水分非平衡下の引張 クリープ,

特に荷重俵存性について,木材誌,12,6(1966)

01-057山田 正,角谷和男,金谷紀行 :木材の RheO-optics1. ヒノキクリープ過程の赤外吸収,木材

研究,No.38,21(1966)

01-058山田 正,角谷和男,則元 京,大迫晴雄,岡 康寛,金谷紀行 :木材力学資料 If,木材研究,

No,37,49(1966)

01-059金谷紀行,山田 正 :ヒノキ材の横引張による変形について,木材研究,No.41,47(1967)

oト 060則元 京,山田 正 :木材表面における樹脂層形成 の レオ ロジー (2),木材研究,No.40,18

(1967)

01-061則元 京,山田 正 :木材の剛性率および誘電特性におけばす含水率の影響,木材研究,No.41,

36(1967)

01-()62岡 康寛,山田 正 :木材表層の乾掛 び 巨う反 りについて,木材研究,No.41,25(1967)

()1-063角谷和男,野村隆我,山田 正 :化学処理 ヒノキ材のクリープと赤外吸収,材料,16,830(1967)

01-064山田 正,角谷和男,則元 京,岡 康寛,金谷紀行,大迫晴雄 :木材力学資料 Ⅲ,木材研究,

No.40,18(1967)

01-065金川 靖,山田 正 :木材の炭化処理と2, 3の物性,木材研究,No.45,46(1968)

01-066則元 京,山田 正 :木材表面における樹脂層形成 の レオ ロジー (3),木材研究,No.44,12

(1968)

oト 067大迫晴雄,高橋 徹,山田 正 :木材の DryingSetに関する研究 (第2報)木材の収縮にお よ

ぼす引張応力の影響,木材誌,14,24(1968)

01-068山田 正,角谷和男,岡 康寛,則元 京,金谷紀行,茅原正毅,野村隆哉,金川 靖 :木材力学

資料Ⅳ,木材研究,No.43,17(1968)

01-069則元 京 :木材表面に樹脂層を形成する過程のレオロジー,木材工業,23,10(1968)

01-070則元 京,山田 正 :木材の誘電特性 (第 1報),波長 3.2cm における木材の誘電特性に与 え る
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含水率の影響,木材誌,15,56(1969)

oト 071則元 京,山田 正 :ポリウレタン樹脂硬化過程のレオロジー,材料,18,914(1969)

oト 072則元 京,山田 正 ‥木材の誘電特性 (2)絶乾状態における木材の誘電特性の温度依存性,木材

研究,No.46,1(1969)

01-073佐 木々徹,山田 正 :木材の収縮応力に及ぼす初期引張応力の影響,木材研究,No.48,31(1969)

oト 074山田 正,角谷和男,岡 康寛,則元 京,野村隆哉,金川 靖,佐 木々徹,長谷川康作 :木材力

学資料Ⅴ,木材研究,No.46,19(1969)

01-075金川 靖,山田 正 :木材の吸湿ヒステレシスに及ぼす炭化処理の影響,木材誌,16,127(1970)

01-076M.NoRIMOTOandT.YAMADA:TheDielectricPropertiesorWoodIH.TheRelationship

betweenDielectricLossFactorandSpecificGravltyOfWood,MokuzaiGakkaishi,16,364

(1970)

01-077M.NoRIMOTOandT.YAMADA:TheDielectricPropertiesofWoodIV･On Dielectric

DispersionsofOven-driedWood,WoodResearch,No.50,36(1970)

01-078山田 正,角谷和男,則元 京,野村隆哉,佐 木々徹,長谷川庸作,大釜敏正,岡 康寛,金川

靖 :木材力学資料Ⅵ,木材研究,No.49,31(1970)

01-079M.NoRIMOTOandT.YAMADA:TheDielectricPropertiesorWoodV･On theDielectric

Anisotropyof-Wood,WoodResearch,No.51,12(1971)

01-080大釜敏正,山田 正 :木材の多孔構造と緩和弾性率,材料,20,1194(1971)

01-081山田 正,角谷和男,則元 京,野村隆我,佐 木々徹,長谷川庸作,大釜敏正,青木 務 :木材力

学資料Ⅶ,木材研究資料,No.5,32(1971)

01-082山田 正 :木材の粘弾性変形と構造,木材誌,17,37(1971)

01-083山田 正 ･･木材の温度 (低温)と物性,木材研究資料,No.5,9(1971)

01-084T.AoKlandT.YAMADA:TheViscoelasticPropertiesofWood Used fortheMusical

InstrumentsI,WoodResearch,No.52,13(1972)

011085M.NoRIMOTOandT.YAMADA:TheDielectricPropertiesofWood Ⅵ.OntheDielectric

PropertiesortheChemicalConstituentsorWoodand DielectricAnisotropyorWood)
WoodResearch,No.52,31(1972)

01-086佐 木々徹,山田 正 :木材の収縮応力 (第2報)重ね合わせの適用について,木材誌,18,ユ69

(1972)

oト 087山田 正,角谷和男,則元 京,野村隆我,佐々木徹,長谷川庸作,大釜敏正,青木 務,森 光

正 :木材力学資料Ⅷ,木材研究資料,No.6,50(1972)

01-088山田 正 :木材の水分と力学的現象,材料,21,244(1972)

01-089T･AoKIandT･YAMADA:TheViscoelasticPropertiesofWoodUsedforMusicaH nstru-

mentsII,WoodResearch,No.54,31(1973)

01-090則元 京,中坪文明,山田 正 :リグニンの誘電特性,材料,22,937(1973)

01-091M･NoRIMOTOandT･YAMADA:OnRelationshipbetweenDielectricPropertiesandCrys-

talinityofCellulose,WoodResearch,No.54,19(1973)

01-092山田 正,角谷和男,則元 京,野村隆我,長谷川庸作,大釜敏正,青木 務,森 光正 :木材力

学資料Ⅸ,木材研究資料,No.7,79(1973)

01-093角谷和男 :木材研究と電子計測,電子計測,13(12),2(1973)

01-094山田 正 :木材- 樹幹の材料設計を省みる,木材研究資料,No.7,64(1973)
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01-095Y･HASEGAWA,K･SUMIYAandT･YAMADA:OntheYoung'sModulusduringGrowthof

PineSeedling,W ood Re∫earch,No.56,7(1974)

0トー096Y･HASEGAWAandTIYAMADA:TheChangesorStressRelaxatioI-Curvesand Structur･c

orPineSeedlings,Mok21Za7'CakklL,L'.J71㌧20,98(1974)

01-097M.M oRT,M.NoRIMOTOaridT.YAMAI)A:A ConsiderationonStressRelaxationorWood

CellWall,WoodReL-〟rch,No.56,33(1974)

01-098則元 兼,LL佃 正 :木質材料の湿度調節機能,木材工業,29,301(1974)

01-099大釜敏正,山田 正 :多孔体の弾性率,木材誌,20,166(1974)

01-100K･SUMLYAandT･YAMADA:EfrTectoflndole-3-AceticAcid on StressRelaxation ofJa-

paneseBlackPineSeedling,WoodResearch,No.56,13(1974)

01--101山田 正,

学資料X,

01-102則元 京,

01-103則元 京,

01-104則元 方ぐ,

01-105大釜敏正,

01-106田中利秋,

01-107田中利秋,

01-108山田 正,

角谷和男,則元 京,野村隆我,長谷川庸作,大釜敏正,青木 務,田中利秋 :木材力

木材研究資料,No.8,45(1974)

山田 正 :γ線照射木材の誘電特性,木材誌,21,645(1975)

Hil阿 り秋,山田 正 ･･木材の構造と誘電特性 (第 2報),木材誌,21,342(1975)

山田 正 :;Y･線照射セルp-スの誘電特性,木材誌,21,t5](1975)

山田 正 :多孔体としての木材の緩和弾性率,材料,24,873(1975)

則元 京,山田 正 :木材の構造と誘電特性 (第 1報),木材誌,21,129(1975)

則元 方-･ぐ,山田 正 :木材の誘電率異方性,材料,24,867(1975)

角谷和男,則元 京,野村隆裁,大釜敏正,青木 務,田中利秋 :木材力学資料XT,木

材研究資料,No.9,26(1975)

01-109則元 京,山田 正 :木質材料の温度調節機能,-ウスクリマ研究 ノート,No.3,1(1976)

01-l ュoM.NoRIMOTO:DielectricPropertiesofWood,WoodResearch,No.59/60.106(1976)

01-111K.SuMIYAandT.YAMADA:Effectoflndole-3-AceticAcidonTensileCreepofJallaneSe

BlackPineHypocotyl,WoodResearch,No.59/60,1(1976)

0トー112山田 正,角谷和男,則元 芳し 野村隆我,大釜敏正,青木 務 :木材力学資料 XII,木材研究資

料,No.10,112(1976)

()1-113山田 正 :木造空間の----▲特性,木材研究苧津ト,No.10,15(197(り

01-114T.AoK!,M.NoItIMOTOandT.YAMADA:SomePhysicalPropertiesofWood and Cellul

loseIrradiatedwithGammaRays,Woo'JResearch,No.62,19(1977)

01-日5青木 務,HJr_‖ 正 :木材の非晶化過程および非晶化材のクリープ,木材誌,23,10(1977)

Oトー116青木 務,山田 正 :木材のケモレオロジーー (第 1報)酸加水分解過程における木材の応力緩和,

木材誌,23,107(1977)

01-117青木 務,山田 正 :木材のケモレオロジー (第2報)酸加水分解過程における木材の振 り,木材

誌,23,125(1977)

01-118III.KAJ"A,M.YoNEDA,T.KosHIJIMA,J.MUKUDAlandS.YAl)A:HeatofWettingoftlle

ConstituentsofWoodinWater,J.Sol.MaterialsSci･,26,417(1977)

01-日9則元 京,山国 正 :木造モデル-ウスにおける室内調湿機能に関する研究, 木材研究資料,No.

11,17(1977)

01-120則元 京,LLl田 正 :MWLに吸着した水の誘電挙動,木材誌,23,99(1977)

01-121則元 京,LLrF君 正 :木質材料の湿度調節機能 Ⅱ,木材工業,32,160(1977)

01--122大釜敏正,増田 稔,山田 _TF.:木材横引張 りにおける細胞壁内の応力分布,材料,26,433(1977)
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oト 123山田 正,角谷和男,則元 京,野村隆哉,大釜敏正,青木 務,松原 修 :木材力学資料ⅩⅠH,

木材研究資料,No.ll,62(1977)

01-124青木 務,LLJ田 正 :木材のケモレオロジー (第3報)溶液拡散過程における木材の応力緩和,木

材誌,24,380(1978)

01-125青木 務,山田 正 :木材のケモレオロジー (第4報)緩和時間と反応速度定数,木材誌,24,

784(1978)

01-126枚 福美,則元 京,山田 正 :内装材料と湿度調節,木材誌,24,797(1978)

01-127M.NoRIMOTO,S.HAYASm andT.YAMADA:AnisotropyofDielectricConstantinConife-

rousWood,Holdorsch.,32,167(1978)

oト 128安田 明,増田 稔,満久崇暦 ‥木質材料の視覚特性に関する研究 内装壁面材料の視学イメージ

に関する因子分析,木材研究資料,No.12,81(1978)

oト 129 角谷和男 :植物細胞を測る- 細胞壁の伸展性と粘弾性測定- ,化学と生物,16,236(1978)

01-130T.AoKIandT.YAMADA:StressRelaxation ofRamieFiberduringAcidHydrolysis,

WoodResearch,No.64,24(1979)

oト 131Y.CHIKAHTSAandT.MoROOKA:ATheoryofEntangledPolymer,Polu,merJ･22,(2),145,

(1979)

01-132H.FUNAKOSHI,N.SHIRAISHIM.NoRIMOTO"T.AoKr,S.HAYASHIandT.YoKOTA:Studies

ontheThermoplasticizationofWood,Holzforsch.,33,159(1979)

0ト 133枚 福美,則元 京,山田 正 :内装材料の調湿特性,木材研究資料,No.14,77(1979)

01-134師岡淳邸,大釜敏正,山田 正 :多孔複合体のポアソン比,材料,28,635(1979)

01-135M.OKUMURA,M.NoRIMOTO,N.SHIRAISHtandK.Aso:DielectricPropertiesofCellulose-

PolymenthylMethacrylateComposite,CelluloseChem.Technol.,13,571(1979)

01-136山田 正,角谷和男,則元 京,野村隆哉,青木 務,松原 修,師岡淳郎,牧 福美 :木材力学

資料XV,木材研究資料,No.14,105(1979)

01-137山田 正,角谷和男,則元 京,野村隆哉,青木 務,松原 修,師岡淳郎,牧 福美 :木材力学

資料 XIV,木材研究資料,No.13,70(1979)

01-138則元 京 :木造住宅における湿度調節,山林,No.1143,14(1979)

01-139則元 京 :マイクロ波による木材の塑性曲げ加工,木材研究資料,No.14,13(1979)

01-140角谷和男 :植物のレオロジー測定,New FoodZnduslrJ,21(8),63(1979)

01-141山田 正 :木材の特性,4.木材の力学的性質,材料,28,910(1979)

01-142IJJ田 正 :木材の構造と性質- 材質設計を目指して,ニューランバーマン,9,No.32,10(1979)

01-143青木 務,白石信夫,棚橋光彦,横田徳郎,山田 正 :木材およびセルロースの熱軟化,木材研

究 ･資料,No.15,61(1980)

01-144枚 福美,則元 京,山田 正 :内装材料 と湿度調節,- ウス クリマ研究 ノー ト,No.6,31

(1980)

0ト 145枚 福美,則元 京,山田 正 :内装材料と湿度調節 (第2報),木材誌,26,767(1980)

01-146則元 京,和田 博,長谷川賢司,飯田生穂 :マイクロ波加熱による木材の曲げ加工,レオロジー

誌,8,166(1980)

01-147山田 正,角谷和男,則元 京,野村隆哉,青木 務,師岡淳郎 :木材力学資料 XVI,木材研

究 ･資料,No.15,141(1980)

01-148山田 正 :木性材料,建築雑誌,95,No.1171,46(1980)
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01-149飯田生穂,則元 京 :マイクロ波加熱による木材の曲げ加工 横方向のクリープ, レオロジー誌,

9,162(1981)

o ト 1 5 0牧 福美,則元 京,青木 務, 山田 正 :内装材料の調湿性能の評価,木材工業,36,476(1981)

01-151枚 福美,則元 京,山田 正 :内装材料と湿度調節 (第 3報),木材誌,27,828(1981)

01-152師岡淳郎,則元 京,白石信夫,横田徳郎,田中三千彦 :カプリン酸セルロースとナイロンおよび

ポリエステルとのブレンドの相溶性, レオロジー誌,9,49(1981)

01-153則元 京,大釜敏正,小野晃明,田中文男 :針葉樹細胞壁 のヤ ング率, レオ ロジー誌,9,169

(1981)

01-154大釜敏正,山田 正 :針葉樹材早晩材の横方向におけるヤング率,材料,30,707(1981)

01-155大釜敏正,師岡淳郎,LLI田 正 :多孔体としての木材の弾性率,材料,30,703(1981)

01-156LU田 正,角谷和男,則元 京,野村隆哉,青木 務,師岡淳邸,牧 福美 :木材力学資料XVH,

木材研究 ･資料,No.16,97(1981)

01-157則元 京 ･･マイクロ波加熱による曲げ木の新技術,商店建築,26,65(1981)

01-158則元 京 :木材を簡単に曲げる,木材の研究と普及,29,14(1981)

01-159則元 京 :抑ザ木について,KGK ジャーナル,16,】6(1981)

01-160則元 京 :マイクロ波による木材の曲げ加工,木工機軌 No.104,10(1981)

01-161L姉1 正 :木質資源科学の一側面,木材研究 ･資料,No.16,26(1981)

01-162T.MoROOKA,M.NoRIMOTO,T.YAMADAand N.SHIRAISHI:Viscoelastic Propertiesof

cellulose(01igo10xymethyleneEther)Acylates,J.Appl･PoIJm.Sci.,27,4409(1982)

01-163則元 京 :楽器用材の物性 (第 i報) ピアノ響板材の選別について,木材誌,28,407(1982)

01-]64A.P.ScHNIEWtND,T.OrlGAMA,T.AoKl,rr.YAMADA:EffectofSpecificGravlty,Moisture

content,andTemperatureonFractureToughnessofWood,WoodScience,15,No.2,101

(1982)

01-165N.SHIRAISHr,T.AoKr,M.NoRTMOTOandM.OKUMURA:ThermoplasticizationofCellulose

andWoodbyGraftCopolymcrization andAcylation,ACS Symposi∫ium Series,No･187.

321(1982)

01-166和田 博,的場三輪子,則元 京 :マイクロ波照射過程の木材のクリープ,木材工業,37,No.9,

431(1982)

01-167則元 京 :プラスチック化木材,KGK ジャーナル,9,18(1982)

01-168青木 務,則元 京 :マイクロ波加熱による木材の曲げ加工 繊維方向曲げ加工材の水分回復,木

材研究 ･資料,No.17,88(1983)

oト 169飯田生穂,則元 京,今村祐嗣 :マイクロ波加熱による木材の曲げ加工 横方向曲げ処理材 の水

分 ･熱回復,木材研究 ･資料,No.17,99(1983)

01-170森 光正,則元 京, 脇谷慶之 :マイクロ波加熱時の竹,藤および木材 の表面温度,木材工業,

38,229(1983)

01-171T.MoROOKA,M.NoRIMOTO,T.YAMADAand N.SIirRAISHI:ViscoelasticPropertiesof

CelluloseAcylates,WoodResearch,No.69,61(1983)

01-172師岡淳郎,創元 京,LL聞 正,白石信夫 :カプリル化木材とポリエチレン,ナイロンおよびポ リ

ェステルとのブレンド物の混和性,木材研究 ･資料,No.17,75(1983)

01-173則元 京,師岡淳郎,青木 務,白石信夫, 山田 正,田中文男 :ベンジルエーテル化木材の2･

3の物性,木材研究 ･資料,No.17,181(1983)
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01-174則元 京,和田 博 :スギおよびヒノキ間伐材の曲げ加工,木材研究 ･資料,No.18,93(1983)

01-175K.OKAMURA,M.NoRIMOTOand N.SHIRAISHI:ChangeofX-rayDiHraction Peaksin

AliphaticCelluloseEsterHomologues,WoodRe∫earch,No.69,89(1983)

01-176T.ONOandM.NoR･IMOTO:StudyonYoung'sModulusand InternalFrictionorWood

inRelationtotheEvalution ofWood forMusical∫nstruments,JapanJ･Appl･PkLy∫･,

22,611(1983)

01-177佐々木光,角谷和男,瀧野虞二郎 :スギ36品種の力学的性質,木材研究 ･資料,No.17,192(1983)

011178N.SHIRAISHI,T.AoKI,M.NoRIMOTOandM.OKUMURA:MakeCellulosicsThermoplastlC,

Chemtech,12,366(1983)

01-179山田 正,角谷和男,則元 京,青木 務,師岡淳郎,欠野浩之 :木材力学資料 XVIII,木材研

究 ･資料,No.17,278(1983)

oト 180山田 正,角谷和男,則元 京,師岡淳郎,矢野浩之,大迫清雄 :木材力学資料 ⅩⅠⅩ 木材研

究 ･資料,No.18,188(1983)

01-181山田 正,加藤昭二 :木質資源科学の一側面 (補遺),木材研究 ･資料,No.17,170(1983)

01-182則元 京 :比ヤング率による木材の性能評価,ニューランバーマン,13,No.47,19(1983)

01-183則元 京 :木材を曲げる,高分子加工,32,136(1983)

0卜 184山田 正 :木質環境学のすすめ,木材工業,38,460(1983)

01-185飯田生穂,則元 京,今村祐嗣 :圧縮セットの水分 ･熱回復,木材誌,30,354(1984)

01-186T.MoROOKA,M.NoRIMOTOandT.YAMADA:OnDielectricRelaxationduetoOxycar-

bonylGroupspresentinCelluloseTriacylates,WoodResearch,No.70,29(1984)

01-187則元 京 :マイクロ波加熱による木材の曲げ加工,木材工業,39,319(1984)

02.組織構造 ･材質

02-001箕島恒夫 :能線の量に就て,京大総合研究体制報告書,No.16,1(1948)

02-002尾中文彦 :アテの研究,木材研究,No.1,1(1949)

02-003尾中文彦 :樹木の肥大成長の縦断的配分,京都大学農学部演習林報告,No･18,1(1950)

02-004尾中文彦 :摘葉,摘芽,輪裁,光の遮断等の処理が常緑針葉樹の成長,特に肥大成長に及ぼす影

響,京都大学農学部演習林報告,No･18,55(1950)

02-005原田 浩,貴島恒夫,梶田 茂 :針葉樹仮道管第二次膜のミセル排列,木材研究,No.6,34(1951)

02-006伊藤 頁,貴島恒夫 :墳充体に関する研究- 国産材における墳充体の存在,木材研究資料,

No.3,44(1951)

02-007小西行雄,

02-008伊藤 貢,

(1953)

02-009小西行雄,

02-010貴島恒夫,

34(1959)

02-011貢島恒夫,

02-012貴島恒夫,

02-013林 昭三,

山本登久男 :液体鯵透による木材毛細管半径の計算,木材研究,No.8,68(1952)

貴島恒夫 :項充体に関する研究- 既往の文献による総説,木材研究資料,No.4,33

貴島恒夫,山本登久男 :蛍光による液体の木材港透の研究,木材研究,No.ll,1(1953)

林 昭三 :プレパラート作成過程における木材切片の大きさの変化,木材研究,No.22,

林 昭三 :木材に水が浸透する過程の顕微鏡的観察,木材研究,No.24,33(1960)

林 昭三 :アカマツ材における樹脂の顕微鏡的確認,木材研究,No.25,38(1961)

貴島恒夫 ･･集成材の耐久性に関する研究- 内部接着層の微視的欠勝と木破率につい

て,木材誌,8,49(1962)
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02-014貴島恒夫,林 昭三 :針葉樹仮道管の重紋孔閉鎖に関する研究,木材研究,No.27,22(1962)

02-015林 昭三 後藤輝男,貴島恒夫 :メルクシマツの構造と材質,木材研究,No.29,32(1963)

02-016林 昭三,貴島恒夫 :集成材の耐久性に関する研究- 接着層の顕微鏡的観察,木材研究,No.31,

87(1963)

02-017S･HAYASHI:ElectronMicroscopicObservation ofWood stainedwith DyestuffsIWood

Research,No.34,253(1965)

02-018林 昭三,貴島恒夫 :木材への水の透過性におよぼす樹脂道の影響,木材研究,No.35,25(1965)

02-019林 昭三,貴島恒夫 :針葉樹材への水の横浸透に関する研究,木材研究,No.36,61(1965)

02-020林 昭三,西本孝一 :国産広葉樹材の水の透過性に関する研究,木材研究,No.35,33(1965)

02-021H･KATOandT･KISHIMA:SomeMorphologlCalObservationsofTyloses,WoodResearch,

No.36,55(1965)

02-022S･HAYASHIandT･KISHIMA:IrlflucnceofMoistureContentofSoftwood on Liquid Pe-

netration,WoodResearch,No.34,132(1963)

02-023貴島恒夫 :針葉樹有縁膜孔の構造と液体の浸透,木材研究,No.34,10 (1963)

02-024S･HAYASHI,K･NISHIMOTOandT･KISHIMA:Studyon theLiquid PermeabilityofSoft-

woods,WoodResearch,No.38,47(1966)

02-025貴島恒夫 :チロースの生成について,木材研究,No.37,1(1966)

02-026林 昭三,西本孝一,貴島恒夫 :浸漬法による木材への液体浸透- 液の pH との関係,木材研

究,No.41,63(1967)

02-027貴島恒夫 :東南アジアの木材に関する予察報告---タイ,マレーシアを中心として,東南アジア研

究,5,175(1967)

02-028T.ITOH,S.HAYASHIandT.KISHIMA:CambialActivityandRadialGrowthin SUGI

Trees,WoodResearch,No.45,23(1968)

02-029貴島恒夫 :マレイシア材の樹種について,木材研究,No.45,1(1968)

02-030貴島恒夫 :東南アジアの木材,東南アジア研究,5,761(1968)

02-031貴島恒夫 :マレイシアの木材会議,東南アジア研究,6,184(1968)

02-032角谷和男,長谷川庸借 山田 正 :一定たわみにおけるスギの形成と赤外スペクトル,木材研究,

No.46,10(1969)

02-033長谷川庸作,山田 iE,角谷和男 ‥外力下における木材の形成とその物性,木材研究,No･49,1

(1970)

02-034S.YATA,T.ITOHandT.KISHtMA:FormationorPerforation Platesand Bordered Pits

inDifferentiatingVesselElements,WoodResearch,No･50,1(1970)

02-035T ITOH:OntheUltrastructureofDormantandActiveCambium ofConifers,Wood

ResearchNo.51,33(1971)

02-036貴島恒夫 :東南アジア材組織の特徴,木材研究資料,No.5,I(1971)

02-037T.YosHIMOTO,S.HAYASm andT.KISHIMA:ArtificialModiBcationsofBorderedPitsin

Softwoods,WoodResearch,No.52,90(1972)

02-038R.MARTON,P.RUsHTON,J.S.SACCO and K.SUMlYA:Dimensionsand Ultrastructurc

inGrowingFibers,TAPPI55,1499(1972)

02---039T.NoMURA andT.YAMADA:StructuralObservationonWoodandBamboobyX-ray,

woodResearch,No.52,1(1972)
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02-040角谷和男 :物理面より見た細胞壁の伸長,木材誌,19,1(1973)

02-041野村隆哉 :竹の成長について,竹,13,13(1974)

021042T.NoMURAandT.YAMADA:CrystallinityChangeinGrowingStageofBamboo(PjlJl-

lo∫tac妙∫mitts),WoodResearch,No.57,23(1974)

02-043T･ITOH:Fine Structure ofSecondary WallThickeningandaRoleofMicrotubules

inPrimaryXylem CellsofPoplarWoodResearch,No.57,48(1974)

02-044T･ITOH:FineStructureortheMembranesand Organellesin ParellChyma Cellsor

PoplarShootobserved byFreezeEtchingTechnique,WoodRe∫earch,No･57,31(1974)

02-045T.ITOH:FineStl･uCtureandFormationofCellWallofDevelopingCottonFiber,Wood

Research,No.56,49(1974)

02-046貴島恒夫 :東南アジア産木材樹種考,木材研究資料,No.8,38(1974)

02-047T.ITOH:ApplicationofFreezeEtchingTechniqueforlnvestlgatingCellWallOrgani-

zationofParenchymaCellsinHigherplants,WoodResearch,No.58,20(1975)

02-048T･ITOIi:CellWallOrganizationorCorticalParenchymaorAngiospermsobservedby

theFreezeEtchingTechnique,BoilMag･Tokyo,88,145(1975)

02-049T.ITOH:Fine Structure ofthe Plasmalemma SurfaceofPoplarParenchymaCells

observedbytheFreezeEtchingTechnique,Bol.Mag.Tokyo,88,131(1975)

02-050林 昭三,角田邦夫,西本孝一 :熱帯材の組織と材質,資料 Ⅰ,ブラジル産30樹種の組織,木材研

究資料,No.10,42(1976)

02-051T･ITOH:MicrofibrillarOrientationofRadiallyEnlargedCellsofCoumarin-andCol-

chicine-treatedPineSeedings,Plant& CellP妙∫iol.,17,385(1976)

021052T･ITこ)H: MicroscopICand SubmicroscopicObservation of the EffectsofCoumarin

andColchicineduringElongationofPineSeedings,Plant& CJellPku,siol.,17,367(1976)

02-053T.ITOHandK.SHIMAJ工:OrientationofMicrofibrilsandMicrotubulesin CorticalPa-

renchymaCellsofPoplarduringElongationGrowth,Bot.Mag.Tokyo,89,291(1976)

02-054T･NoMURAandT･YAMADA:SmallAngleX-rayScatteringofWoodyPlants,Wood Re-

seqch,No.59/60,7(1976)

02-055林 昭三,角田邦夫,西本孝一 :熱帯材の組織と材質,資料Ⅱ,ガーナ産11樹種の組織,木材研究

資料,No.ll,48(1977)

02-056野村隆哉 :竹の生長について (その二),竹,16,10(1977)

02-057T･NoMURAandT･YAMADA:On theDiscreteDiffraction ofSmallAngleX-rayScat-

tering of-Bamboo (Ph/vllostackysmitts),WoodResearch,No.62,ll(1977)

02-058島地 謙,伊東隆夫,光谷拓実 ‥藤原官跡出土木製品の樹種鑑定,木材研究資札 No.ll,36(1977)

02-059島地 謙 :樹木の肥大生長のしくみ,ニューランバーマン,7,16(1977)

02-060林 昭三,角田邦夫,西本孝一 :熱帯材の組織と材質,資料Ⅲ,アルゼンチン産10樹種の組織,

木材研究資料,No.12,29(1978)

02-061島地 謙 ‥木製品の樹種 (飛島 ･藤原官発掘調査報告‡),奈文研学報,No.31,111(1978)

02-062野村隆哉 :竹の生長,化学と生物,16,446(1978)

02-063伊東隆夫,島地 謙 :古代における建造物柱材の使用樹種,木材研究資料,No.14,49(1979)

02-064T･ITOH: StudiesontheStructureandGrowthorPrimaryWallsorWoody f〉1ants,

WoodResearch,No.65,54(1979)
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02-065島地 謙 :樹木の形成層活動,木材研究資料,No.13,35(1979)

02-066島地 謙 :木材の組織構造,材料,28,671(1979)

02-067林 昭三,島地 謙,伊東隆夫 .･第一次調査出土木製品の樹種識別,堺市文化財調査報告第6集,

3,新金岡更地遺跡発掘調査報告,83(1980)

02-068林 昭三,島地 謙,伊東隆夫 :木製遺物の樹種識別,堺市文化財調査報告第6集,2,船尾西遺

跡発掘調査報告,68(1980)

02-069林 昭三,島地 謙,伊東隆夫 :薄Ⅰ出土木材の樹種識別,堺市文化財調査報告第6集, 1,堺中

近世環濠都市遺跡発掘調査報告,36(1980)

02-070伊東隆夫,LLJ口和穂,黒田宏之,島地 謙,角谷和男 :ヒノキおよびスギの材質におよばす植栽密

度の影響,木材研究 ･資料,No.15,45(1980)

02-071K.YAMAGUCHI,T.ITOHandK.SHIMAJI:CompressionWoodinduced by1-N-Naphthyl-

phthalamicAcid(NPA),anIAArrranslnrtInhibitor,WoodSci.Technol.,14,181(1980)

02-072野村隆哉 :竹の生長について,木材研究 ･資料,No.15,6(1980)

02-073K.YosHTMURA,T.ITOH and K.SHIMAJI:StudiesontheImprovementofthePinning

MethodforMarkingXylem Growth II･PursuitoftheTimeSequenceofAbnormal

TissueFormationinLoblollyPine,MokuzaiGakkai∫hi,27,755(1981)

02-074貴島恒夫,嶋倉巳三郎,林 和三 :正倉院宝物の木材研究調査報告,正倉院年報,No.3,1(1981)

02-075石田志朗,山田 浩,伊東隆夫 :城陽市第3浄水場建設に伴う樹幹の出土 城陽市埋蔵文化財調査

報告書,第10集,51(1981)

021076T.ITOHandK.SmMAJ工:LignificationofBambooCulm (Phyllostac妙∫pube∫cens)during

itsGrowth and Maturation,Proc.Con首.Group5.3A,XVIIIUFRO World Cong･,

1981,104

02-077K.YosHIMURA,S.HAYASHI,T.ITOH and K.SHIMAJI:Studieson theImprovementof

thePinningMethodforMarkingXylem･Ⅰ･MinuteExaminationofPinMarksinTae-

daPineandOtherSpecies,WoodResearch,No.67,1(1981)

02-078野淵 正,黒田慶子,岩田隆太郎,原田 浩 :スギの心材形成の季節に関する細胞学的検討,木材

誌,28,669(1982)

02-079角谷和見 島地 謙,伊藤隆夫,黒田宏之 :異なった密度で植栽されたスギ,ヒノキ材の物性に関

する一考察,木材誌,28,255(1982)

02-080今村祐嗣,和田 博,則元 京,林 昭三 :マイクロ波加熱を利用した曲木の組織構造,木材誌,

28,743(1982)

02-081N.YosHIZAWA,T.ITOHand K.SHIMAJI:Variationin Featuresof-CompressionWood

amongGymnosperms,TheUtsunomlyaUniu.ForeSt∫,No.18,45(1982)

02-082林 昭三 :木質遺物の樹種識別,KGK ジャーナル,17(7),16(1982)

02-083今村祐嗣 :木目と木理と杢,KGK ジャーナル,17(6),16(1982)

02-084H･KURODAandK･SHlMAJI:Distribution orColoringSubstancesin SugiHeartwood

-NormalandDiscoloredHeartwood-,IAWA Bull.Tu.4,7(1983)

02-085林 昭三,角谷和男,野村隆哉 :スギ36品種の組織構造的性質,木材研究 ･資料,No.18,81

(1983)

02-086林 昭三,島地 謙 :京都大学木材研究所材鑑調査室 (KYOw)所蔵材鑑の樹種名 リスト(1)

KYOw No.1-No.4,000,木材研究 ･資料,No.18,174(1983)
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02-087島地 謙,林 昭三 :出土木炭の樹種, 県民公園太閤山 ラン ド内遺跡群調査報告 (2),57図版

37-39(1983)

02-088今村祐嗣,則元 京,林 昭三 :マイクロ波加熱による曲木の細胞壁の変形,木材研究 ･資料,

No.17,268(1983)

02-089島地 謙,林 昭三 :出土木炭の樹種,都市計画街路 七美 ･太閤山 ･高岡線内遺跡発掘調査概

要,68(1983)

02-090H･KURODAandK･SHIMAJI:DistributionorColoring Substancesin SugiHeartwood,

Holdor∫ch.,37,225(1983)

02-091K･KURODAandK･SHIMAJI:PreciseMarkingofCambialGrowth,IAWA Bull･n･S･,4,

7(1983)

02--092K.KURODAandK.SHIMAJI:TraumaticResinCanalFormationasaMarkerofXylem

Growth,ForestSci.,29,653(1983)

02-093R.M.BROWN,JR.,C.H.HAIGLER,J.SUTTIE,A.R.WHITE,E.RoBERTS,C.SMITH,T.ITOH

andK.CoopER:TheBiosynthesisandDegradationofCellulose,J.Appl.PolJm.Scil.37,

33(1983)

02-094R.MAKINO,H.KURODA and K.SHIMAJI:CallusFormation,and EffectsofApplied

PressuretotheCulturedCambialExplantofSugi,WoodResearch,No.69,1(1983)

02-095K･YAMAGUCHr,K･SHIMAJI,andT･ITOH:Simultaneouslnhibition and Induction of

CompressionWoodFormationbyMorphactioninArtifiCallyInclinedStemsofJapanese

Larch(LarixleptolepisCordon),WoodSci.Tech,wl.,17,81(1983)

02-096今村祐嗣 :天然シボ品種の木材組織による識別の試み,天然シボの研究,No.3,8(1983)

02-097島地 謙 :あて材の生因を探る -特に針葉樹の圧縮あて材について-,木材研究 ･資料,Not

18,1(1983)

021098K･KURODAandK･SHIMAJI:ThePinningMethodforMarkingXylem GrowthinHard-

woodSpecies,ForestSci.,30,546(1984)

021099H･KURODAandK.SHIMAJI:A MicrocomputerSystem with an Analogue/DigitalCon-

vertorforCytophotometry,WoodResearch,No.70,32(1984)

02-100野村隆哉 :竹材の形質と肥培管理に関する試験結果,昭和57年度林業試験研究報告書,林野庁,

24,264(1984)

02-101T.ITOHandR.M.BROWN,JR.:TheAssemblyofCelluloseMicrofibrilsin Valoniamac-

rop々ysaKtltz,Planta,16D,372(1984)

02-102伊東隆夫,林 昭三,島地 謙 :鬼虎川遺跡から出土した建築用材の樹種, ｢鬼虎川遺跡第7次発

掘調査報告3 -遺構編-｣(財団法人東大阪市文化財協会),55(1984)

02-103島地 謙,林 昭三 :出土木材の樹種,摂津高槻城本丸跡発掘調査報告書,高槻市文化財調査報告

書,No.14,102,図版74(1984)

02-104K.SUMIYA,T.NoMURA,S.HAYASHIandH.SASもKl:ClassifiedCharactersofWoodquality

intheJuvenileStageofCultiversofJapaneseCedar,WoodResearch,No.70,47(1984)

03.強度 ･木構造

03-001梶田 茂,畔柳 鋲 :木材の可塑性に関する研究 (第 1報),日林誌,32,132(1950)

03-002梶田 茂,畔柳 鎮 :木材の可塑性に関する研究 (第2報),日林誌,32,133(1950)
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03-003畔柳 鋲,梶田 茂 :木材の可塑性に関する研究 (第 3報),日本林学会関西支 部大会講演 集,

No.1,95(1950)

()3-004福山寓治郎,梶田 茂 :高周波乾燥材の機械的性質について,第62回 日本林学会大会講演集,219

(1953)

03-005佐々木竃樹,福山薦治郎,梶田 茂 :蒸煮処理が木材の材質に及ぼす影響について (第 i報)圧縮

並びに曲げ強度,木材研究,No.13,206(19541

58(1957)

()3-007角谷和男,杉原彦- :木材の引張および曲げ破壊強度における寸法効果について,木材誌,3,168

(1957)

03-008K･SUMIYAaridH･SUGIHARA:OntheSpeedof-crackPropagationParalleltotheGrain

inWo()a,WoodResearch,No.22,i(1959)

03-009満久崇磨,佐々木光 ･･塗膜による木材の歪測定 (第 i報),木材誌,6,58(1960)

03-010満久崇磨,佐々木光 :塗膜による木材の歪測定 (第 2報),木材誌,6,63(1960)

03-0日 満久崇麿,佐々木光 :塗膜による木材の歪測定 (第 3報),木材誌,6,67(1960)

o?ro12角谷和男,川越信哉,杉原彦一一 :ヒノキの圧縮強度における寸法効果について,木材研究,No.24､

46(1960)

03-013佐々木光,満久崇暦 :塗膜による木材のひずみおよび応力解析,材料試験,10,887(1961)

7,167(1961)

03-015角谷和男 ･･集成材の耐久性に関する研究確率過程諭による積層材の曲げクリープ破壊の解析,木材

研究,No.26,1(1961)

03-016満久崇麿 :木質材料の疲労,材料試験,10,839(1961)

03-017T.MAKUand H.SASAKl:Spannungsanalysebe主HolzdurcllReiBlack,jlolz alsJIoh-tJ.

Werk.flop.20,303(1962)

03-()18伊吹幸彦,佐々木光,河本 実,満久崇麿 :集成材の耐久性に関する研究,集成材の平面曲げ疲労

強度について,材料試験,ll,103(1962)

O3-019佐々木光,満久崇暦 :塗膜法の精度について,木調研究,No.27,40(1962)

03-020H.SASAKIandT.MAKU:OntheStrainDistributionalldFailureofWoodPlateswitha

RoundKnotunderTensileLOad,WoodIIesearch,No.28,19(1962)

03-021角谷和男,杉原彦- :木材の破壊までの経過時間のばらつきとこれにおよばす含水率,応力および

温度の妄拶響,材料試験,ll,44(1962)

03--022伊吹幸彦,佐々木光,河本 実,満久崇麿 :集成材の耐久性に関する研究-集成材の板曲げ疲労,

木材研究,No,31,ll(】963)

03-023石原茂久,佐々木光,満久崇暦 :集成材の耐久性に関する研究一木材接着の疲労試験,木材研究,

No.31,75(1963)

()?r-O2∠目前久崇麿,佐/<末光 :集成崩の耐久性に関する研究--狛 武村 の回転 曲げ疲労強度,木材研究,

N｡.31,1(1963)

03-一025満久崇暦,佐々末光 :集成材の耐久性に関する研究-集成材片持は りの平面曲げ疲労試験,木材研

究,No.31,23(1963)

03-～026佐/<末光,満久崇麿 :集成木Aの耐久性に関する研究一一集成材は りのクリープについて,木材研究,
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No.31,41(1963)

03-027K.SUMIYA.･A StudyofFractureofWoodBasedon theTheoryofStochasticProcess,

WoodResearch,No.29,1(1963)

03-028角谷和男 :木材の強度のばらつき,材料,12,718(1963)

03-029満久崇暦 :構造用集成材の耐久性について (1),木材工業,19,150(1964)

03-030満久崇暦 :構造用集成材の耐久性について (2),木材工業,19,205(1964)

03-031佐 木々光,満久崇暦 :木材の応力解析,光弾性法による1つの試み,木材研究,No.36,33(1963)

03-032佐々木光,満久崇暦,金田 弘 :等分布荷重をうける周辺国定木質円板のたわみ,木材研究,

No.35 10(1963)

03-033H.SASAKIandT.MAKU:StrainDeterminationofWoodbyCoating (V)Stressin the

CoatinginConnectionwiththeFailure,WoodResearch,No 34,132(1963)

03-034佐々木光,満久崇麿 :木材の応力解析一光弾性法による第2の試み,木材研究,No.41,90(1966)

03-035M.MASUDAH･SASAKIandT.MAKU:ComputerAnalysisOfOrthotropicPlates,MokuJCai

Gakkaishi,14,431(1969)

03-036M.MASUDA,H.SASAKlandT.MAKU:NumericalAnalysisofOrthotropicPlates(1),

WoodResearch,No.47,(1969)

03-037増田 稔,満久崇麿 .･直交異方性合板偏平シェルの力学特性,材料,20,1213(1971)

03-038M.MASUDAandT.MAKU:StudiesontheMechanicalCharacteristicsortheOrthotroplC

PlywoodShallow Shells(1),-NumericalAnalysis,WoodRe∫earch,No.52(1972)

03-039佐々木光 :構造用木材の MechanicalGrading,木材工業,28,2(1972)

03-040H.SASAKIand E.McARTHUR:Improving ScarfJointStrength,ForestProd.J.23(5),

37(1973)

03-041H･SASAKr,E･McARTHURandJ.GbTTSTEIN:Maximum Strength ofEnd-Grain to End-

GrainButtJoints,ForestProd.J.,23(2),48(1973)

03-042K.KoMATSU,H.SASAKfandT.MAKU:Evaluation ofFractureToughnessforWood-

EpoxyAdhesiveSystem underExternalShearForce.,WoodResearch,No.57,10(1974)

03-043滴久崇暦 :北米の木造住宅,木材研究資料,No.8,1(1974)

03→044増田 稔,満久崇暦 :合板の座屈的挙動に与える非対称積層,荷重条件および支持条件の影響,

材料,24,897(1975)

03-045増田 稔,満久崇麿 :弾性定数分布および初期たわみを考慮した合板の座屈解析 (第 1報),基礎

式の誘導および数値解析法,木材誌,21,123(1975)

03-046増田 稔,満久 崇暦 :弾性定数分布および初期たわみを考慮した合板の座屈解析 (第2報),解

の精度および初期たわみや弱点部の与える影響について,木材誌,21,493(1975)

03-047佐々木光,瀧野虞二郎,内田良末,金田 弘,増田 稔,満久崇麿 :耐候性試験のための木質耐力

壁パネルの剛性 ･耐力試験法,材料,24,890(1975)

03-048K･KoMATSU,H･SASAKlandT･MAKU:EstimatingFractureToughness打om Nonlinear

Load-DCflectionRelation,WoodResearch,No.61,25(1976)

03-049K･KoMATSUIH･SASAKIalldT･MAKU:Application of'FractureMechanicstoStrength

Analysisofof-GluedLapJoints,WoodResearch,No.61,ll(1976)

03-050K･KoMATSU.H.SASAKIandT.MAKU:StrainEnergyReleaseRateofDoubleCantilever

Beam SpecimenwithFiniteThicknessofAdhesiveLayer,WoodResearch,No.59/60,80
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(1976)

03-051増田 稔,満久崇麿 弓単性定数分布および初期たわみを考慮した合板の座屈解析 (第4報),圧縮

外力Tにおける座屈後の挙動と破壊,木材誌,22,269(1976)

03-052増田 稔,満久崇暦 :弾性定数分布および初期たわみを考慮した合板の座 屈解析 (第 ら報),さん

断外力下における座屈解析の挙動と破軌 木材誌,22,278(1976)

031053S･P･TAKINOandT･MAKU:NumericalAnalysisOf'StressDistributionin theProtopype

TestoftheWoodFramedBearingWall,WoodResearch,No.59/60,70(1976)

03-054秦 正徳,小松幸平,佐々木光 :半剛接骨組としての木製棚の構造解析,木材誌,23,434(1977)

()3-055増田 稔,満久崇麿 :直交異方性合板稲平シェルの力学特性 (ローラー支持辺の横滑 りもしくは伸

縮の影響),材料,26,446(1977)

03-056S･P･TAKINO:NumericalAnalys上sOfStressI)istributionoftheActualSizeWoodBearing

WallinRelationtotheFrami ngType,WoodResearch,No.64,33(1978)

03-057佐々木光,瀧野虞二郎 :ヒノキ間伐材の材質,木材研究資料,No.13.47(1979)

03-058瀧野虞二郎,佐々木光 :スギ間伐材 の対質 一植栽密度 の影響-, 木材研究資料, No.14, 99

(1979)

03-059T.HAYASrII,H･SASAKIandM.MASUDA:FatiguePropertiesofWood ButtJointswith

MctalPlateConnectors,ForestProd･Jl.30(2),49(1980)

03--060佐々木光,加藤昭二,井上幸一 :コーナーを "とめ"加工した合板中空部材 の性能,木材工業,

35,926(1980)

03-061林 知行,佐々木光 :メタルプレートコネルターを用いた継手における疲労強度 のl射 hEj依存性,

材料,30,697(1981)

()3-062増田 稔,冬木敏夫,瀧野虞二郎,佐々末光 :ス トレス トスキンパネルの曲げ疲 労特性,材札

30,691(1981)

03-063増田 稔,冬木敏夫,龍野虞二郎 :ス トレス トスキ ンパネルの曲げ疲 労特性,材料,30,685

(1981)

03-064T.HAYASHIarld H.SASAKI:StaticTensileStrength ofWood ButtJointswitllMetal

PlateConnectors,Effectof'PlatcGeometryandSpecificGravityOfWood,WoodResearch,

No.68,22(1982)

03-065林 知行,佐々木光 :鋼板くず打ち接合部の疲労特性,木材研究 ･資料,No･17,112(1983)

03-066林 知行,佐々木光,冬木敏夫 ‥メタルプレートコネルターを用いた LVL継手の疲労特性に及

ぼす突付け間隙の影響,木材誌,29,663(1983)

()3-067増田 稔,瀧野虞二郎 :集中荷重を受ける木質床の疲労特性,木材研究 ･資料,Nol18,131(1983)

03-068瀧野貝二郎,佐々木光 :集合住宅用内装パネルの強度性能,木材研究 ･資料,No･17,206(1983)

03-069龍野虞二郎,佐々木光 :内装ユニット床 パネルの曲げ疲 労性 能,木材研究 ･資料,Not18,141

(1983)

O3-()70林 知行,佐々木光 :メタルプレートコネルターを用いた木材継手の疲労損傷,木材誌,30,23

(1984)

04.製材 ･機械加工

04-001杉原彦- ‥ド-タリ-レ-スの刃の木材切断曲線について,日林誌,32,377(1950)

04-002杉原彦--:丸鋸刃の目立について,木材工業,5,舶3(1950)
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04-003梶田 茂,杉原彦- :帯鋸刃の目立仕上げ寸度に関する一考察,第59回 日本林学会講演集,215

(1951)

04-004杉原彦一 ･･帯鋸刃の目立寸度と一つの挽材実験結果について,第59回日本林学会大会講満集,225

(1151)

04-005杉原彦- :自動目立機による帯鋸及歯型の形成について,木材研究,No.7,1(1951)

04-006杉原彦- :挽材における送 り力と挽材抵抗について,日林誌,34,7(1952)

04-007梶田 茂,杉原彦-,村田房之助 :釘の保持力に関する-実験,第61回日本林学会大会講演集,

215(1952)

04-009杉原彦- :ロータリー単板の厚さに関する理論的考察,木材工業,7,118(1952)

04-010杉原彦- :釘の保持力に関する2-3の考察,木材工業,7,350(1962)

04-011杉原彦- :帯鋸刃にかかる力について,木材工業,8,225(1953)

04-012杉原彦- :帯鋸刃による挽材に関する研究 (第 i報)送 り力及び歯振量の挽材に及ぼす影響,木材

研究,No.10,1(1953)

04-013杉原彦- :丸鋸刃の諸問題,特に腰入れについて,木材研究資料,No.4,1(1953)

04-014杉原彦-,梶田 茂,神田俊也 :釘尖端角の保持力に及ぼす影響,日林誌,36,12(1954)

04-015H･SuGIHARA:A StudyonthePowerRequirementsforNoLoadRunningofBandsaw

Machine,WoodResearch,No.13,199(1954)

04-016杉原彦一,角谷和男 :挽材における送 り速度と挽面粗さに関する-実験,木材研究,No.13,453

(1954)

04-017杉原彦- :帯鋸刃による挽材に関する研究 (第2報)歯端速度と緊張量の影響,木材工業,9,576

(1954)

04-018H.SUGIHARAand K.SUMIYA:A Theoretical Studv on Temperature Distribution on∫

circularSaw-blade,WoodResearch,No.15,60(1955)

04-019杉原彦- ‥帯靭刃による挽材に関する研究 (第3報)歯喉角について,第64回日本林学会大会講演

集,361(1955)

04-020杉原彦-,菊川 茂 :新型帯鋸刃自動目立機の試作研究,日林誌,37,13(1955)

04-021杉原彦- :｢木工機械｣来るべき10年,木材工業,10,345(1955)

04-022H･SuGIHARA･･AnExperimentalStudyontheRunningStabilityofDouble-edgeCutting

Bandsaw Blade,WoodResearch,No.16,49(1956)

04-023杉原彦一,角谷和男 :帯鋸盤の始動ならびに空転動力に関する一考察,木材誌,2,99(1956)

04-024杉原彦-,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 ･･両歯帯鋸による製材に関する研究,はじめ

に,木材工業,ll,541(1956)

04-025杉原彦一,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 ･･両歯帯鋸による製材に関する研究(第 i報)

両歯帯鋸の走行安定理論,木材誌,2,179(1956)

04-026杉原彦一,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 :両歯帯鋸による製材に関する研究(第2報)

両歯帯鋸の走行安定実験,木材誌,2,184(1956)

04-027杉原彦一 ･･挽減量の測定に関する-提案,木材研究,No.17,56(1957)

04-028杉原彦-,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 ･･両歯帯鋸による製材に関する研究(第3報)

帯鋸温度分布と安定位置,木材誌,3,46(1957)

04-029杉原彦-,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 ･･両歯帯鋸による製材に関する研究(第4報)

走行挫屈について,木材誌,3,182(1957)
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0'1---030杉原彦一,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 :両歯帯鋸による製材に関する研究 (第5

報)挽材実験その 1,木材誌,3,188(1957)

olトー031杉原彦-,土 肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 :両歯帯鋸による製材に関する研究(第6報)

挽材実験その2,木材誌,4,192(1()58)

()4--0?'2杉原彦-I- li咽'-Al帯紬 こついて,木材工業,13,497(1958)

O4-033杉原彦一一･･薄鋸について--帯鋸の厚さ-一- ,木材工業,14,179(1959)

04-035H.SuGIHARA:RepresentativeJapaneseWoodworkingMachinesH,士il.SawingMachine,

Maclu'neandlnslrlLmenl∫,19,28(1960)

04-1036M.NoGUCHland H.SUGlrIARA:StudiesonStaticWithdrawalResistanceofNail.Elrect

orDrivingMethodandTimeafterI)riving,WoodResearch,No.25,1(1961)

04-037M.NoGUCl-1IandH.SUGIHARA:StudiesonStaticWithdrawalResistanceofNai1---EnTect

orShank-Modification,Moku之aiGakkai.-hi,7,252(1961)

04-038杉原彦-･:帯鋸盤鋸車軸間距離について,木材工業,16,23(1961)

04-039杉原彦- :木材切削の特質,材料試験,10,841(1961)

04-()40M.NoGUCrll,H.SuGIHARAandS.NISl寸IkAWA:StudiesonWoodCuttingwithaPendulum

DynamometerII.E鮎ctorClearanceAngle,MokuzaiGakkaishi,8,260(1962)

o上ト ()41M.NoGUCtI【and H.SUGlHARA:Wood Cutting with a Pendulum DyrlamOmetCrIII.

EfrcctofSpecimcllShapeandCuttingDirection,Iイ′oodResearch,No.30,1(1963)

04--042H.SUGTHARAandM.NoGUCHl:StudiesonWoodCuttingwithaPendulum Dynamometer.

l.EfrcctorTooIAngleandCIcaraIICeAngle,WoodResearch,No.28,31(1962)

0-4--043杉原彦-,野仁唱 己 :切 り込み深さ,生成チップの厚さと重さ,切削所要エネルギー,木材研究,

No.30,34(1963)

04-044杉原彦- :製材,木材工業,18,510(1963)

04-()45M.NoGUC111a一一d H.SUGIIllAltA:lVood Cutting ､､′ith a Pendulum I)ynamometcl･IV.

l三,frTcctorRakeAngle,木材誌,10,10(1964)

()4-04()杉原彦一,角谷利男 :瞬間撮掛 こよる帯鋸層排出.状況の観察,木材研究,No.32,33(1964)

04-047杉原彦一 ･･木材切削加J二機械の2, 3の問題 (I),木工機楓 No.2,3(1964)

041--048杉原彦- :木材切削加二l二機械の2,3の問題 (It),木工機械,No.3,3(1964)

o/1-()49杉原彦--I:木材と剃桐 11二l二機械の2, 3の問題 (Ⅲ),木二l二機械,No.5,3(1964)

04-05()杉原彦- :木材切削加二l二機械の2,3の問題 (Ⅳ),木工機帆 No.7,3(1964)

04-051M.NoGUCHl,H.SUGIHARAandR.MATL;UYOSHt:WoodCuttin.gwithaPcndulLum Dvr)amo一

meterV.Effectof.MoistureContent,H/oodRe∫eaT･ch,No.34,45(1965)

O4-052喜多山繁,杉原彦-,杜仲 千秋 :製材二L場の騒音について,木材工業,21,569(1966)

04-053H.SUGrHARA,M.NoGUCH-,S.0ⅠくUSHTMAandK.NoMURA:WoodCuttingwithaPendulum

DynamometcrVl.Relationamong Cutting Energy,Cutting ForceandTypeofChip

Formation,WoodResearch,No.39,I(1966)

04-054杉原彦一,喜多山繁 :木材加工機械の騒音.合板 ･--ドボード製造工場および木工工場で使用さ

れる機械騒音と作業騒音について,木材研究,Nn.39,35(1966)

041)55杉原彦一,喜多山繁 :騒音について (1),林産機械の騒音研究を始めるにあたって,木材工業,

21,らll(1966)
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04-056杉原彦-,喜多山繁 :騒音について (2),林産機械の騒音研究を始めるにあたって,木材工業,

21,559(1966)

04-057Y･FuJH〉H･SuGrtIARAandM･SuzuKI･･StudyonWoodCuttingAbilityofSinqlcCllain-

SawToothII,Ringakkaishi,49,1(1967)

04-058佐々木光,間瀬和久,井上章一 ,加藤昭二 :MOVAMIL-その意義とシステム概要,木工機械,

No.94,10(1978)

04-059佐々木光,井上章一,間瀬和久,加藤昭二 :移動式 LVL プラントの設計,間伐小径木利用開発

推進事業報告書 (兵庫県),pp.51(1979)

04-060佐々木光,加藤昭二,田之内案雄 :/;ックアップ･ロール駆動 レースの開発と間伐材小径木 LVL

化プラントへの活用,木材工業,38,481(1983)

05.乾 燥

05-001滴久崇暦,斉藤義明 :木材の熱伝導と乾燥中の温度勾配,木材工業,4(6),31(1949)

05-002梶田 茂 :木管の乾燥について,大阪府総合科学技術委員会 ･木管専門委員会研究報告,第 ∫報,

29(1950)

05-003満久崇暦 :木材乾燥に関する研究 (第 1報),木材研究,No.5,51(1951)

05-004浜田良三,満久崇暦,梶田 茂 :木材の高周波乾燥について,木材研究,No.8,44(1952)

05-005梶田 茂,加藤信義,高木 享 :赤外線による木材の加熱と乾燥に関する研究 (第 1報),木材研

究,No.9,68(1952)

05-006T.MAKU:StudiesontheDryingofWood,WoodRe∫earch,No.13,81(1954)

05-007満久崇暦 :木材乾燥について,燃料及び燃焼,No.27,5(1960)

05-008満久崇暦 :木材乾燥の最近の展望,木材研究,No.34,258(1965)

05-009満久崇暦 :乾燥研究の動向,木材工業,21,439(1966)

06.接着 ･接着剤

06-001後藤艮造,香西保明 :木材類の接着に関する研究 (第 日渠)アセ トン-ホルマリン樹脂の接着剤へ

の応用 (其の2),木材研究,No.4,62(1949)

06-002梶円 茂,加藤信義,満久崇暦 :高周波加熱による合板の接着力に就いて,木材研究,No.2,1

(1949)

06-003木村良次,山本昭夫 :シナ合板接着不良の原因に就いて,木材工業, 4(ll),9(1949)

06-004野津龍三郎,後藤良造,香西保明 :木材類の接着に関する研究 (第 1報)アセ トンーホルマ リン樹

脂の接着剤への応用 (其の 1),木材研究,No.4,50(1949)

06-005脇田勝之 :獣血を合板接着剤に利用する-試み,木材研究,No.4,45(1949)

06-006舘 勇,木村良次,山本昭夫 :木材接着に関する研究 (第 i報)ヴィスコース接着剤に就いての

2-3の実験,木材研究,No.6,20(1959)

06-007後藤輝男,梶EEl 茂 :低温クレゾール樹脂接着剤による硬化積層材の機械的物理的性質に関する研

究,木材研究,No.8,54(1951)

06-008後藤良造,香西保明 :木材類の接着に関する研究 (第4報)アセ トンーホルマリン樹脂の接着剤へ

の応用 (其の4),木材研究,No.8,23(1951)

06-009野津龍三郎,後藤良造,香西保明 :木材類の接着に関する研究 (第3報)アセ トン-ホルマ リン樹

脂の接着剤への応用 (其の3),木材研究,No.8,13(1951)
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06-010脇田勝之 :高温処理脱脂大豆粉接着剤の研究,木材研究資料,No.1,24(1951)

06-011脇田勝之,井藤一之 :ヴィスコ…ス接着剤の研究,木材研究資料,No.i,28(1951)

06-012後藤輝男,梶田 茂 :焼石膏充填尿素樹脂接着剤に関する研究,木材研究,No.8,83(1952)

06-013後藤輝男,梶田 茂 :木材接着剤に関する研究 (第 1報)クルミ殻粉末増量石炭酸樹脂接着剤に関

する研究,木材研究,No.9,32(1952)

06-014後藤輝男 :ヴィニール樹脂木材接着剤について,合板検査ノート,39号,24(1952)

06-015後藤良造,香西保明,木材煩の接着に関する研究 (第ら報)アセ トンーホルマリン樹脂の接着剤-

の応用 (其の5),木材研究,No.9,14(1952)

06-016後藤良造,香西保明 :木材類q)接着に関する研究 (第6報)アセ トン-ホル7リン樹脂の接着剤-

の応用 (其の6),木材研究,No.9,21(1952)

06…017後藤輝男 :レゾルシノール樹脂接着剤について,木材工業,7(6),23(1952)

06-018元帳楢泰,後藤輝男,梶田 茂 ‥木材接着剤に関する研究 (第2報)蛋白物質増量石炭酸樹脂接着

剤に関する研究,木材研究,No.10,42(1953)

o(ト019西本孝一-,小西行雛 :木材の接着に関する研究 (第 1報)速硬化性石炭酸樹脂接着剤について,木

材研究資料,No.4,76(1953)

06-020後藤輝男 :増強剤について一増強尿素樹脂接着剤,合板テクニカル ･シリーズ,15号,1(1953)

06-021後藤輝男 :接着部破断とその原因,合板検査 ノート,No.64,1(1954)

06-022後藤輝男 :接着剤の分類と選定,木材工業,ll,541(1956)

06-023後藤輝男 :メラミン樹脂接着剤について,大阪府合板技術研究会報告,No.1,1(1956)

061)24後藤良造,片桐孝夫 :木材塀の接着に関する研究 (第 7報)アセ トン･ホルマリン樹脂の構造 (そ

の 1),木材研究,No.17,1(1957)

06-025香西保明,荒木幹夫,後藤良造 ‥木材類の接着に関する研究 (第8報) アセ トンーホルマリン樹脂

の成型物-の応用,木材研究,No.18,34(1957)

061)26後藤輝男 :合板及び素材と硬質繊維板の接着について,合板検査ノート,No.100,13(1957)

06-027後藤輝男 :ポl)酪酸ビニル樹脂接着剤 (Ⅰ),木材工業,13(131), 84(1958)

06-028後藤輝男 :ポリ酪酸ビニル樹脂接着剤 (a),木材工業,13(132),140(1958)

06-029後藤輝男 :酢酸ビニル樹脂と木材接着,接着,2(3),6(1958)

06--030後藤輝男 :熱帯地方における合板接着剤の耐久性,合板検査 ノート,No.113,8(1958)

06-031後藤輝男 ‥中間温度 曝露に対する尿素樹脂接着剤の耐久性,合板工業,No.10,5(1958)

()6-032後藤輝男 :木材接着に関与する諸因子とその相互関係 (i),接着,2(4),24(1958)

()6-033後藤輝男 ‥接着層の形成およびその厚みと接着力との関係,合板検査ノート,No･121,1(1959)

()6-034後藤輝男 ･･最小塗布量による木材接着の強さ,合板テクニカルシリーズ,No.31,3(1959)

06-035後藤輝男 :木材接着に関与する諸因子と相互関係 (Ⅰ),接着,3(1),12(1959)

06-036後藤輝男 :木材接着に関与する諸因子とその相互関係 (Ⅲ),接着,3(2),16(1959)

06-037後藤輝男 :木材の接着に関与する諸因子とその相互関係 (Ⅳ),接着,3(3),10(1959)

()6-038後藤輝男 :木材接着に関与する諸因子とその相互関係 (Ⅴ),接着,3(4),14(1959)

06-039後藤輝男 :増強尿素樹脂接着剤の耐久性について,合板検査ノート,No･124,1(1959)

06-040後藤輝男 ‥木材用樹脂接着剤の高周波性質,合板検査ノート,No･123,1(1959)

06-041後藤輝男 :蛍光顕微鏡による接着層および塗膜層の研究,合板工業,No.14,1(1959)

06-042貴島恒夫,林 昭三 :集成材の耐久性に関する研究- 内部接着層の接着状態について,木材誌,

6,205(1960)
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06-043後藤輝男 :木材接着に関与する諸因子とその相互関係 (Ⅳ),接着条件に関す る諸因子 (1),接

着,4(1),25(1960)

06-044後藤輝男 :木材接着に関与する諸因子とその相互関係 (Ⅶ),接着に関す る諸因子 (Ⅱ),接着,

4(2),14(1960)

06-045後藤輝男 :木材接着の効果,塗料工業,No.53,1(1960)

06-046後藤輝男 :石炭酸樹脂接着剤の接着ならびに硬化時間におよばす三酸化枇素添加の影響,合板検査

ノート,No.148,3(1961)

061047後藤輝男 :可塑性接着剤一木質材料と異種材料の接着に利用,CemedineReviele,,2,2(1961)

06-048後藤輝男 :エポキシ樹脂接着剤による木材接着,特に接着条件の検討,接着条件の検討,接着文献

集,1(1),4.2(1961)

06-049後藤輝男 :エポキシ樹脂による木材接着,樹種の影響,接着文献集,1(2),76(1961)

06-050後藤輝男 :石炭酸樹脂接着剤の接着力ならびに硬化時間におよぼす三酸化ヒ素添加の影響,接着文

献集,1(3),72(1961)

06-051後藤輝男 :各種工具で切断した材面の接着性,接着文献集,1(3),76(1961)

06-052後藤輝男 :最小塗布量による木材接着層の強さ,接着文献集,1(4),68(1961)

06-053後藤輝男 :木質材料の接着に関与する21因子の相互関係,接着文献集,1(4),72(1961)

06-054後藤輝男 :2種の尿素樹脂接着剤に関して接着層挙動におよばす木材の湿潤性の影響,合板工業,

No.20,4(1961)

06-055後藤輝男 :木材接着の耐久性, Ⅰ,接着,6(26),57(1962)

06-056後藤輝男 :木材接着の耐久性,‡,接着,6(26),60(1962)

06-057後藤輝男 :木材接着の耐久性,Ⅲ,接着,6(26),51(1962)

06-058後藤輝男 :木材接着の耐久性,Ⅳ,接着,6(27),45(1962)

061059後藤輝男 ･･改良木材,接着工法による場合,BondedMaterials,I,1(1962)

06-060後藤輝男 :木材の物理的および化学的性質と接着性との関係,接着文献集,2(5),141(1962)

06-061後藤輝男 :木材按着用エポキシ樹脂接着剤,接着文献集,2(7),82(1962)

06-062後藤輝男 :水溶性血液アルブミン変性尿素樹脂接着剤,接着文献集,2(8),78(1962)

06-063川村 縁,後藤輝男 :木材の空隙充填性接着剤について,BondedMaterial∫,1(9),7(1962)

06-064後藤輝男･川村 緑,作野友康 :木材の空隙充頃性接着剤について,木材研究,No.31,59(1963)

06-065後藤輝男 :接着,木材工業,18(200),538(1963)

06-066後藤輝男 ･'木材接着の耐久性 (I),木材工業,18(201),577(1963)

06-067後藤輝男 :接着関係用語の解説 (7),接着,7(ll),68(1963)

06-068後藤輝男 :接着関係用語の解説 (8),接着,2(12),70(1963)

06-069後藤輝男 :木材用カゼインーデンプン接着剤,接着文献集,3(14),61(1963)

06-070後藤輝男 :木材接着剤の硬化時間におよばす抽出物の影響,接着文献集,3(14),67(1963)

06-071後藤輝男 :ショ糖変性石炭酸樹脂接着剤,接着文献集,3(13),108(1963)

06-072林 昭三 :木材接着層の顕微鏡的観察,接着,7(3),28(1963)

06-073後藤輝男 ‥木材接着の耐久性 (Ⅰ),木材工業,19(203),63(1964)

06-074後藤輝男 :防火処理木材の接着性,接着文献集,4(20),28(1964)

06-075満久崇暦 :木材の接着力談義,接着,8(8),21(1964)

06-076南 正院,満久崇暦 ‥リグニンの利用に関する研究 (第 1報) リグニン.フェノール .ホルムアル

デヒド反応液について,硬化性に関する一考察,木材研究,No.42,55(1967)
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06-077南 正院,満久崇暦 :リグニンの利用に関する研究 (第 2報) リグニン･フェノール ･ホルムアル

デヒド反応物の赤外線吸収スペクトル,木材研究,N().44,53(1967)

06-078満久崇暦 :木材接着の技術 "合板日.接着,No.12,51(1968)

06-079満久崇暦 :木質接着部材の耐候性,木材研究,No.47,56(1969)

06-080李 栗富,佐/<末光,満久崇麿 :引裂きによる接着力の評価,木材研究,No.47.39 (1969)

06-081溝久崇麿 :木材接着 1,木材接着部材の耐候性 (1),接着,13,415(1969)

06-082滴久崇暦 :木材接着 2,木材接着部材の耐候性 (2),接着,13,539(1969)

06-083満久崇暦 :最近の木材加工と接着,接着,18(4),6(1974)

06-084佐々木光 :エポキシ樹脂による木材接着と破壊力学,接着,18,172(1974)

06-085佐々木光 :木材接着に関する最近の話題,品質管理,No.4,24(1974)

06-086南 正院,満久崇麿 :チオリグニンで増量したフェノールホルムアルデヒド樹脂 の熱分解 (第 1

報),木材研究資料,No.ll,ll(1977)

06-087佐々木光,P.F.WALSH:木材-エポキシ樹脂接着系の-き開破壊 じん性,材料,26,553(1977)

06-088M.TAKATANIand H.SASAKI:ELrectofGlue-line Flexibility on Cleavage Fracture

Toughnessof-Wood-EpoxyResinBondSystcm,WoodResearch,No.66,30(1979)

06-089高谷政広,浜田良三,佐 木々光 :木材-エポキシ樹脂接着体のへき開疲 労強度,材料,32,916

(1983)

06-090高谷政広,浜田良三,佐々末光 :木材-エポキシ樹脂接着系の繰返し曲げ疲労強度 (第 2報)漸 閏

状態における疲労試験,接着協誌,19(2),45(1983)

06-091南 正院,石原茂久,佐々木光 :パーティクルボード用バインダーとしてのスプレー乾燥亜硫酸パ

ルプ廃液パウダー,材料,33,266(1984)

06-092 作野友康,佐々木光 :木材の横引張破壊に及ぼす接着層の影響,鳥取大学農学部研究報告,36,

54(1984)

()6-093高谷政広,浜田良三,佐々木光 :木材接着層の開口型破壊靭性試験 (第 1報)Sasaki-Walsh式の

βの値,木材誌,30,124(1984)

06-094高谷政広,浜田良三,樵/<末光 =木材接着層の開口塑破壊靭性試験 (第 2報)標準試験片の形状と

それを用いた GICの測定,木材誌,30,130(1984)

07.合板 ･ボー ド類

07-001満久崇麿,松浦尚ニト::単板の引張強度に就て,木材研究,No.2,41(1949)

07-002藤野晴久,堀野恒堆 ･･金属一木材合板に関する研究 (第 i報)鉄一木材合板の強 さ,木材研究,

No.5,49(1950)

07-003藤野清久,広田輝次 :金属一木材合板に関する研究 (第 2報)アル ミニウム-木材合板の強さ,木

材研究,No.5,55(1950)

07-004満久崇麿 :ホットプレスに於ける合板の温度計算について,木材工業,4,262(1951)

07-005後藤輝男,福LL偶 治郎 :F.KoLLM ANNおよび A.DosouDIL著,木材繊維板,その性質と試験,

特にその疲労強度について,第 3部 硬質木繊維板の疲労試験,第4部 結論,第 5部 文献 (刺

訳),木材研究資料,No.3,56(195り

07-006杉原彦一,後藤輝男,福山寓治郎 :F.KoLLMANNおよび A.DosouDIL著,木材繊維板,その性

質と試験,特にその疲老強度について第 1部 繊維板総論,第 2部 木材繊維板の性質とその試験

(翻訳),木材研究資料,No.2.ll(1951)
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07-007藤野清久,広田輝次 .･金属一木材合板に関する研究第3報アルミニウム-木材合板の強さ,木材研

究,No.9,63(1952)

07-008後藤輝男,梶田 茂 :ラワン積層材について (第 1報)物理的性質,木材研究資料,No.4,45

(1953)

07-009黒木康男,梶田 茂 :人造繊維板に関する研究 (第 i報),第62回 日本林学会大会講溝集,240

(1953)

07-010満久崇暦,浜田良三 :乾式法による繊維板に関する研究,木材工業,4,239(1953)

07-011後藤輝男 :プラスチック加工合板について,合板検査ノート,No.50,6(1953)

07-012福山寓治郎,梶田 茂 .･ベニヤ単板の蒸発乾燥について(第 1報),木材研究,No.13,214(1954)

07-013満久崇暦,杉原彦-,浜田良三,菊川 茂 :乾式繊維板用削片機の考案試作,木材工業,9,15

(1954)

07-014T.MAKUand良.HAMADA:Studieson theChipboard (Part1)SwellingPropertiesor

Chipboard,WoodResearch,No.15,38(1955)

07-015T.MAKUandR.HAMADA:Studieson theChipboard (Part2)MechanicalProperties,

WoodResearch,No.15,53(1955)

07-016満久崇暦,佐々木光,浜田良三 :リボン状削片によるチップボードの機械的性質,木材誌,2,142

(1956)

07-017T.MAKUandH.SASAKI:SomeFactorswhich affecttheSwellingPropertiesofChip-

board,CompositeWood,No.3,(5/6),135(1956)

07-018満久崇暦,佐々木光,浜田良三 :パラフィン防水剤がチップボードの吸水 (湿)性並びに曲げ強度

に及ぼす影響,木材誌,2,130(1956)

07-019T.MAKU,R.HAMADAand H.SASAKI:Studieson theChipboard (Report3)I.Some

ExperimentsontheImprovementofDimensionalStabilitiesofChipboard,WoodResearch,

No.17,16(1957)

07-020西本孝一 :集成腕木,木材工業,12,364(1957)

07-021満久崇暦 :米国における外装用オーバ レイ合板について,合板検査ノート,No.116,1(1958)

07-022黒木康雄,波多野宏,梶田 茂 :人造板に関する研究 (第6報)ファイバーボードの樹脂サイジン

グについて,木材研究資料,No.21,61(1959)

07-023黒木康雄,波多野宏,梶田 茂 :人造板に関する研究 (第 7報)ファイバーボードの諸性質に及ぼ

す含水率およびサイジングの影響,木材研究資料,No.22,1(1959)

07-024T.MAKU,R.HAMADA and M.SASAKI: Studieson the Particle Board (Report4)

TemperatureandMoistureDistributionin ParticleBoard duringHot-pressing,Wood

Research,No.21,34(1959)

07-025T･MAKU, RIHAMADA and H･SASAKI: Studieson the Particle Board (Report5)

InfluencesofPress-timeOnThicknessand CleavageStrength ofParticleBoard,Wood

Research,No.21,47(1959)

07-026中野良治,梶田 茂 :硬質繊維板の材質ムラについて (1)長網式フォーミングマシンによって製

造された硬質織維板の曲げ強さの差異,木材研究資料,No.21,73(1959)

07-027満久崇暦 :最近のアメリカ合板の需給状況,合板検査ノート,No.121,1 (1959)

07-028満久崇暦 ‥パーティクルボードの問題点,木材工業,14,528(1959)

07-029満久崇暦 ･･ファイバーボード･パーティクルボード,高分子,9,198(1960)
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07-030西本孝一 :最近の木材加工,樹脂加工,10,124(1961)

07-031後藤輝男 :積層木材について, I,BondedMaterials,1(6),ll(1962)

07-032後藤輝男 :積層木材について,II,BondedMaterials,1(7),1(1964)

07-033K,KIMOTO,E.IsHIMORI,H.SASAKIandT.MAKU:StudiesonParticleBoards.VI.Erects

orResinContentandParticleDimensiononthePhysicalandMechanicalPropertiesor

Low-densityParticleBoards,WoodResearch,No.32,47(1964)

07-034佐々木光,満久崇麿 :合板のパネルせん断剛性試験におけるひずみ の分布,木材研究,No.33,

37(1964)

07-035浜田良三,蒲久崇暦,佐々木光 :粉状パーティクルによる成形板に関する研究 (If)フェノール樹

脂による成形性,木材研究,No.34,174(1965)

07-036浜田良三,満久崇暦,佐々末光 :粉状パーティクルによる成形板に関する研究 (Ⅰ)成形性におよ

ばす薬剤の影響,木材研究,No.34,190(1965)

07-037満久崇暦 :建築部材としての合板の研究とその利用,木材研究,No.38,72(1966)

07-038金田 弘,佐々木光,蒲久崇麿 :合板の力学的性質に関する基礎的研究 (1)合板の強度と弾性に

およばす単板の裏割れの影響,木材研究,No.45,9(1967)

07-039満久崇暦,佐々木光,石原茂久,木本 馨,加茂弘雄 :複合パネルの2,3の性質について,木材

研究,No.44,21 (1967)

07-040満久崇麿 :合板の力学的利用,木材二に業,22,310(1967)

07-041満久崇麿,佐々木光,石原茂久,木本 馨,加茂弘雄 :複合パネルの2,3の性質について,木材

研究,No.44,21(1968)

07-042満久崇暦 :矩形合板の曲げ,材札 20,218(1971)

07-043満久崇暦 :木質耐力壁/くネルの耐候性,木材研究資料,No.6､7(1972)

07-044金田 弘,満久崇暦 :木質材料の耐候性に関する研究 (第 1報)ラワン合板の屋外暴露による二 ･

三の材質の変化について,木材誌,19,157(1973)

07-045金田 弘,満久崇暦 :木質材料の耐候性に関する研究 (第 2報)ラワン合板の屋外暴露による表層

劣化に関する一考察,木材誌,19,215(1973)

07-046佐々木光 :単板積層材の製造工程とその関連研究 (Ⅰ),木材工業,28,255(1973)

07-047佐々木光 :単板積層材の製造工程とその関連研究 (Ⅰ),木材工業,28,395(1973)

07-048佐々木光 :LVLについて,ニューランバーマン,14(1),ll(1973)

07-049金田 弘,満久崇暦 :木質材料の耐候性に関する研究 (第3報)外装用合板および構造用合板の屋

外暴露による強度低減ならびに接着性能低減について,木材誌,21,596(1975)

07-050金田 弘,満久崇暦 ‥木質材料の耐候性に関する研究 (第4報)ASTM 板面垂直剥離法の接着性

能試験への適用,木材誌,21,604(1975)

071051石原茂久,佐々木光,満久崇暦 ‥暖房下において合板から放散するホルムアルデヒドの気中濃度に

っいて,木材研究資料,No.10,100(1976)

07-052金田 弘,満久崇暦 :木質材料の耐候性に関する研究 (第5報)外力下における合板の接着耐候

性 ･耐久性について (1),木材誌,22,173(1976)

07-053H.SASAKI,H.KANEDA and T.MAKU･･Dry-heatDegradation ofPlywood-typeJoint,

woodResearch,No.59/60,58(1976)

07-054佐々木光 :LVLその後の動向,ニューランバーマン,6(8),19(1976)

07-055満久崇暦 :パーティクルボードの最近の問題,木材研究資料,No･10,30(1976)
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07-056佐々木光 :間伐材及び材地残廃材の利用とくに LVLについて,木材工業,33(8),12(1978)

07-057佐々木光及び MOVAMIL開発研究プロジェクトチーム :スギ,ヒノキ間伐材及びヒノキ根曲り

材による LVL の試作,昭和52年度間伐小径木利用開発推進事業報告書 (兵庫県)(1978)

07-058佐々木光 :間伐小径木の利用,ニューランバーマン,8(26),1(1978)

07-059南 正院,林 昭三,石原茂久 :アスプルンドパルプ･PMMA 複合体より製造した繊維板 の物

性,材料,28,647(1979)

07-060瀧野虞二郎,南 正院,溝久崇暦 :アカマツ材アスプルンドパルプ･メタクリル酸メチルグラフト

ポリマーより調製した繊維板の性質 (2)繊維板の吸水寸法安定性と強度,木材研究資料,No.13,

59(1979)

07-061佐々木光 :最近の木質材料開発の視点と2,3の例,木工機械グラフ,October,24(1979)

07-062佐々木光 ‥木質材料の研究開発における最近の傾向,木材研究資料,No.14,27(1979)

07-063佐々木光 :低質材の有効利用,木材の研究と普及,28(6),1(1979)

07-064佐々木光 :間伐材を用いた LVL の製造と性質一艇継ぎに関する若干の検討-,間伐小径利用開

発推進事業報告書 (兵庫県),41(1970)

07-065佐々木光 :木材の特性6,木質材料の性質,材料,28,106(1979)

07-066佐々木光 :木材資源の有効利用と木質材料の研究開発,木材工業,35,8(1980)

07-067H.SASAKI:RecentDevelopmentwithLaminatedWoodProductsinJapan,Proc,XVIIth

IUFRO Congress,heldinKyotoSept,6-17,146(1971)

07-068佐々木光 :日本における木質積層材料の最近の発展,第 XVII回 IUFRO大会論文選定邦訳集,

667(1981)

07-069佐々木光 :北米のパーティクルボード工業,木工機械,No.104,21(1981)

07-070佐々木光 :山土場における端材の高度利用に関する研究,農林水産業特別試験研究補助金による研

究報告,1(1981)

07-071S.KAWAI,L LANG,H.SASAKIand S.IsH工HARA:Production ofOrientedBoardwith

an ElectrostaticField I.FactorsaffectingtheAlignmentofWood Particles,Mokuzai

Gakkaishi,28,295(1982)

07-072張 勤霜,川井秀一,佐々木光,石原茂久 :静電場を用いた配向ボードの製造 (第2報)配向性

パーティクルボードの材質,木材誌,28,301(1982)

07-073佐々木光 :研究動向,木材工業,37(ll),64(1982)

07-074佐々木光 :LVL,木材工業,37(ll),24(1982)

07-075佐々木光 :木材を再生する,KGK ジャーナル,17(4),14(1982)

07-076佐々木光,高谷政広,浜田良三 :LVLにおけるラミナのバットジョイントの間隙寸法,木材研究 ･

資料,No.18,125(1983)

07-077川井秀一,佐々木光 :配向性ボードの製造技術と材質 (1),木材工業,39,9(1984)

07-078川井秀一,佐々木光 :配向性ボードの製造技術と材質 (2),木材工業,39,15(1984(

08.きのこ･微生物変換

08-001稲葉和功,飯稼義富,越島哲夫 :亜硫酸パルプ廃液によるシイタケ菌糸の成長促進,木材誌,25,

510(1979)

08-002稲葉和功,飯稼義富,越島哲夫 :シイタケ菌糸の生育を促進する亜硫酸排液区分の分画,木材誌,

26,482(1980)
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08-003M･SHIMADA:StereobiochemiCalApproachtoLigninBiodegradation,in,‖LigninBiodeg-

radation:Microbiology,Cllemistry,andPotentialApヮlicationsH,Ⅰ･195-214,ed･byT･K･

Kirk,T･Higuchi,andH･一m･Chang,CRC Press,BocaRton,Floridapp241(1980)

08-004稲葉和功,飯稼義富,越島哲夫 :亜硫酸パルプ廃液成分の食用担子菌類の生育に関する効果,木材

誌,27,231(1981)

08-005M･H･GoLD)M･B･MAYFIELD,T･M･CHENG,KIKRISNANGKURA,M.SHIMADA and A.ENOK-:

A Pha,u7rOChaelechrJ∫OSPorium MutantDefectiveinLigninDegradationaswellasSeveral

0therSecondaryMetabolicFunctions,Arch.Microbiol.,132,115(1982)

O8-006稲葉和功,飯稼義富,越島哲夫 :亜硫酸パルプ排液成分による食用きのこの子実体形成促進,木材

誌,28,169(1982)

08-007稲葉和功,飯稼義富,越島哲夫 :多糖および LCCスルホン化物による食用キノコ菌糸の生育促進

効果,木材誌,28,319(1982)

08-008稲葉和功,東 順一,飯塚義富,越島哲夫 :単糖スルホン化物の性質と食用きのこ菌糸の生育促進

作用,木材誌,29,621(1983)

08-009M･SHIMADAandM･HIGoLD:DirectCleavageoftheVicinalDioILinkageoftheLignin

ModcICompoundDihydroanisoinbytheBasidiomycetePhanerochaelechrJSOSPorium,Arch･

Microbiol.,134,299(1983)

08-010島田幹夫 :Xenobioticリグニンの微生物変換 :キノコの二次代謝 とチ トクロム PA50をめぐっ

て,木材研究 ･資料,No.17,21(1983)

09.抽 出 成 分

09-001Y･NAGATA,氏.KITAOandI.TACHI:PolarogI､aphieStudiesontheHeartwoodFlavol10ids･

ⅠⅠ･CopperChelatcCompoundswith Dihydroquercetin andquercetin.Wood Re∫eaγch,

No.19,10(1958)

09-002北尾弘一郎,荒木幹夫 :ヌルデ材の成分,心材のタンニン,木材研究,No.34,57(1965)

09-003北尾弘一郎,佐藤 憧 :樹木成分集 (1),木材研究,No.34,237(1965)

09-004佐藤 怪,北尾gIr･郎,千田 貢 :木材フェノール性物質に関する研究 (I)木材フェノール性物

質に関する Trimethylsilyl誘導体のガスクロマトグラフィー,木材研究,No.34,94(1965)

09-005佐藤 怪,北尾弘一郎 :樹木成分集 (Ⅷ ),木材研究,No.37,32(1966)

09-006A.SATO,M.SENDA,T.KAKUTANI,Y.WATANABEandK.KITAO:StudiesonWoodPhenolics

(II)Extractivesfrom HeartwoodofMela∫equoia GljPiostroboidesHu etCheng (Part1),

WoodResearch,No.39,13(1966)

09-007北尾弘一郎,池田俊弥 :アピトン樹脂中の新セスキテルペン炭化水素,材料,16,848(1967)

09-008北尾弘一郎 :熱帯材の成分について,木材研究,No.41,1(1967)

09-009林 良興,北尾弘一郎,佐藤 怪 ‥熱帯材の化学的研究 IHaplormosia mo,10PftJlla村中の新フラ

ボンーC一配糖体,木材研究,No.44,68(1968)

09-010A.SATO,Y.HAYASHIand氏.KITAO:Studiesor-WoodPhcl101ics(HI)IdentificatiollOf

sakuranetinfrom Woodof/Japlormosiamo'10PhP a Harms(LegumiI10Sae),WoodResearch,

No.43,9(1968)

09--011佐藤 憧 :木材抽出成分のガスクロマトグラフィー,油化学,17,599(1968)

09-012T.HIGUCHI,Y.ONDA and Y･FUJIMOTOこBiochemicalAspectofHeartwood Formation,
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WithSpecialReferencetotheSiteofBiogenesisofHeartwoodCompounds,WoodResearch,

No.48,15(1969)

09-013E･MAEKAWAand K･KITAO:Isolation ofPterocarpanoid CompoundsasHeartwood

ConstituentsofMaackiaamuren∫isRupr._JetMaxim.var.buergeriSchneid,WoodRe∫earch,

No.50,29(1970)

09-014A.SAでO,T.KITAMURAandT.HIGUCHI:SomeChemicalObservationoraNaturalGraft-

woodofJapaneseCypress(ChamaecJPar7'∫Obutusa)andSawaraCypress(C.pislfera),Wood

Research,No.50,12(1970)

09-015佐藤 樫,北村晃子,樋口隆昌 :木材フェノール成分に関する研究 (第4報)TMS-フェノール化

合物の NMR による解析,木材誌,18,253(1972)

09-016北尾弘一郎 :フラボノイ ド2量体,木材研究資料,No.6,34(1972)

09-017A.ENOKIand K.KITAO:PhotochemicalDimerization of-Resin Acids,WoodRe∫earch,

No.57,1(1974)

09-018A.ENOXIand K.K工TAO:Autoxidation orResin AcidsL Photooxidation orPalustric

Acid,MokuzaiGakkai∫hi,20,342(1974)

09-019A.ENOKIandK.KtTAO:Autoxidationof-ResinAcidsII.PhotooxidationofIJeVOPlmaric

Acid,MokuzaiGakka2'shi,20,600(1974)

091020T.NoMURAandT.YAMADA:Ⅹ-rayAnalysisofTyrosinein Growing StageofBamboo

(PkLyllo∫lachJSedulis),WoodResearch,No.56,21(1974)

09-021A.ENOKIandK.KITAO:Autoxidation of'Resin Acids.III.Photooxidation ofAbietic

Acid,MokuzaiGakkaishi,21,123(1975)

09-022A.ENOKI:IsomerizationandAutoxidationofResinAcids,WoodResearch,No.59/60,49

(1976)

09-023HIFuJIMOTOandT.HIGUCHl:Lignansfrom theBark ofYellow Poplar (I,iriodendron

lulipireraL.),Moku,=aiGakkai∫hi,23,405(1977)

09-0241i･FUJIMOTOandT･HIGUCHI:BiosynthesisofLiriodendrinbyLiriodendro,ituliplfera,Wood

Research,No.62,1(1977)

09-025T･IKEDA)M･TAKAHASHIand K･NISHIMOTO:Antitermi cComponentsofKaya Wood,

TorreyanuciferaSieb.etZucc.,MokuzaiGakkai∫h2',24,262(1978)

09-026佐藤 怪 :フィリピンにおける廃残材の利用と問題点とくに炉体障害について,木材研究資料,

No.14,1(1979)

09-027佐藤 悼 :ログウッド調査紀行,染織 α,No.18,28(1982)

09-028佐藤 憧 :黒染用ログウッドのすがた,木材工業,37,609(1982)

09-029佐藤 憧 ‥黒引染の染料確保対策に関する調査研究,京都黒染業界活路開拓指導事業報告書,37-

81京都黒染工業協同組合,pp.122(1982)

09-030A･SATO,J･AzUMA,S･KAWAMURAandY･KUMAGAWA:Production ofLogwood Extracts

inJapan,1983hternationalSymposium onWoodalldPulpingChemistry,Vol.4,116-

117(1983)

10.化 学 加 工

10-001後藤輝男,梶田 茂 :硬化積層材の弾性に就いて,木材研究資料,No.3,33(1951)
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10-002北尾弘-･郎 :亜塩素酸漂白について,木材研究資料,No.1,2(1951)

ユ0-003後藤輝男,梶田 茂 ‥注入木材に関する研究,第 i報,低縮合石炭酸樹脂に よる木材処理-

DimensionalStabilityについて- -,木材研究,No.ll,1(1953)

10-004西本孝一 :木材の樹脂加工 (Ⅰ)チオ尿素樹脂による加工,樹脂加工,1953,556

]0-005西本孝一,小西行雄 :注入木材に関する研究 (第 2報)チオ尿素樹脂について,木材研究,No.10,

22(1953)

10-006後藤輝男,梶田 茂 :注入木材に関する研究,第3報,圧締力と DimensionalStabilityとの関

係,木材研究,No.12,39(1954)

10-007後藤輝男 :注入木材に関する研究 (第4報)湿度と DimensionalStabilityとの関係,木材研究,

No.13,223(1954)

10-008K･NISHIMOTOand Y･KoN工SHI:Studieson thelmpregnated Woods･V.TheRelation

betweenthePenetrationofSyntheticResinandImpregnatingConditions,†1/oodRe∫earch,

No.13,249(1954)

10-009後藤輝男,梶田 茂 :注入木材に関する研究 (第8報),溶剤 (低縮合石炭酸樹脂)と Dimensio-

nalStabHityとの関係,木材誌,1,30(1955)

10-010後藤輝男 :注入木材に関する研究 (第 7報), フェノール対ホルムアルデヒドのモル比と Dimen-

sionalStabilityとの関係,木材研究,No.15,24(1955)

10-011西本孝一,佐遺 健 :木材と合成樹脂の相互作用に関する一考察,樹脂加工,1955,313

10-012後藤輝男 :樹脂処理木材,木材工業,10,354(1955)

10-013後藤輝男,梶田 茂 :注入木材に関する研究 (第10報),樹脂硬化過程と DimensionalStabil恒､

との関係,木材研究,No.16,1(1956)

10-014後藤輝男,梶田 茂 ･･注入木材に関する研究 (第9報),樹脂時の含水率とDimensionalStability

との関係,木材誌,2,85(1956)

10-015後藤輝男,梶田 茂 :注入木材に関する研究 (第11報),石炭酸樹脂処理木材の比重,圧縮強さ,

硬度及び衝撃曲げ吸収エネルギーに及ぼす樹脂硬化過程の影響,木材誌,3,108(1957)

1O-016後藤輝男,梶田 茂 :注入木材に関する研究 (第12報),石炭酸樹脂処理木材の引張,曲げ,勇断

強さに及ぼす樹脂硬化過程の影響,木材誌,3,133(1957)

10-017後藤輝男 :改良木材,建築と社会,No.ll,10(1957)

10-018荒木幹夫,後藤輝男,後藤良造,梶田 茂 :木材の DimensionalStability に関する研究 (第2

報)無機酸を解妹とするホルムアルデヒド処理,木材研究,No.20,1(1958)

10-019荒木幹夫,後藤輝男,後藤良造,梶田 茂 :木材の DimensionalStability に関する研究 (第3

報)無機酸を触媒とするホルムアルデヒド処理,木材研究,No.20,16(1958)

10-020荒木幹夫,後藤輝男,後藤良造,梶田 茂 :木材の DimensionalStability に関する研究 (第4

報)無機塩を触媒とするホルムアルデヒド処理,木材研究,No.20,22(1958)

10-021後藤輝男,荒木幹夫,梶田 茂 :木材 の DimensionalStability に 関す る研究 (第 1報),

.a-naphtylami ne処理木材について,木材誌,4,131(1958)

10-022荒木幹夫,後藤輝男,後藤良造,梶田 茂 :木材の DimensionalStability に関する研究 (第6

報)ホルムアルデヒド処理における反応温度及び時間の影響,木材研究,No.21,51(1959)

10-023荒木幹夫,後藤良造,後藤輝男,梶田 茂 :木材の DimensionalStability に関する研究 (第 7

報)ホルムアルデヒド処理における反応温度および時間の影響一塩化亜鉛触媒,木材研究,No.22,

24(1959)
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10-024後藤輝男,佐道 健,荒木幹夫 :木材の DimensionalStabilityに関する研究 (第8報) か レム

アルデヒド処理木材の吸湿特性について,木材誌,6,242(1960)

10-025後藤輝男 :木材のホルムアルデヒド処理,木材工業,14,38(1959)

10-026後藤輝男 :木材の DimensionalStabilizationについて,材料試験,10,829(1961)

10-027後藤輝男 :防湿処理木材 Ⅰ,木材工業,16,2(1961)

10-028A.UEYAMA,M.ARAKIandT.GoTO:StudiesontheDimentionalStabilizationorWoods･

XI･LocationoftheMycelium inBalsaWoodTissiuestreatedwithHydrogenChloride-

formaldehydeafterCompulsiveDecayTest,WoodRe∫earch,Nod28,24(1962)

10-029後藤輝男 :木質材料ホルムアルデヒド処理の工業化に関する研究,研究報告集録,農学編 Ⅰ, 102

(1962)

10-030後藤輝男 :防湿処理木材Ⅲ,木材工業,17,15(1962)

10-031後藤輝男 :防湿処理木材についてⅡ,木材工業,17,13(1962)

10-032後藤輝男 ･.オーバーレイによる木材の寸法安定化,接着文献集,2(8),71(1962)

10-033後藤輝男 :木材のアセチル化特に長 く厚い木材について,BondedMalerial∫,1(5),25(1962)

10-034M.SUzUKr,M.ARAKIandT.GoTO:StudiesonDynamicBehaviorofUntreated,Hydrogen

chloriden-treatedandFormaldehyde-treatedWood,MokuzaiGakkai∫hi,9,43(1963)

10-035後藤輝男 :高圧積層材料の諸性質におよばす熱および温度の影響,接着,7(ll),1(1963)

101036荒木幹夫,後藤輝男 :木材の DimensionalStabilityに関する研究 (第12報)塩化水素触媒に よ

る木材のホルムアルデヒド反応処理時における試料含水率の影響,木材研究,No.32,27(1964)

10-037西本孝一 :ポリエステル含浸木材について,日東技報,6,13(1964)

10-038南 正院,越島哲夫,満久崇麿,村木永之介,田中竜太郎 :リグノスルホン酸とメタクリル酸メチ

ルのレドックス開始グラフト共重合 1.グラフトポリマーの調製とキャラクタリゼーション,木材

研究,No.47,18(1969)

10-039C.NAM,K.KosHIJIMA,E.MURAKIand T.MAKU:GraftCollOlymerization ofMethyl

MethacrylontoLignosulfonatebyH202-Fe(II)Redox.LPreparationandCharacteriza-

tionoftheGraftCopolymer,J.Pol),merSci.PartA-1,No.9,855(1971)

10-040C.NAGASAWA,T.NAKAGAMT,M.TANAHASHtandT.YoKOTA:TheInteraction ofWood

withOrganicSolvents.II.ThelmpregnationofHydrophobicOligomersintotheWood

CellWall, MokuzaiGak!cai∫hi,18,207(1972)

10-041C･NAM,T･MAKU,M･SAITO and T･KosHIJIMA:GraftCopolymerization ofMethyl

Methaacrylateonto Lignosulfonate byH202-Fe(II)Redox System II.Thefactorsto

acceleratetheGraftingSite,C(,llulo∫eChem.Technol.No.8,263(1974)

10-042石原茂久,金田 弘,南 正院,満久崇暦,後藤田正夫,竹下 登 :放射線による木材 ･ポリマー

複合体 Ⅰ,木材 ･ポリ塩化ビニリデン複合体の物理的ならびに機械的性質と難燃性,木材研究資料

No.12,53(1978)

10-043南 正院,瀧野虞二郎,石原茂久,満久崇暦 :アカマツ材アスプルンドパルプ･メタクリル酸メチ

ルグラフトポリマーより調製した繊維板の性質 (I),H202-Fe2トレドックスシステムによるグラ

フトポリマーの調製,木材研究資料,No.12,41(1978)

10-044石原茂久,後藤田正夫,南 正院,満久崇暦,金田 弘,竹下 登 :放射線による木材 ･ポリマー

複合体 Ⅱ,2,3の添加物が木材 ･ポリ塩化ビニリデン複合体の物理的ならびに機械的性質と難燃

性におよばす影響,木材研究資料,No.14,87(1979)
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10-045両 正院,林 昭三,石原茂久 :アスプルンドパルプ･PMMA複合体より製造した繊維板の物

性,材料,28,647(1979)

10-046石原茂久,佐々木光,長田 勲,長谷川純一,梶原秀樹 ;予熱混練式射出成形による木材 ･樹脂複

合材料の製造と性質 (日,木材工業,35(2),21(1980)

10--047両 正院,松本-樹,石原茂久,越島哲夫 :リグノスルホン酸とメタクリル酸メチルのレドックス

開始グラフト共重合 (第3報), 針葉樹 リグノスルホン酸と広葉樹 リグノスルホン酸の差異,木材

研究 ･資料,No.15,73(1980)

ll.保 存

ll-001赤井重恭,逸見武雄 :-ゼ (Rhuss,･LCCedanea)枯株心材に孔腐状白色朽を基因するカタウロコタケ

の-生態種の研究,木材研究,No.5,15(1950)

lトー002赤井重恭,日比野勝己 :腐朽に対する2-3針葉樹材の比較抵抗力に就いて,木材研究,No.5,

30(1950)

1ト 003赤井垂恭,永友 勇 :木材腐朽菌に対するブナ材の比較抵抗力に就 いて,木材研究,No.5,37

(1950)

ll-004赤井垂恭,寺下隆喜代 =2,3木材腐朽歯の Ba＼ノCndamm 反応に就いて,木材研究,No.5,43

(1950)

ll-005井上吉之,中村 陽,西本孝一 :木材防腐剤に関する研究 (第 i報)木材腐朽菌に対する殺菌力(/tl

ついて,木材研究,Nn.4,19(1950)

】ト 006井上吉之,中村 陽,西本孝一 :木材防腐剤に関する研究 (第2報)松脂の白土乾溜について,木

材研究,No.4,24(1950)

lト 007井上吉之,西本孝一･,越中潜行 ･･木材防腐剤に関する研究 (第3報)松根原油の硫黄処理と殺菌作

用について,木材研究,No.6,7(1951)

1ト 008井上吉之,西本孝一･,越中清行 :木材防腐材に関する研究 (第3報迫補) ピネンの酸化物と其の殺

菌作用,木材研究,No.6,17(1951)

1ト 009井上吉之,西本孝一,越中潜行 :木材防腐剤に関する研究 (第5報)松根原油及びその塩素化合物

の殺菌力について,木材研究,No.7,26(1951)

1ト 010井上吉之,西本孝一 ‥木材防腐剤に関する研究 (第6報)防腐剤防腐効果試験の改良方法につい

て,木材研究,No.7,45(1951)

日-Oll井上舌之,黒木康雄 ‥木材防腐剤に関する研究 (第7報)松根油塩素化合物の木材防腐効果につい

て,木材研究,No.8,74(1951)

ll-012梶田 茂,井上吉之,西本孝一 :木材防腐剤に関する研究 (第4報)松根原油の防腐効力につい

て,日林誌,33,70(1951)

ll-Ol3畔柳 鋲,梶田 茂 :木材の低周波加熱による防腐材注入について,第59回日本林学会大会講漬

集,282(195】)

1ト 014赤井重恭,獅山滋孝 ‥材質の腐朽に関する研究 (第5報)梨生樹の材質腐朽を基因するモソバタケ

(TramL,teSUitala(13erk.)I.lord)に関する生理学的研究,木材研究,No･8,28(1952)

け 1)j5赤井董恭,上Il帽則‥2･4--D廃液の木材防腐材 としての利用,木材研究資料, No･4,72

(1953)

lト 016赤井重恭,上L即召則 :材質腐朽に関する研究 (第9報)ブナ枕材の Creosote注入と材の腐朽に就

いて,木材研究,No.12,9(1954)
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1ト 017赤井重恭,永友 勇 :ヒイロタケ及びヒp-ノキカイガラクケに対するクロマツ辺材の比較抵抗力

と培養期間,木材研究,No.13,302(1954)

ll-018赤井重恭,上山昭則 .･クレオソート注入アピトン材の耐朽性,木材研究,No.13,449(1954)

ll-019クロール･ニトロフェノールの木材腐朽菌に対する殺菌性について,木 材研究,No.13,271

(1954)

ll-020西本孝一,布施五郎,井上吉之 :電柱腕木の改良に関する研究 (予報)注入木材の適用性につい

て,木材研究,No.13,284(1954)

ll-021井上吉之,西本孝一,布施五郎 .･P.C.P.に関する研究 (第 i報)検出法について,第64回 日本林

学会大会講演集,397(1955)

1ト 022井上吉之,西本孝一,布施五郎 :P.C.P.に関する研究 (第2報)Na-P.C.P.水溶液の注入につい

て,第64回日本林学会大会講演集,399(1955)

ll-023井上吉之,西本孝一,布施五郎 :P.C.P.に関する研究 (第3報)Na-P.C.P.の木材浸潤性の不良

なる原因について (その1),第64回日本林学会大会講演集,401(1955)

ll-024井上吉之,三谷四郎 :木材防腐材に関する研究 (第17報)有機枇素化合物について (Ⅰ),第64回

日本林学会大会講演集,405(1955)

1ト 025西本孝一,井上吾之 :木材防腐剤に関する研究 (第15報)各種防腐剤処理材の性質について,木材

研究,No.14,27(1955)

ll-026西本孝一,布施五郎,井上吉之 :木材防腐剤に関する研究 (葺酎6報)木材中の P.C.P.の検出法に

ついて,木材研究,No.14,37(1955)

ll-027西本孝一 :界面活性剤の木材防腐への応用, =界面活性剤''(第一工業製薬編),i(1955)

ll-028井上吉之,西本孝一 :木材腕木の改良に関する研究,関電技研報告,No.2,178(1956)

ll-029井上書之,西本孝一,布施五郎 :電柱腕木の防腐に関する研究,関電技研報告,No.2,194(1956)

ll-030西本孝一,布施五郎,井上吉之 :木材防腐剤に関する研究 (第20報)P.C.P.-Naの鯵透度改良に

関する-実験,木材誌,2,158(1956)

ll-031西本孝一,井上吉之 .･木柱防腐におけるイソサイジングの効果について,木材研究,No.17,61

(1957)

ll-032西本孝一,布施五郎 .･P.C.P.ソーダ塩の溶脱性とその防止法について,木材工業,12,226(1957)

ll-033西本孝一,布施五郎 ･･木材防腐剤に関する研究 (第23報)P.C.P.-Na水溶液の木材港透性の不良

原因について,木材研究,No.18,1(1957)

ll-034西本孝一 :古腕木の実態調査,木材工業,13,559(1958)

I1-035西本孝一,布施五郎,井上舌之 :木材防腐剤に関する研究 (第24報)P.C.P.-Na水溶液の木材へ

の濠透及び注入に就いて,木材研究,No.19,29(1958)

ll-036西本孝一,井上吉之 :木材防腐剤の防腐効力試験 (第 i報)万能老化試験機による耐侯操作につい

て (1),木材研究,No.20,55(1958)

ll-037西本孝一 :木造建築における防腐と防虫,大阪建築業協会会報,3月号,1(1959)

ll-038布施五郎,西本孝一 :木材の化学変化による防腐処理法 (第2報)ギ酸銅処理木材の防腐性につい

て,木材研究,No.24,12(1960)

ll-039布施五郎 :木材防腐剤としての有機水銀,錫化合物に関する研究 (第 i報)有機水銀化合物および

有機錫化合物の殺菌性について (1),木材誌,7,151(1961)

1ト 040布施五郎 :木材防腐剤としての有機水銀,錫化合物に関する研究 (第2報)有機水銀化合物の化学

構造と木材腐朽菌に対する殺菌性について,木材研究,No.26,20(1961)
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lト 041布施五郎,西本孝一 :木材防腐剤としての有機水銀化合物および有機錫化合物に関する研究 (第3

報)木材防腐効力試験における砂培養基について,木材誌,7,227(1961)

1ト 042布施五郎,西本孝一-‥木材防腐剤としての有機水銀,錫化合物に関する研究 (第ら報)有機水銀,

錫化合物の防腐効力について,木材研究,No.26,34(1961)

1ト ()43布施五郎,西木孝一 =木材の化学変化による防腐処理法 (第 1報)シアノエチル化木材の防腐性に

ついて,木材誌,7,157(1961)

1ト 044布施五郎,西本孝一 :拡散式防腐処理法に関する研究 (第 i報)木材中の枇素の定量について,木

材誌,7,179(1961)

1ト ()45布施五郎,西本孝一 :拡散式防腐処理法に関する研究 (第2報)薬剤濃度と浸透度および浸透長と

の関係,木材誌,7,183(1961)

ll-046布施五肌 遠藤 醇,西木孝-･:木材の化学変化による防腐処理法 (第3報)カセイソーダを触媒

とする木材のシアノエチル化について (2),木材誌,7,233(1961)

ll-047布施五郎,白石信夫,西本孝- :腐朽過程におけるヒノキ材諸性質の相互関係について,木材研

究,No.26,49(1961)

ll-048_上山昭則,荒木幹夫,後藤輝男 .･木材の DimensionalStabilityに関する研究 (第10報)

ホルムアルデヒド処理材の耐朽性,木材研究,No.26,67(1961)

ll-049西本孝一 =木材の防腐 (特に木材の化学変化による防腐),材料試験,10,860(1961)

lト 050布施五郎,西本孝一 ‥木材防腐剤の防腐効力試験 (第 2報)実験計画法について,木材研究,

No.27,1(1962)

1ト 051布施五郎,遠藤 醇,西本孝一一‥木材の化学変化による防腐処理法 (第4報)木材のシアノエチル

化における処理条件について,木材研究,No.27,15(1962)

[ト 052西本孝一-,片岡 晋 ‥拡散式防腐処理に関する研究 (第3報)塗布畳と浸透量および浸透濃度との

関係について,木材研究,No.28,50(1962)

ll-053S.AKAlandA.UEYAMA:OntheCladosporiumStainofCoatedInsulatingBoardsobserved

inJapan,t,troodResearc7l,No.29,39(1963)

1ト 054布施五郎,西本孝一 :木材防腐剤としての有機水銀,錫化合物に関する研究 (第6報)有機水銀化

合物の耐光性について,木材研究,No.30,15(1963)

1トー055西本孝一 ‥拡散式防腐処理法による薬剤の浸透度と防腐効果,木材研究,No.30,40(1963)

lト ()56西本孝一 .･木材防腐材の防腐効力試験 (第3報)油溶性防腐剤のの防腐効力について,木材研究,

No.30,25(1963)

ll-057後藤輝男 :集成材の防火性,接着文献集,3(14),83(1963)

lト 058布施五郎,西本孝--･:木材防腐剤としての有機水銀,錫化合物に関する研究 (第8報)有機錫化合

物の抗菌性と光線朋 寸による抗菌効力の変化について,木材研究,No･32,15(1964)

1ト 060西本孝一 :フッ化ホウ素系木材防腐剤の固着性について,木材研究,Not33,16(1964)

ll-061石原茂久,満久崇暦 ‥難燃繊維板に関する研究 (1),不溶性金属酸化物と塩素化合物によるノ､-

ドボードの難燃化について,木材研究,No.34,156(1965)

1トー062西本孝一 :木材防腐剤としての有機錫化合物に関する研究 (第10報)ブナ丸太の防虫防菌について

(その 1),木材研究,No.34,105(1965)

lト 063K.NISrIIMOTO and G･Fuse:011FullgicidalActivitv and Preservative Propertiesor

orlganOtiIICompounds,WoodFeesearcl7,No･34,118(1965)
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ll-064西本孝一 :木材防腐剤としての有機錫化合物に関する研究 (第11報)ブナ丸太の防虫防菌について

(その2),木材研究,No.36,1(1965)

1ト 065西本孝一,林 昭三 :樹液交換処理の液体透過性について (その 1),木材研究,No.36,13(1965)

iト 066赤井重恭,上山昭則 :代謝生理からみた木材腐朽菌の生態,材料,14,643(1965)

ll-067林 昭三 :木材への薬剤の浸透一組織学的見解-,材料,14,654(1965)

ll-068石原茂久 ･･ファイバーボードの難燃化処理,材料,14,622(1965)

ll-069西本孝一 :防腐防虫試験法と規格,材料,14,680(1965)

ll-070石原茂久,満久崇麿 :難燃繊維板に関する研究 (2),三酸化アンチモンと塩素化合物による難燃織

維板の性能試験について,木材研究,No.37,16(1966)

11→071西本孝一 :海虫防除薬剤としての有機錫化合物,木材工業,21,574(1966)

ll-072石原茂久,満久崇麿 :木質材料の防火処理に関する研究 1,メラミン･ホルムアルデヒド初期縮合

物とリン酸による防火処理,木材研究,No.42,13(1967)

ll-073西本孝一 :しろあり防除薬剤の性能について,しろあり,No.7,12(1967)

ll-074高橋旨象,西本孝一 :木材の腐朽機構に関する研究 (第 1報)腐朽にともなうブナおよびスギ材の

強度の変化,木材研究,41,75(1967)

1ト 075M.TAKAZiASHIandK.NISHIMOTO:StudiesontheMechanism ofWoodDecay(2)Changes

illlnfhredSpectraofBUNA andSUGIWoodasDecayProceeds,WoodRe∫earlh,No.42,

1(1967)

ll-076西本孝一 ･･木材の微細構造中での薬剤分布,高分子加工,16,1(1967)

ll-077西本孝一 :電柱のしろあり被害調査結果について一関西地区,しろあり,No.9,14(1968)

ll-078石原茂久 :火災と防火塗装,材料,18,875(1969)

ll-079石原茂久 :新建材と火災,新建材とくに有機質材料の煙について,ゴールデンニュース,69(5),

12(1969)

ll-080石原茂久 :新建材と火災,新建材と有毒ガス,ゴールデンニュース,69(6),6(1969)

ll-081西本孝一 :関西地区におけるしろあり問題,しろあり,No.12,12(1970)

ll-082石原茂久 :防火と接着,接着,14,21(1970)

ll-083石原茂久 :火災時に発生する煙と有毒ガスについて,大阪消防,21,28(1970)

ll-084貴島恒夫,林 昭三,高橋旨象 ･･東南アジア産木材の生物劣化ならびに耐久性に関す る実態調査

行,東南アジア研究,9,302(1971)

ll-085S.IsHIHARAandT.MAKU:FireProofingPropertiesofWood and FilterPapertreated

withCationicMelami ne-formaldehydeCondensationProducts･EFectofInorganicAcids

ontheFireProofingEfficiencies,WoodRe∫earch,No.52,72(1972)

ll-086K.TsUh10DAandK.NISHIMOTO:StudiesontheShipwormsI･TheOccurrenceandSeasonal

SettlementofShipworms,WoodResearch,No.53,1(1972)

ll-087H･MAT5UO and K･N王SHIMOTO:The ConsumptlOn Ofthe Fungus-Ⅰnfected Wood by

Termite,CoptotermeSformosanusShiraki,WoodResearch,No.55,1(1973)

ll-088M･TAKAHASfiIand K･NISHlMOTO:Utilization ofCarbohydratesby SoftRotFungus,

Chaelomiumglobosum Kunze,WoodResearch,No.54,1(1973)

ll-089M･TAKAHASHtandK･NISHIMOTO:DecayResistanceofVariousTimberSpeciesagalnSt

SoftRotFungus,Chaetomium globosum Kunze,in Accelerated LaboratoryTests,Wood

Research,No.55,5(1973)
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lト 090M･TAKAIiASH【andT･KIS1-IIMA:1)ecayResistanceofSixtv-FiveSoutheastAsianTimberノ

SpecimensinAcceleratedLaboratoryTests,TollanAjiaKenkJu,10,525(1973)

lト O9】西本孝一一一-1:しろありの生理活性物質,木材誌,19,515(1973)

1卜-092西本孝-一 日アリの話,近畿化学工業会,No.239(1973)

lト 093西本孝一-:欧米におけるしろあり分布について,しろあ り,No.18,15(1973)

1ト 094西本孝一 :欧米のしろあり研究見聞記,しろあり,No.19,2(1973)

ll-095H･MAT･SUOandK･NlsHIMOTO:ResponseoftheTermiteCoptotermesformosanus (Shiraki)

to ExtractFractionsfrom FungusIInfected Wood and Fur唱uSMycellum,Materialu･

Orgam'smen,9,225(1974)

1ト 096西本孝一,三輪一連,伊井芳郎,津田正文 :野積み中におけるチップの劣化防止 (第 1報)国内産

広葉樹チップ,紙パ技協誌,28,416(1974)

ll-097西本孝一,高橋旨象,秋野精也,淀村勝哉,津田正文 :野積み中におけるチップの劣化防止 (第2

報)チップ-ンドリング時点での微生物の変遷,紙パ技協誌,28,486(1974)

ll--()98西本孝一,秋野精出,筒井 功,淀村勝哉,津田正文 :野積み中におけるチップの劣化防止 (第 3

報)酸素い p断による劣化防止,紙パ技協誌,28,534(1974)

]ト 099西木孝一 :合板の防腐-とくに単板処理について-,木材工業,29,509(1974)

ll-100高橋旨象 :建築用主要樹種の耐蟻性,木材二l二業,29,500(1974)

lト 101西本孝一-:シロアリの道しるべ物質,化学,30,9(1975)

Ll-102西本孝一 :シロアリの摂食行動,化学と生物,13,2】5(1975)

1ト 103西本孝一,高橋旨象 :木材の劣化と微生物一軟腐朽,木材工業,30,500(1975)

ll-104高橋旨象 :木材の軟腐朽について,防菌防徴,3,9(1975)

ll-105F.MAT･SUMURA,K.NrsHIMOTO,T.IKEDAand H.C.CoppEL:InfluenceofCarbon Sourse

ontheProductionoftheTermiteTrail-FollowingSubstancebyGloeoph,vllum trabeum,J･

Chem･Ecol.,2,299(1976)

ll-106H.MATSUOandK.NISHIMOTO:ResponseoFtheTermite,Co/)felermes/brmosanusShirakito

Extractsfrom Fungus-Inrectedand1)elignificdFun等uS-Infected Woods,Wood Reseaγcjl,

No.59/60,40(1976)

ll-)07M.TAKAtIASHlandK.NTSHlMOTO:ActionofSoftRot-andWhiteRotFungi0nPartially

l)elignihcdSortwoods,WoodResearch,No.59/60,19(1976)

ll-108M･rllAKAHASⅢ:RemovalorLignirlfrom Patially DeligI-irled SortwoodshySortRot-

andWhiteRotFungi,WoodResearch,No.61.1(1976)

Ⅰト 109K.TsuNODA alld K.NISH川OTO:Studieson theShipwormsIIMonthly Settlementof

Shipworm Larvae,WoodResearch,No.59/60,33(1976)

il-110西本孝--･:チップの劣化とその防止 (1),木材工業,31,192(1976)

日-111西本孝一 :チップの劣化とその防止 (2)完,木材二I二業,31,237(]976)

ll-112西本孝一 :木材防虫剤の塊状と展望,防菌防徴,4,23(1976)

ll-日3西本孝一,深田 稔,中 川 努 :粒剤タイプの防蟻用土壌処理剤,木材工業,32,115(1977)

1l-1)4K･NISHIMOTO:StudyoflllSCCt-ProofPlywoodbyMixingChlordancwiththeGluc〉Wood

Research,No.64,9(1978)

ll-115西本孝一･:ウェットバキュ-ムシステムによる処理の効果,木材工業,33,374(1974)

ll-116M.TAKAHASH-:StudiesontheW()od1)ecayhyaSoftRotFungus,Chaetomium globosum
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Kunze,WoodResearch,No.63,ll(1978)

ll-117K.TsUNODAand K.NISHIMOTO:Growth RatesoftheShipworm TeredollaUalisL at

Naruto,TokushimaPref'.,Japan,Material2L.OrganismeT7,13,287(1978)

ll-118K.TsUNODAand K･NISmMOTO:Distribution ortheTercdinidaealongtheCoastsof

Japan,withaReviewof.AllNamedFormsfrom Japall,MokuzaiGakkai∫hi,24,127(1978)

ll-119K.TsUNODA and K.NISHIMOTO:EffectoftheTimeofImmersion on the Ratesof

Shipworm AttackonWood,MokuzaiGakkaishi,24,760(1978)

ll-120氏.TsuNODA and 氏.NsHIMOTO:Studieson the ShipwormsIH Pattern orVertical

SettlementofSl-1ipworms,WoodResearch,No.64,1(1978)

ll-121西本孝一 :建築物に被害をおよぼす菌類,しろあり,No.30･31,38(1978)

ll-122西本孝一 :防虫処理 ･接着剤混入法,木材工業,33,314(1978)

ll-123西本孝一 :防虫処理 ･防蟻処理法,木材工業,33,363(1978)

ll-124西本孝一 :防虫関係規格 ･海外規格,木材工業,33,412(1978)

ll-125高橋旨象 :微小菌類による木材の腐朽 (概説),日菌報,10,231(1978)

ll-126角田邦夫 :フナクイムシと木材,ニューランバーマン,8(26),15(1978)

ll-127池田俊弥,西本孝一 :カヤ材 (TorreJamLCtferaSieb.etZucc.)の抗蟻成分,しろあ り,No.39,

3(1979)

ll-128K･TsuNODA:EcologlCalStudiesorShipworm Attack on Woodin theSeaWaterLog

StorageSite,WoodRe∫earch,No.65,ll(1979)

ll-129西本孝一 :木材の特性5.木材の劣化と保存,材料,28,1022(1979)

ll-130西本孝一 :総合木材保存体制の確立,木材工業,34,389(1979)

ll-131高橋旨象,ヨーロッパにおける木材保存,木材保存,No.14,6(1979)

ll-132高橋旨象 :微小菌類による木材の腐朽,木材研究 ･資料,No.13,1(1979)

ll-133角田邦夫,西本孝一 :海面貯木場におけるフナクイムシの食害と防除 (1)フナクイムシの種類と

分布,木材工業,34,293(1979)

ll-134角田邦夫,西本孝一 :海面貯木場におけるフナクイムシの食害と防除 (2)フナクイムシの生活史

と飼育技術,木材工業,34,540(1979)

ll-135岩田隆太郎,西本孝一 :ヒラタキクイムシの個体生態学的研究 Ⅰ-ヒラタキクイムシのマス ･カル

チャー-,木材研究 ･資料,No.15,34(1980)

ll-136角田邦夫 :第30回日本木材学会大会 (京都)での木材保存に関する研究発表の概要,木材保存,

No.17,35(1980)

1ト 137角田邦夫,西本孝一 ･･海面貯木場におけるフナクイムシの食害と防除 (3)フナクイムシの定着

期,木材工業,35,166(1980)

ll-138角田邦夫,西本孝一 :海面貯木場におけるフナクイムシの食害と防除 (4)フナクイムシの生長

速度と木材への食害度,木材工業,35,315(1980)

1ト 139林 昭三 :木材の組織と材質,生物害と材料としての性質,木材研究 ･資料,No.15,1(1980)

ll-140石原茂久 :ホウ酸およびリチウム化合物による難燃性パーティクルボード,材料,30,731(1981)

1ト 141石原茂久 :ホウ酸 ･メラミン･ホルムアルデヒド付加縮合物の防火性能に及ぼすアルカリ金属の相

乗効果,材料,30,725(1981)

1ト 142R･IwATAandK･NISHEMOTO:ObservationsontheExternalMorphologyandtheSurface

Structure of(-)CtuSbrunneus(Stephens)(Coleoptera,Lyctidae)byScanningElectron
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Micrc･scoPy.I.LarvaealldPupae,Konl)･u,Tokyo,49,542(1981)

ll-143高橋旨象 赤田友鮎 柏崎清作,西本草刈･:36年を経過した在来工法木造住宅の腐朽および蟻害の

実態調査,木材保存,No.18,13(1981)

lト 144M･TAKAHASHⅠ:BendingCreepllestorPIvwoodsunderLongTerm ExposuretoFungal

Attack,Intern.Res.lntern･GγouponWoodPreSerUationNo.IRG/WP/2163(1981)

ll-】45KITsuNODA･･JWPA Method forTesting EffectivenessofSurfaceCoatingswith Pre-

servativesagairlStDecayFungi,Intern.Res.Grouf,onWoodPreserDation,No.IRG/WP/2164,

(1981)

ll-146石原茂久 :火災時の煙と有害ガス,木材研究 ･資料,No.16,49(1981)

ll-147西本孝一 :質と畳と使い方,木材保存,No.18,1(1981)

1ト 148西本孝一 :ニュージーランドの木材保存事情,木材保存,No.19,22(1981)

ll-149角田邦夫 :フナクイムシの木材穿孔性,木工機械,N｡.]07,9(1981)

lト 150角田邦夫 :日本におけるフナクイムシ問題の特殊性,木二仁機械,No,108,5(1981)

lト LEjlK.TsUNODA:The.JapaneseWoodPreservingIIldustry,Proc.N.Z.W.P.A.,21,pp.10(1981)

ll-152M.E.HEI)LEY,K.TsUNODAandK.NISHIMOTO:EvaluationofAlkylammonium Compounds

forUseasLOWToxicityWoodPreservativesinJapan,WoodResearch,No.68,37(1982)

ll-i5.3R.IwATAaridK.NISHIMOTO:Obset･vationsontheExternalMorphologyandtheSurface

Structure (,r i,vc/usbrlJ,m ews(Stephens)(Coleopter･a, Lyctide)by Scanning Electron

Micr･oscopy.H.AdultsandEggs,Kont/vu,Tokyo,50,10(1982)

1ト 154R.IwATAandK.NISHIMOTO:Studieson theAutecology ofI.vctusbrunneus(Stephens).

lV.InvestigationsontheCompositiorlOfArtificialDietsforllJCfusbrumeus(Stephens)

(Col.,Lyctidae),MaterialtJ.OrganismeTl,17,51(1982)

ll-155K.KANAI,J.AzUMAandK･NISHIMOTO:Studieson DigestiveSystem ofTermitcs･I･

Digestion orCarbohydratesbyTermi te Cop/oterme∫ for,Tl05anuSShiraki,Wood Research,

No.68,47(1982)

いて,木材保存,No.21,44(1982)

iト 157西木孝一 :しろあ り防除薬剤の将来展望と現状への対応,しろあ E),No.7,1(1982)

lト 159高橋旨象 ‥エフロ第17回世界大会における木材保存に関する研究発表の概要,木材保存,Not20,

60(1982)

1l一一160今村祐嗣,西本孝一 ‥市販パーティクルボードの耐朽性,木材研究 ･資料,No.18,162(1983)

ll-161石原茂久,東丸敬三,兼丸虞一一:木質パネルの耐火性能 ユ.間伐材集成壁および在束木質壁の耐火

性能,木材研究 ･資料,No.18.146(1983)

ll-162R.IwATAandK,NISmMOTO:StudiesontheAutecologyofT,)･clusbrunnelLS(Stephens).V.

ArtificialDietinRelationshiptolieetlcSupply,MokuzaiGakkai∫hi,29,336 (1983)

ll-163K.TsuNODAandK.NISHIMOTO:LaboratoryMethodf-orEvaluatingtheEffectivenessof

FungicidesinControllingSapstainandMoldonWood,Moku～7aiGakkais,如,29,481(1983)

ll-164K.TsUNODAarldK.NISHIMOTO:Fungicidaland TermiticidalEffectivenessofAlkylam-

monium Compounds,Intern.Res.Groupo,iWoodF,･eseγualL'onNo.IRG/WP/3232(1983)

ll-165K.TsuNODAandK.NsHTMOTO:StudiesorLow ToxicityAnti-Sapstain Chemicals(H)
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Evaluation on theNew Formulation asan Anti-Sapstain and Anti-Mold Agent,J.

Antibact.Antlfung.Agent∫,ll,87(1983)

ll-166角田邦夫,高橋旨象,西本孝一 :低毒性防かび剤の研究 (1) ゴム ノキの防かび,木材研究 ･資

料,No.17,122(1983)

ll-167S･ YATA and K.NISHIMOTO:Distribution orMetalElementsin Wood lmpregnated

MetalwithAqueousSolutionsofMetalSaltsasDetermined by SEMIEDXA)Wood

Research,No.69,80(1983)

ll-168S･ YATA and K･NISHIMOTO:Application orSEM-EDXA Technique to the Study or

DistrilMtioninPreservative-TreatedWood,WoodResearch,No.69,71(1983)

ll-169石原茂久 :木材の燃焼と耐火性能,ニューランバーマン,13(47),1(1983)

ll-170石原茂久 :防火剤について,とくに木材および木質材料に対するリン化合物の防火作用,

木材保存,No.23,40(1983)

1ト 171西本孝一 :乾材食害虫としてのヒラタキクイムシ (LJCtu∫brunneusStephen∫)について,

環境管理技術,1,139(1983)

ll-172西本孝一 :防腐 ･防虫合板の研究開発の動向,木材研究 ･資料,No.17,60(1983)

ll-173今村祐嗣,西本孝一 :市販パーティクルボードの耐犠牲,木材工業,39,70(1984)

ll-174西本孝一 :しろあ り/その生物学 (1)-シロアリに関係する原生動物とその消化に関する役割-,

環境管理技術,2,12(1984)

ll-175西本孝一 ‥しろあ り/その生物学 (2)一群飛とコロニーの設営-,環境管理技術,2,162(1984)

12.パルプ ･紙

12-001木村良次 ‥砕木パルプの研究 (第 1報),製紙科学,2(1),9(1948)

12-002木村良次 ‥砕木パルプの研究 (第 2報),製紙科学,2(2),6(1948)

12-003木村良次 :砕木パルプの研究 (第3報),製紙科学,2(4),ll(1948)

12-004木村良次 :砕木パルプの研究 (第4報),製紙科学,2(5),39′f(1948)

12-005北尾弘一郎 ‥/ミルプ蒸解機構に関する研究 (第 1報) クラフト法蒸解における Na2Sの消費量 に

ついて,木材研究,No.5,8(1949)

12-006木村良次 :半化学パルプに就いて, レーヨン･エーヂ,12(i),17(1950)

12-007木村良次 ‥褐色砕木パルプの研究 (其の 1)(第 9報)砕木パルプに関する研究,木材研究,No.7,

18(1950)

12-008木村良次 :褐色砕木パルプの研究 (其の2)(第10報)砕木パルプに関する研乳 木材研究,No.7,

26(1950)

12-009北尾弘一郎 :人絹パルプの鉄及びマンガン含量に就いて,木材研究,No.8,1(1951)

12-010北尾弘一郎 :防腐剤 Pentachlorophenolを注入された木材の亜硫酸/ミルプ蒸解,木材研究資料,

No.3,40(1951)

12-011北尾弘一郎 :潤菓樹パルプ中の髄腺細胞の化学成分,木材研究,No.ll,21(1952)

12-012舘 勇,木村良次,西川広夫 ･･/くルプ及び製紙に関する研究 (I)製紙用パルプ原料 としての

潤菓樹蒸解に就いて,木材研究,No.10,33(1952)

12-013木村良次･北野昭俊,舘 勇 ･･/ミルプ及製紙に関する研究DI紙の強度に関する研究 (I),木材

研究,No.12,31(1953)

12-014木村良次,寺谷文之,舘 勇 ‥/ミルプ及び製紙に関する研究 (第4報)/くルプ中のリグニン含有
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畳と紙力との関係,木材研究,No.13,157(1954)

12-015木村良次,北野昭俊,田村辰也,舘 勇 :パルプ及び製紙に関する研究 (第5報)叩解度と紙力

との関係 (1),木材研究,No.13,165(1954)

12-016フ机寸良次,寺谷文之,舘 勇 :パルプ及び製紙に関する研究 (第6報)叩解度と紙力 との関係

(2),木材研究,No.13,175(1954)

12-017木村良次 :パルプ及び製紙に関する研究 (第 7報)繊維並に紙の強度に及ぼす繊維素重合度の影響

についての理論的考察,木材研究,No.13,182(1954)

12-018木村良次 :パルプ用材として南ボルネオ材の調査研究 (第 1報),木材研究,No.13,306(1954)

12-019北尾弘一郎 :広葉樹パルプ中の微小細胞に関する研究 (第2報)シラカバの-材幹のクラフト及び

亜硫酸パルプ中の柔細胞アセ トン抽出物の成分,木材研究,No.13,121(1954)

12-020北尾弘一郎 :広葉樹/ミルプ中の微小細胞に関する研究 (第3報)各種の広葉樹パルプ中の微小細胞

の成分の比較,木材研究,No.13,125(1954)

12-021北尾弘一郎 :広葉樹パルプ中の微小細胞に関する研究 (第4報)微小細胞と木繊維 との重合度分

布,木材研究,No.13,129(1954)

12-022北尾弘一郎 :広葉樹/ミルプ中の微小細胞に関する研究 (第5報)微小細胞の紙の強度に及ぼす影

響,木材研究,No.13,135(1954)

12-023北尾弘一郎,越島哲夫 :屋久島産広葉樹のパルプ原木的研究,木材研究,No.13,139(1954)

12-024越島哲夫,北尾弘一郎,舘 勇 :メタセコイアのパルプ化に関する研究 (第 1報)硫酸塩蒸解に

ついて,木材研究,No.13,150(1954)

12-025舘 勇,木村良次,北野昭俊 ‥パルプ及び製紙に関する研究 (第8報)パルプ解砕機並にボンフ

についての一考察,木材研究,No.13,194(1954)

12-026猪川三郎,後藤良造 ‥手漉和紙に関する研究 (第2報)｢ネリ｣の コロイ ド性について,木材研

究,No.14,50(1955)

12-027木村良次,寺谷文之 :パルプ及び製紙に関する研究 (第9報)亜硫酸ソーダ硫化ソーダ混合薬液に

ょるシラカバの蒸解について,木材研究,No.14,58(1955)

12-028木村良次,寺谷文之 ‥パルプ及び製紙に関する研究 (第10報)亜硫酸ソーダ硫化ソーダ-混合薬液

によるアカマツの蒸解について,木材研究,No.14,66(1955)

12-029木村良次,北野昭俊 ‥パルプ及び製紙に関する研究 (第1】報)パルプの化学的崩壊が試験紙葉の強

度に及ぼす影響,木材研免 No･15,1(1955)

12-03()北尾弓左一郎 :広葉樹パルプ中の柔細胞に関する研究 (第6報) クヌギの広髄線の繊維素重合度につ

いて,木材研究,No.14,1(1955)

12-031北尾弘一郎 ‥広葉樹パルプ中の柔細胞に関する研究 (第7報)シラカバのパルプ中の柔細胞につい

て,木材研究,No.14,6(1955)

12-032小林 穆 ‥亜硫酸パルプ廃液の利用について,木材研究,No･15,80(1955)

12-033越島哲夫,北尾弘一郎 ‥シラカシセミケミカルパルプの蒸解法の相異によるパルプの性質につい

て,木材研究,No.14,15(1955)

12-034世良 明,後藤良造 ‥手渡和紙に関する研究 (第 1報)製造過程中に於ける繊維の組成変化につい

て,木材研究,No.14,42(1955)

12-035舘 勇,木村良次,北野昭俊 ‥パルプ及び製紙に関する研究 (第12報)堅型回転式スクリーンの

設立並に考察,木材研究,No.15,14(1955)

12-036木村良次,寺谷文之 :パ′レプ及び製紙に関する研究 (第13報)亜硫酸ソーダ,硫化ソーダ法による
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アカマツの半漂白パルプの性質について,木材誌,2(I),24(1956)

12-037木村良次,北野昭俊 :パルプ及び製紙に関する研究 (#14報)パルプの化学的崩壊が試験紙葉の強

度に及ぼす影響,木材誌,2(1),28(1956)

12-038木村良次,寺谷文之 ‥パルプ及び製紙に関する研究 (第15報)紙の AirResistanceに就いての基

礎的研究 (1),木材研究,No.16,70(1956)

12-039K･KITAO)Y･NAGATAandI･TACHI:PolarographicDetermination oftheRayon Pulp

Ash･(Part1)･Calcium andMagnesium,WoodRe∫erch,No.16,35(1956)

12-040北尾弘一郎,東郷和夫 :広葉樹 レーヨンパルプに関する研究 (第 1報)シラカバ材のビスフレック

について,木材研究,No.16,42(1956)

12-041小林 穆 ‥亜硫酸パルプ廃液に関する研究 (第 1報)B.0.D.について,木材研究,No.16,27

(1956)

12-042後藤良造,猪川三郎 :手渡和紙に関する研究 (第3報)｢ネリ｣の成分糖分析 と ｢ネリ｣の コロイ

ド性におよばす ミキサー (Mixer)の影響,木材研究,No.17,50(1957)

121043木村良次,寺谷文之 :′ミルプ及び製紙に関する研究 (第16報)紙の AirResistanceに就いての基

礎的実験 (2),木材研究,No.17,9(1957)

12-044北尾弘一郎 :広葉樹パルプの髄線ならびに柔細胞に関する研究 (第8報)広葉樹パルプの樹脂なら

びに飾別による樹脂の除去,木材研究,No.17,31(1957)

12-045北尾弘一郎 :東郷和夫 :北海道産広葉樹のパル プ原木的研究 (第 1報),木材研究,No.17,43

(1957)

12-046寺谷文之,木村良次 :パルプ及び製紙に関する研究 (第17報)広葉樹ケミグランドパルプに関する

研究 (1),木材研究,No.18,16(1957)

12-047越島哲夫,北尾弘一郎,舘 勇 :人絹用/ミルプ中のマンノース残基について,木材研究,No.19.

19(1958)

12-048寺谷文之,木村良次 :パルプ及び製紙に関する研究 (第18報)紙の AirResistanceについての基

礎的実験 (3),木材研究,No.19,1(1958)

12-049寺谷文之,木村良次 :/ミルプ及び製紙に関する研究 (第19報)広葉樹ケミグランドパルプに関する

研究 (2),木材研究,No.20,37(1958)

12-050猪川三郎,後藤良造,高月 昭 .･手渡和紙に関する研究 (第 7報)黄萄葵粘質液の弾性について,

木材研究,No.21,26(1959)

12-051木村良次,寺谷文之 :パルプ及び製紙に関する研究 (第20報)紙の透気度についての基礎的実験

(4),木材研究,No.21,1(1959)

12-052北尾弘一郎 :フサアカシア (AcaciadealbataLink)のパルプ化,木材研究,No.22,30(1959)

12-053小林 穆 :亜硫酸パルプ廃液と BOD について,木材研究,No.22,43(1959)

12-054北尾弘一郎 :広葉樹パルプの髄線ならびに柔細胞に関する研究 (第9報)シラカバクラフトパルプ

工場の濃縮黒液面に分離する物質の成分,木材研究,No.24,1(1960)

12-055小林 穆 :亜硫酸/ミルプ廃液に関する研究, 0ⅩygenSagCurveについて,木材研究,No.24,

6(1960)

12-056寺谷文之,木村良次 :パルプおよび製紙に関する研究 (第21報)紙の透気度についての基礎的実験

(5),木材研究,No.24,22(1960)

12-057木村良次,寺谷文之 :パルプおよび製紙に関する研究 (第22報)合成繊維を用 いた シートの性質

(1),木材研究,No.25,20(1961)
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12-058北尾弘一郎 :広葉樹パルプの髄線ならびに柔細胞に関する研究 (第10報)シラカバクラフトパルプ

工場の濃縮黒液面に分離する物質の成分 (続),木材研究,No.26,15(1961)

12-059小林 榎 :亜硫酸パルプ廃液に関する研究(第4報)B.0.D.について,木材研究,No.26,6(1961)

12-060小林 穆 :亜硫酸/ミルプ廃液に関する研究 (第5報)色調について,木材研究,No.26,10(1961)

12-061寺谷文之,木村良次 :パルプおよび製紙に関する研究 (第23報)合成繊維を用 いた シー トの性質

(2),木材研究,No.25,28(1961)

12-062フ材寸良次,寺谷文之 :タバコ残梓のパルプ製法に関する研究 (第 1報),紙パ技協紙,16(ll),26

(1962)

12-063木村良次,寺谷文之 :♂/iコ残梓のパルプ製法に関する研究 (第 2報),紙パ技協誌,16(12),38

(1962)

12-064寺谷文之,木村良次 :多孔性シートについて,技術会報 (奥野紙パ研),3,1(】962)

12-065木村良次 ･･製紙と不織布 BondedMaterialS,I,18(1962)

12-066木村良次,寺谷文之 :タバコ残梓のパルプ製法に関する研究 (第 3報),紙 パ技 協誌,17(3),12

(1963)

12-067フ杯 恨 次,寺谷文之 :タバコ残梓のパルプ製法に関する研究 (第4報),紙 パ技 協紙,17(7),31

(1963)

12-068小林 穆 :亜硫酸パルプ廃液の起泡性について,木材研究,No.29,25(1963)

12-069木村良次,寺谷文之 :特殊紙原料としてのタバコ茎/ミルプの研究,木材研究,No.34,62(1965)

12-070小林 穣 :ニュージーランドマツ (PinusradiafaD.Don)につ いて,木材研究,No.34,249

(1965)

12-071木村良次 :含浸紙に関する研究 Ⅰ,木材研究,No,38,64(1966)

12--072木村良次 :(資料)紙の通気性 (透気度)に関する一つの実験,木材研究資料,No.5,20(1971)

]2-073フ材寸良次 :紙 ･パルプ研究に関する二 ･三の愚見.木材研究資料,No.8,42(1974)

13.リグ ニ ン

13-001北尾弘一郎 :化学パルプ製造に於ける脱 リグニン機構に関する研究 (第 2報)中性亜硫酸塩蒸解に

於けるリグニンのスルフォン化について,木材研究,No.8,5(1951)

13-002北尾弘一郎 :化学パルプ製造に於ける脱 リグニン機構に関する研究 (第 3報)酸性亜硫酸塩蒸解に

於けるリグニンのスルフォン化について,木材研究,No.8,9(1951)

13-003北尾弘一郎 :リグニンに関する研究 各種広葉樹木粉のアルカリ･ニトロベ ンゼ ン酸化,木材研

究,No.34,54(1965)

13-004渡辺康光,北尾弘一郎 :リグニンの熱分解ガスクロマ トグラフィー,木材研究,No.38,40(1966)

13-005北尾弘一郎,渡辺康光 :リグニンの熱分解ガスクロマ トグラフィー,材料,16,844(1967)

13-006T.HIGUCHI:BambooLigninandItsBiosynthesis,WoodRe∫eaych,No.48,1(1969)

13-007T.HIGUCHrandM.SHIMAT)A:Metabolism ofPhenylalanineandTyrosineduring Lig-

nificationofBamboos,Pkytochem.,8,1185(1969)

I3-008M.SHIMADA,H.OHASHIandrll. HIGUCHI:0-MethyltransferasesinvolvedintheBiosynthesis

ofLignins,PkLylochem.,9,2463(1970)

13--009M.SHIMADAandT.HIGUCHI:SomePropertiesofO-MethyltrtlnSferasefrom BambooShoot,

7,1′oodRe∫earch,No.50,19(1970)

13-010M.SHIMADA,T.YAMASAKIandT.HIGtlCm:Metabolism off-CoumaricAciddullingLig一
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nificationofaBamboo,Pkytochem.,9,1(1970)

13-011T.HIGUCHI,K.OGINOandM.TANAHASHI:EHectofPolysaccharidesonDehydropolymeriza-

tionofConiferylAlcohol,WoodResearch,No.51,1(1971)

13-012M.SHIMADA,T.FUKUTSUKA andT.HIGUCHl:Ester LinkagesofpICoumaricAcid in

BambooandGrassLignins,TaMi,54,72(1971)

13-013T.YAMASAKIandT.HIGUCHI:PIHydroxyphenylComponentofGrassLignin,Mokuzai

Gakkaisili,17,117(1971)

13-014T.HIGUCHI:FormationandBiologlCalDegradationofLignins,ln"Advancesin Enzy-

mology",34,207-283,ed.byF.F.Nord,IntersciencePublishers,New York,London,

Sydney,Toronto,pp.619(1971)

13-015TIHIGUCHI,M･TANAHASHIand A･SATO:AcidolysisofBamboo Lignin･Ⅰ･Gas-liquid

ChromatographyandMassSpectrometryofAcidolysisMonomers,MokuzaiGakkaishi,18･

183(1972)

13-016小西清司,井上嘉幸,樋口隆昌 :カワラタケによるリグニンの分解 (第4報) リグニンのフェニル

プロパン結合様式に及ぼすラッカーゼ型酵素の影響,木材誌,18,571(1972)

13-017F.NAKATSUBO,M.TANAHASHIandT.HIGUCHI:AcidolysisofBambooLignin･II.Isolation

andIderltificationofAcidolysisProducts,WoodResearch,No.53,9(1972)

131018佐藤 恒,西尾康三,北村晃子 :ナンキンマメ (Arachi∫ku,pogaeaL.)のリグニンのシリングアル

デヒドとバニリンの量比 (S/V 値)について,濃化誌,46,603(1972)

13-019M･SHIMADA:BiochemicalStudiesonBambooLigninandMethoxylationin Hardwood-

andSoftwoodLignins.WoodRe∫earch,No.53,16(1972)

13-020M･SHIMADA,H.FusHIK工andT.HIGUCHI:0-MethyltransferaseActivityfrom Japanese

BlackPine,Phytochem.,ll,2657(1972)

131021MISI{IMADA)H･FusHIKIandT･HIGUCHI:Mechanism ofFormationofSyringylComponents

inLignin,Pkiylochem.,ll,2247(1972)

131022M･SHIMADA,H･FUsHIK工and T･HIGUCHI:0-Methyltransferase asa Key Enzymein

BiosynthesisofGuaiacylandSyringylLignins,MokuzaiGakkai∫hi,18,43(1972)

13-023T･YAMASAKI･K･HATAandT･HIGUCHI:ChemicalPropertiesofEnzymi cDehydrogenation

Polymerfrom A-CoumarylAlcohol,MokuzaiGakkai∫hi,18,361(1972)

13-024島田幹夫 :リグニン生合成における鍵酵素,化学と生物,10,443(1972)

13-025T･HIGUCHI,M･TANAHASHIand F･NAKATSUBO:Acidolysis ofBamboo Lignin･ⅠⅠⅠ･

Estimation ofArylglycerol-β-arylEtherGroupsin Lignins.Wood Re∫earch,No.54,9

(1973)

131026M.SHIMADA,H.FUsHlKlandT.HtGUCH工:Mechanism ofBiochemicalFormation ofthe

MethoxylGroupsinSoftwoodandHardwoodLignins,MokuJ=aiGakkaishi,19,13(1973)

13-027M･SHIMADA,H･KURODA andT･HrGUCHI:EvidencefortheFormation ofMethoxyl

GroupsofFerulicand SinaDicAcidsin Bambusaby the Same 0-Methyltransferase,

Phyochem.,12,2873(1973)

13-O28T･YAMASAKr,K･HATAandT･HIGUCHI:DehydrogenationPolymerofSinapylAlcohol,
MokuヱaiGakkaishi,19,299(1973)

13-029樋口隆昌 ‥広葉樹 リグニンの化学,木材研究資料,No.7,1(1973)
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13-030樋口隆昌 :リグニンの化学,化学,28,226(1973)

13-03】T.HIGUCHI,F.NAKATSUBOand Y.IKEDA:Enzymi cFormation ofArylglycerolsfrom

p-HydroxycinnamylAIcohols,Holdorsch.,28,189(1974)

13-032S.KoNISHr,Y.INOUEandT.HIGUCHl:Decomposition ofLignin byCoriolu∫Z,eT∫icolor.

V.FormationofCarboxylGroupsintheLignintreatedwithFungalLaccase,Mokuzai

Gakkaishi,20,26(1974)

13-033Y.NAKAMURA,H.FUsHIKIandT.HIGUCHI:MetabolicDifrTerencesbetweenGymnosperms

andAngiospermsintheFormationorSyringylLignin,PjlJtOChem.,13,1777(1974)

13--034Y.NAKAMURA,F.NAKATSUBOandT.IilGUCHr:Synthesisofp-Coumar-,Conifery1-and

SinapAldehydcs,Wooblherch,No.56,1(1974)

13-035H.KURODA,M.SHIMADAandT.HIGUCH工:PurificationandPropertiesofO-Mcthyltransferase

involvedintheBiosynthesisofGymnosperm Lignin,PkLytOChem･,14,1759(1975)

13-036F.NAKATSUBO,K.SATOandT.HlGUCHI:SynthesisofGuaiacylglycerol-β-guaiacylEther,

HoIJ=forsch.,29,165(1975)

131037F.NAKATSUBOandT.HtGUCHl:Synthesisof1,21Diarylpropane-1,3-DiolsandDeterminatiorl

ofTheirConBgurationS,Holzforsch.,29,193(1975)

13-038F.NAKATSUBO andT.HIGUCHI:EnzymicDehydrogenation ofp-CoumarylAIcohol･I･

StructureofDimericCompounds,Holzfor∫ch.,29,64(1975)

13-039F.NAKATSUBO andT.HIGUCm:EnzymicDehydrogenation ofA-CoumarylAIcohol･II･

ConfigurationofPhenylcoumarans,Holzfor∫ch･,29,95(1975)

13-040F.NAKATSUBOandT.HIGUCHⅠ:EnzymicDehydrogenation orb-CoumarylAIcohol･1II･

AnalysISOfDilignolsbyGasChromatographyand NMR Spectrometry･Wood Research,

No.58,12(1975)

13-041M.TANAHASHI,F.NAKATSUBOandT･HIGUCHl:StructuralElucidationofBambooLignin

byAcidolysisandOzonolysisI,WoodResearch,No･58,1(1975)

13-042樋口隆昌 :リグニンの生合成,化学と生物,13,206(1975)

13-043樋口隆昌 ‥木材細胞壁成分の生合成と細胞器官,材料,24,798(1975)

13-044樋口隆昌 :リグニンの進化,木材研究資料,No.10,1(1976)

13-045T.HIGUCm:BiochemicalAspectsofLignification and Heartwood Formation,Wood

Research,No.5g/60,180(1976)

13-046H.KuRODAandT.HIGUCHI:Characterization and BiosynthesisofMistletoe Lignin,

phyochem.,15,1511(1976)

13-047F.NAKATSUt30,K.SATO and T.HIGUCHI:Enzym ic Dehydrogenation ofA-Coumaryl

AIcohol.IV.Reactivityofquinonemethidc,MokuzaiGakkaishi,22,29(1976)

13-048Y.NAKAMURA andT.HlGUCHI:A New SynthesisofConiferylAldehydeand Alcohol,

woodResearch,No.59/60,lot(1976)

13-049Y.NAKAMURAandT.HIGUCHt:EsterLinkageofp-CoumaricAcidin Bamboo Lignin,

LIoldorsch.,30,187(1976)

】3-050A.SATO,T.KITAMURAandT･HIGUCHI:Studieson Wood Phenolics,Part5･Chemical

propertiesandNMR AnalysisofMilledWoodLignin,WoodResearch,No･59/60,93(1976)

13-051K.TANAKA,F.NAKATSUBO aridT.HIGUCH.‥ReactionsofGuaiacylglycerol-p-guaiacy1
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Etherwith SeveralSugars.I.Reaction ofquinonemethidowith D-GlucuronicAcid,

MokuzaiGakkaishi,22,589(1976)

13-052M.TANAHASHⅠ,H.TAKEUCHIand T.HIGUCHI: Dehydrogenative Polymerization or

3,51Disubstitutedp-CoumarylAIcohols,WoodRe∫earch,No.61,44(1976)

13-053T.YAMASAKI,K.HATAandT.IiIGUCHI:DehydrogenationPolymerofSinapylAlcoholby

PeroxidaseandHydrogenPeroxide,MokuzaiGakkai∫hi,22,582(1976)

13-054越島哲夫 :リグニン利用のための化学転換,材料,25,1143(1976)

13-055島田幹夫,樋口隆昌 :リグニン生合成における 0-メチル トランスフェラーゼ,蛋白質,核酸,酵

素,76,410(1976)

13-056T.HIGUCHI,M.SHIMADA,M.TANAHASHZ,F.NAKATSUBO andT.YAMASAKI:Biochemistry

ofLignin Formation in Wood,in "TappiConferencePapers:ForestBiology Wood

Chcmi stryConferenceH,31-36,ed･byTechnicalAssociation ofthePulp and Paper

lndustry,TAPPI,Georgia,pp.277(1977)

13-057T.HIGUCHI,M.SHIMADA,F.NAKATSUBOandM.TANAIiASH【:Differencesin Biosyntheses

ofGuaiacylandSyringylLigninsinWoods,WoodSci.Tech,10l.,ll,153(1977)

13-058岩原章二郎,桑原正章,樋口隆昌 :微生物によるコニフェリールアルコール脱水素重合物 (DHP)

の分解について,醸酵工学会誌,55,325(1977)

13-059H.KUTSUKIandT.HIGUCHI:TheFormationofLigninofErythrinacri∫fa-galli,MokuZai

Gakkaishi,24,625(1978)

13-060Y･NAKAMUiAandT.HIGUCHI:EsterLinkageofp-CoumaricAcid in BambooLignin.

III･Dehydrogenative Polymerization ofConiferylA-Hydroxybenzoate and Coniferyl

p-Coumarate,Cellulo∫eChem.Technol.,12,209(1978)

13-061Y･NAKAMURAandT.HlGUCHI:EsterLinkageofp-CoumaricAcid in Bamboo Lignin.

H.SynthesesofConiferylA-Hydroxybenzoateand Coniferylp-CoumarateasPossible

Precursorsof-AromaticAcidEstersinLignin,Cellulo∫eChem.Technol.,12,199(1978)

13-062T.SHIO and T.HIGUCHI:Studieson the Ligninsof-Podocarpu∫,GTWtum,DrimJSaTld

Pseudowintera,WoodResearch,No.63,1(1978)

131063TIYAMASAKf,K･HATA andT･HIGUCHI:Isolation and Characterization ofSyringyl

ComponentRichLignin,Holzjbr∫ch.,32,44(1978)

13-064T.YAMASAKr,K.HATA andT.H工GUCHI:Separation ofs-DHP from aMixtureofc-

ands-DHPswithSpecialReferancetotheIsolationofSyringylLignin,Holzforsch.,32,

20(1978)

13-065島田幹夫 :リグニン生合成における酵素学的研究,木材研究資料,No.12,1(1978)

13-066M･KoDER･A,M･TANAHASHIand T･HIGUC王i工:Dehydrogenative Co-polymerization or

d-CatechinandConiferylAlcohol,WoodResearch,No.65,1(1979)

13-067F･NAKATSUBO and T･HIGUCHI:SynthesisofPhenylcoumarans,MokuzaiGakkaishi,25,

735(1979)

13-068M･OfITA,T･HIGUCHIand S･lwAHARA:MicrobialDegradation ofDehydrodiconferyl

AIcohol,aLigninSubstructureModel,Arch.Microbiol.,121,23(1979)

13-069K･TANAKA,F･NAKATSUBOandT･HIGUCHI:ReactionsofGuaiacylglycerol-p-guaiecyl

EtherwithSeveralSugars･II･ReactionsofquinonemethidewithPyranohexoses,Mokuzai
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Gakkaishi,25,653(1979)

13--070S･IwAlmllA,T.NISHIHlRA,T.JoMORl,M.KUwArIARAandT.HIGUCHI:EnzymicOxidation

ofa,, .a -UnsaturatedAIcoholsintheSideChainsofLignin-relatedAromaticCompounds,

J.Ferment.Technol.,58,183(1980)

13-071T･HIGUCIiI:MicrobialDegradationofDilignolsasLigninModels,ill"LigninBiodegrada-

1二ion:Microbiology,Chemi stryand PotentialApplicationsH,i)171-193,ed･byT･K･

Kirli,T･HiguchiandH.-m.Chang,CRC Press,13ocaRaton,Florida,pp.241(1980)

13-072T･HIGUCm andF･NAKATSUBO:SynthesisandBiodegradationofOligolignols,Kemia-KeTm,

9,481(1980)

13-073T･HIGUCHl:BiochemistryofLignification,WoodRe∫earch,No.66,1(1980)

13…074Y･KAMAYA,F･NAKATSUBOandT･H【GUCHl:Svnthesisora Trimeric Lignin Model

CompoundComposedofβ-0-4andSyringarcsinoISubstructures,MokuJZa2'Gakkai∫hi,26,

471(1980)

13-()75rr･KATAYAMA,F･NAKATSUBOandT･HIGUCHl:initialReactionsintheFungalDegradation

orGuaiacylglycerol-β-Conifh･ylEther,a Lignin SubstructureModel,Arch.Microbiol.,

126,127(1980)

13-076F･NAKATSUBOandT,HIGUCHI:SynthesisorTrimericLigninModelCompoundcomposed

orPhenylcoumaranandβllStructures,MokuZaiGakkaishi,26,107(1980)

13-077F･NAKATSU130andT･HIGUCHI:SynthesisofTrimericLigninModelCompoundscomposed

ofPhenylcoumaranandβ-0-4Structures,Moku之aiGakkais/tt,26,31(1980)

13-078F･NAKATSUBOandT･H工GUHl:SynthesisofGuaiacylglyccrol-β-Coniferylandβ-Conifbryl

AldehydeEthcrs,WoodRe∫eaT.Ch,No.66,23(1980)

]3-079H･NAMBA,F･NAKATSUP,0andT･HrGUCrtr:SvnthcsisofTrimericLigninMode一Compound

composcdofβ1014alldβ-1Structures,MokuヱaiGakkai∫hi,26,426(1980)

13-080A･NoGUCHI,M.SHIMADAandT.HIGUCHI:StudiesonLigninBiodegradation.I.Possible

RoleofNoIトSPeCihcOxidationofLigninbyLaccase,Holろ/or∫Ch･,34,86(1980)

13--081T.HIGUCrII:LigninStructureandMorphologlCalDistribution in PlantCellWalls,in

"LigninBiodegradatioll:Microbiology,Chemistry,and PotentialApplications",I,1-

19)cd･byT･K･Kirk)TIHiguchiandH･-m･Chang〉CRC Press,BocaRaton?Florida,

pp.241(1980)

13--082T.K.KIRK,T.HIGUCm andH.-m.CHANG:LigninBiodegradation:SummaryandPers-

pectives,lnHLigninBiodegradation:Microbiology,Chemistry,alldPotentialApplicationsH,

II,235-243,ed.byT.K.Kirk,T.HiguchiandH.一m.Chang,CRC Press,BocaRaton,

FIorida,pp.255(1980)

13-083岩原章二郎,一色健二,樋口隆昌 :Fu∫arium 属菌による d,lピノレジノールの分解について,

農化誌,55,991(1981)

13-084樋口隆昌 :オリゴリグノールの合成及びその微生物分解,四国二L研会報,32,22(1981)

13-085T.I-IIGUCIl【.･坦iodegradationofI｣ignin,WoodResearch,No･67,47(1981)

13-086T.HIGUCHl,M.SHIMADA,F･NAKATSUBO andT･K･KIRK:SomeRecentAdvancesill

LigninBiodegradationResearchasRelatedtoPotentialApplication,lnHBioconversion

and BiochemicalEngineering,VoltⅠ,Symposium 2日,205-231,ed･byT･K･Ghosc,
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IndianInstituteorTechnology,New Delhi,pp.486(1981)

131087T.HIC7UCHl:Biosynthesisand Biodegradation orLignln,in `̀The Ekman-days1981,

Vol.3",16-24,ed.bylnternationalSymposium on Wood and Pulping Chemistry,

ISWPC,Stockholm,pp.109(1981)

13-088Y.KAMAYA,F.NAKATSUBO and T･HIGUCHl:Degradation ofd,l-Syringaresinol,aβ-β'

Linked LigninModelCompound,byFusarium solaniMl13-1,A,ch･Microbio/･,129,305

(1981)

13-089T.KATAYAMA,F.NAKATSUBOandT.HIGUCHl:DegradationofArylglycerol-β-arylEthers,

LigninSubstructureModels,byFusarium solarli,Arch･Microbiol･,130,198(1981)

13-090T.KATAYAMA,F.NAKATSUBOandT.HIGUCHI:SynthesesofArylglycerol-β-arylEthers,

MokuzaiGakkai∫hi,27,223(1981)

13-091H.KURODA,M.SHIMADA and T.HIGUCHI: Characterization ofa Lignin-SpeciGcOI

MethyltransferaseinAspenWood,Ph/vtochem･,20,2635(1981)

13-092H.KURODA,M.SHIMADAalldT.HIGUCH【:RolesofBamboo0-Methyltransferasein the

LigninBiosynthpsis,WoodResearch,No･67,17(1981)

13-093H.KUTSUKr,M.SfltMADA and T.HIGUCHI:The Role of0-Methyltransferasein the

FormationofLigninandLignansintheGenusThuja,MokuZaiGakkai∫hi,27,39(1981)

13-094H.KuTSUKI,F.NAKATSUBOandT.HIGUCHI:ANewSvnthesisofConiferaldehvde,MokuCai

Gakkaishi,27,520(1981)

13-095H.KUTSUKIand T.HIGUCHl･.ActivitiesofSome EnzymesofI.ignin Formation in

ReactionWood or Thuja (,rieTualis,Meta∫equoia glLyPto∫troboide∫and Robiniapseudoacacia,

Planta,152,365(1981)

13-096F.NAKATSUBO,T.K.KIRK,M.SHIMADAandT.HIGUCHI:Metabolism ofaPhenylcou-

maranSubstructureLigninModelCompound in LigninolyticCulturesofPhaTlerOChaeie

chrJ∫05Porium,Arch.Microbiol･,128,416(1981)

13-097F.NAKATSUBO:Enzymic Dehydrogenation orクーCoumarylAlcoholand Syntheses or

Oligolignols,WoodRe∫earch,No.67,59(1981)

13-098F･NAKATSUBO,Ⅰ･D･RETDandT･K･KIRK:InvolvementofSingletOxygenintheFungal

DegradationofIJignin,Biochem.Bioph.ys･Re∫.Comm･,102,484(1981)

13-099M.SHIMADA,F.NAKATSUBO,T.K.KIRKandT･HIGUCHI:BiosynthesisoftheSecondary

Metabolite VeratrylAlcohol in Relation to Lignin Degradation in Phanerochaete

chrJ∫OSPorium,Arch.Microbiol.,129,321(1981)

13-100M.SfIIMADA,F.NAKATSUBO,T.HIGUCHIandT.K.KIRK:L-GlutamateRepression of'

BiosynthesisofVeratrylAlcoholinRelationtoLignin Biodegradation in Phanerochae/e

chrJ∫osporium,1981InternationalSymposium on Wood and Pulping Chemistry 〔The

Ekman-Days〕,3,99(1981)

13-101T･SHIO andT･HIGUCHI:OccurrenceofGuaiacylLignin inAngiospermousSpecies,

SarcaTldraglaberandSarcandraspicatus,WoodResearcl/,No.67,43(1981)

13-102M･TANAHASHIand T･HIGUCfiI:Dehydrogenative PolymerizatiorlOrMonolignolsby

PeroxidaseandH202 in aDialysisTube･Ⅰ･Preparation Highly Polymerized DHPs,

WoodRe∫eart.h,No.67,29(1981)
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13-103M･TANAHASIil)T･AoKlandT･HlGUCH【:DehydrogenativePolymerizationofMonolignols

byPeroxidaseandH202 in aDialysisTube･ⅠⅠⅠ･Formation orLignin-Carbohydrate

Complexes(LCCs),MokuzaiCakkaishi,27,116(1981)

13-104T･HIGUCH-:BiosynthesisandBiodegradationofLignin,1981InternationalSymposium

o.-WoodandPulpingChemistry〔TheEkman-Days〕,3,16(1981)

13-105S･IwAHARAandT･HlGUCHl:EnzymicOxidationofd,l-Syringaresinol,Agyw･Biol･Chem･,

46,2153(1982)

13-106H･KURODA andT･HIGUCHl･･0-MethyltransferaseasaToolto Evaluate the Lignill

Evolution,WoodResearch,No.68,i(1982)

13-1()7H･KUTSUKr,M･SHIMADA and T･HIGUCrll: Regulatory Role ofCinnamylAlcohol

DehydrogcnaseintheFom ation ofGuaiacyland SvringylLignins,Pkytochem･,21,19

(1982)

13-1O8H･KUTSUKl,M･SrllMADAalldT･HIGUCHI:DistributionandRolesofp-Hydroxycinnamatc:

CoA LigaseinLigrlinBiosynthesis,PjliytOChem.,21,267,(1982)

]3-109H･KUTSUKIandT･HIGUCHl:ActivitiesofSome Enzymes of I,ignillFormation in

ReactionWood ofThujaorienlalisandMetasequoiaglyptoslroboides,WoodSci.Technol.,16,

287(1982)

13-ll()M･TANAHASIn･T･AoKIandT･H-GUCrll･･DehydrogenativePolymerizationofMonolignols

byPeroxidaseandHIZO 2inaDialysisrrube,1lol,={orsch.,36,117(1982)

i3-illT.UMEZAWA,F.NAKATSUBO and T.HIGUCHI: Lignin Degradation by Phanerochaele

chrJSOSPorium:Metabolism ofaPhenolicPhenylcoumaranSubstlluCtureModelCompound,

AT･ch.Microbiol.,131,124(1982)

13-112T.HIGUCflI:Biodegradation orLignin:Biochemistry and PotentialApplications,in

HNewTrendsinResearchandUtilizationorSolarEnergythroughBiologlCalSystemsH,

87-94,ed･byH･MislinandR･BachofbnPBirkhauscrVerlag,Bascl,Boston,Stuttgart)

pp.156(1982)

13-113T･ HIGUCHI: Biodegradation or Lignin: おiochcmistry and PotelltialApplications,

Experienti",38,159(1982)

13--114樋口隆昌 :リグニンとその進化 自然科学と博物館,49,56(1982)

13-115M.TANAHASHland T.HlGUCHI.･Possible Formation ofL.C.C･Viaquinonemethide

lntermediatcsofLignols.in"1982CanadianWood Chemistry SymposiumH,67(1982)

13-日6A.ENOKTand M.TAKAHASHI.･Metabolism ofLignin-Related CompoundsbyVarious

Wood-DecomposingFungi,lnHRccelltAdvancesin Lignin Biodegradation ResearchH†

119-133,ed･byTIHiguchi,LL-m･Cllal1g and T･K･Kirk,UlliPublishers)Tokyo,

pI).279(1983)

]3-117T.IJIGUCHl:BiosynthcsisandMicrobialI)egradationofLignin,in"TheNew Frontiers

iIIPlantliiochemistry",23-46,cd.lJyT･AkazaWa,T.Asahiand H･lmaseki,Japan

sciclltificSocietiesPress,Tokyo,pp.257(1983)

13-日8T.HIGUCrll,F.NAKATSUBO,Y.KAMAYA arid T.UMEZAWA:Mechanism of,a-ArylEther

CleavagcbyPhaTmlochaetechrJSOSPorium,and theRoleofPeroxidasein Lignin Biodeg-

1･adatiol一,inHRccentAdvancesinLignillBiodegradationRcsearchH,209-218,cd･byT･
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Higuchi,H.-m.ChangandT.K.Kirk,UNIPublishebsCot,Ltd･,Tokyo,pp.279(1983)

13-119T.HIGUCHr,F.NAKATSUBO,Y.KAMAYAandT.UMEZAWA:Biodegradation Pathwaysfor

DilignolsandLigninクlnH1983∫nternationalSymposiumonWoodandPulpingChemistry,

vol.3",32-37,ed.by InternationalSymposium on Wood and Pulping Chemistry,

ISWPC,Tsukuba,pp.177(1983)

131120Y.KAMAYA,F･NAKATSUBOandT.HIGUCHI:Degradation ofTrimericLignin Model

Compounds,Arylglycerol-PISyringaresinoIEthers,byFusarium solaniM-13-1,Agric･Biol･

Chem.,47,255(1983)

13-121Y.KAMAYAandT.HIGUCfiI:Degradationof'1,l-SyringaresinolandItsDerivatives,β-β'

LinkedLigninSubstructureModels,byPhanerochaetechrJsosporium,MokuJCaiGakkai∫hi,29,

789(1983)

13-122H･KURODA:ComparativeStudiesonOIMethyltransferasesinvolvedinLigninBiosynthesis,

WoodResearch,No.69,91(1983)

13-123H.NAMBA,F.NAKATSUBOandT.HIGUCHI:Degradation of.β-1Linked Dilignolsby

Fusarium∫olaniM-13-1,WoodRe∫earch,No.69,52(1983)

131124M.SHIMADA and T.HIGUCHI:BiochemicalAspectsofthe SecondaryMetabolism of-

XenobioticLigninandVeratrylAlcoholBiosynthesisin PhanerochaeteShrJsosporium,in

"RecentAdvancesinLigninBiodegradation Research日,195-208,ed.byT.Higuchi,

H.一m.ChangandT.氏.Kirk,UNIPublishersCoリLtd.,Tokyo,pp.279(1983)

13-125T･UMEZAWA,F･NAKATSUBOandT.HIHGUCHI:DegradationPathwayofArylglycerol-β-aryl

EthersbyPhanerochaetechrysosporium,Agric.Biol.Chem.,47,2677(1983)

13-126T.UMEZAWA,T.HIGUCHIand F.NAKATSUBO: Difference in 1802 Incorporation jn

Oxygenative Degradation of β-014 and β-1 Lignin Substructures by Phanerochaeie

chry∫osporium,Agric.Biol.Chem.,47,2945(1983)

13-127T.HtGUCHT,F.NAKATSUBO.,Y.KAMAYAandT.UMEZAWA･.BiodegradationPathwaysfor

DilignolsandLignin,1983InternationalSymposium onWoodand Pulping Chemistry,

3,32(1983)

131128Y･KAMAYA and T･HIGUCHt: Metabolism of Non-Phenolic Diarylpropane Lignirl

SubstructureModelCompoundbyCoriolusver∫icolor,FEMSMicrobiol.Left.22,89(1984)

13-129Y･KAMAYAandT･HIGUCHI:Metabolism of1,2-Disyrlnglypropene-1,31diolbyPhaTlerOChaete

chry∫osporium,MokuZaiGakkai∫hi,30,237(1984)

13-130Y･KAMAYAandT･HIGUCHl:DegradationofLigninSubstructureModelswithBiphenyl

LinkagebyPhanerochaelechrJSOSPorium Burds,WoodResearch,No.70,25(1984)

14.セルロース･ヘミセルロース

14-001舘 男,山森 昇 :- ミセルローズに関する研究 (第 i報)ヤマザクラ幹材- ミセルローズの紬

出及び分別に就いて,木材研究,No.4,1(1949)

14-002舘 嵐 山森 昇 :- ミセルローズに関する研究 (第 2報)ヤマザクラ幹材- ミセルローズの加

水分解並に組成について,木材研究,No.4,ll(1949)

14-003T･KosmJIMAandI･TACHI:StudiesonMannaninWoodPulp(I).IsolationofMannan

from β-and㍗-CelluloseandTheirsugarcomposition,Bull.Agri.Chem.Soc.Japan,21,
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14-004世良 明,後藤良造 :手渡和紙に関する研究 (第4報)三触〕波のホロセルp-ス及びキシランに

ついて,木材研究,No.18,27(1957)

14-005T･Kos1-1lJlMAandl･TACrll:Studiesor上Mannan in Wood Pulp lI.4-0-β-D-Glucosyll

J)-ManrlOSCObtainedfrom DissolvingPulーP,Bull.Agrl'.chem.Soc暮Japan,22,ll(1958)

14-0()6A･SERA,R･GoTOandY･TAKEDA:StudiesonJapaneseHand-madePaper･ VL On

thcStructureofXylaninthePurifiedBarkofMitsumata(Edgewol･tiaPaPirlfera Sieb･),

WoodResearch,No.21,19 (1959)

14-007T･KosHIJIMA:StudiesonMannanillWoodPulp(PartIV),Isolation and Purification

ofGlucomannarl,Bull.Agr.Chem.Soc.JaPa'L,24,687(1960)

14-OO8越島哲夫 :パルプ中のマンナンに関する研究 (第 3報)ジメチルスルホオキシサイ ド可溶- ミセル

ロース中のアセチル ･マンノース結合,木材誌 6.194(1960)

141009T･KosHtJIMA and l･TACH一･･StudiesonMannan in WoodPulp･III･Acetyl-Mannose

LinkagesintheHemicellulosesextractedwith Dimethylsulroxidc,MokuzaiGakkaishi,6,

194(1960)

14-0】0越島哲夫,北尾弘一郎,舘 勇 :アカマツGlucomannanの分離,木材研究,No.25,14(1961)

14-011越島哲夫 ‥′ミルプ中のマンナンに関する研究 (第5報)p-セルロース区分に存 在す るマンノース

基,農化誌,35,1288(1961)

14-012越島哲夫 :パルプ中のマンナンに関する研究 (第 6報)マンノグルカン,農化誌,35,1291(1961)

14-013越島哲夫 ･･パルプ中の マンナンに関す る研究 (第 7報)TheConstitutionofGlucomannan,

Agric.Biol.Chem.,25,706(1961)

14-014rr.KosI叩MA:Studieson Mannan in Wood Pulp.PartVII.rrhe Constitution ofla

Glucomannan,Agric.Biol.Chem.,25,706(1961)

14-015T･KoSrIUIMA:Studieson Mannan illWood Pulp.PartVIIL The Crystallininty of

Glucomannan,Agric.I3iol.Chem･,26,98(1962)

14-016越島哲夫 :アカマツダルコマンナンの構造とその結晶性,木材誌,9,132(1963)

14-Oj7M.ARAKl:ChemicalReactionbetween Celluloseand Formaldehyde･1.Preparationof

MethylcneCelluloseandItsMethylations,WoodResearch,No･33,1(1964)

14-018M.ARAKl:ChemicalReaction between Celluloseand Formaldehyde･ⅠⅠ.Structureof

MethyleneCellulose,WoodResearch,No.33,8(1964)

14-019前川英一,北尾弘一郎 :JLJrの-ミセルロースに関する研究 (I)- ミセルロースの単離およびその

構成糖について,木材研究,No.34,100(1965)

14-020前川芙一,北尾弘一-･創;:竹の- ミセルロースに関する研究 (皿)ブナおよび竹からえられたキシラ

ソの物理化学的性質,木材研究,No.37,6(1966)

14-021前川英一,北尾弘一一郎 :木材セルロースと関連多糖類 の IR スペクトル,木材研究,No･43,1

(1967)

14-022樋口隆昌 .･セルロース繊維の生合成,繊椎誌,2,287(1969)

14-023E.MAEKAWAandK.KITAO:IsolationandConstitutionofaXylanfromBamboo,Agric･

Biol.Chem.,37,2073(1973)

14-024FJ.MAEKAWAandK.K ITAO:Water-SolublePolysaccharidesin BambooShoots,AgriL･･

Biol.Chem.,37,2445(1973)
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14-025前川英一 :植物細胞壁多糖の抽出剤としてのジメチルスルホキシドの効果,濃化誌,48,75(1974)

14-026E.MAEKAWAandK.KITAO:TheStructureofanArabinogalactan isolatedfrom Bamboo

Shoot,Agric.Biol.Chem.,38,227(1974)

14-027i.MAEKAWA and K.KITAO:Isolation and Characterization ofHemicellulosefrom a

GinkgoNutS-L･ell,WoodResearch,No.58,33(1975)

14-028E.MAEKAWA:IsolationandFrastionationofWater-SolublePolysaccharidesfrom Bamboo

Shoot,Agric.Biol.Chem.,39,2281(1975)

14-029E.MAEKAWA:TheStructureofWater-soluble Polysaccharidesisolated from Bamboo

Shoot,Agric.Biol.Chem.,39,2291(1975)

14-OヨoT.KosHIJIMA,F.YAKU and R.TANAKA:Fractionation ofBjbrkman LCC from Pinus

den∫lJlora,AppliedPolymersymposium,No･28,1025(1976)

14-031E.MAEKAWA:StudiesonHemicelluloseofBamboo,WoodResearch,No.59/60,153(1976)

141032F･YAKU,Y･YAMADAandT･KosHIJtMA:LigninCarbohydrateComplex･Pt･II･Enzymic

DegradationofAcidicPolysaccharideinBjOrkmanLCC,Holzfor∫ch,30,148(1976)

14-033T.KosHIJIMA.M.YoNEDAandR.TANAItA:Chelating Polymel･Sderived from Cellulose

andChitin･II･EffectsofFunctionalGroup Densitiesintroduced into Polymersupon

theAmountsofCombinedMetals,CelluloseChem.TechT10l.,ll,359(1977)

14-034F.TANAKAandK.OKAMURA:Measurementof'PoleFiguresandOrientation Functions

forValoniaCellulose,1.Pol,vmerSci･,PolymerPhl,Sic∫Ed.,15,897(1977)

141035F･YAKUandT･KosHlJIMA:ThePreparation ofGlucosamine Oligosaccharideand Its

Cu(II)-Complex,CelluloseChem.Techrwl.,ll,369(1977)

14-036越島哲夫 :ジアルデヒドセルロースを材料とす るキレート性ポリマー,木材研究資料,No.ll,

1(1977)

14-037前川英一,越島哲夫 :亜塩素酸塩法による脱 リグニン過程で溶出する多糖 (第 i報)処理条件の変

化に伴って処理液中へ溶出する多糖成分,材料,28,665(1979)

14-038F･YAKU,S･TsUJIandTIKosHtJIMA:Lignin-CarbohydrateComplex Pt･III･Formation

ofMicellesintheAqueousSolutionofAcidicLignin-CarbohydrateComplex,Hol～7for∫ch.,

33,54(1979)

14-039越島哲夫 :多糖とリグニンの関 り合い, リグこ,/･糖複合体のミセル形成能に注目して,化学と生

物,17,432(1979)

14-040前川英一 ‥脱 リグニン過程における-ミセルロースの挙動,木材研究資料,No.13,13(1979)

14-041前川英一,越島哲夫 :亜塩素酸塩法による脱 リグニン過程で溶出する多糖 (第2報)7カマツ材木

粉から溶出した-ミセルロースの量および組成変化,木材誌,26,614(1980)

トトー042前川英一,越島哲夫 :亜塩素酸塩法による脱 リグニン過程で溶出する多糖 (第3報)アカマツ材木

粉の種々の脱 リグニン時における溶出多糖成分量,木材誌,26,624(1980)

14-043F･TANAKA)T･TAKAKI〉K･OKAMURA and T.KosHIJIMA:Orientation Distribution of

CelluloseCrystallitesinWoodyPlants･PartI･Pole-FiguresandOrientation Functions

ofCelluloseCrystallitesonOppositeWoodofPilW den∫LPora,WoodResearch,No.66,17

(1980)

14-044R･TANAKA)F･YAKUandT･KosHIJIMA:EnzymaticDegradationofFinelyDividedWood

MealofPi,- densljlora.Cellulo∫eChem.Technol.,14,859(1980)
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14-045東 順一,越島哲夫 :糖質の 13C-NMR･I.セルロース系糖質 の 13C-NMR,木材研究 ･資料,

No.16,63(1981)

CこlIlhohydmtcComPlcxcsfrom MilledWoodI-桓Ili1-1-;racti(川 OrPZ'"tJ∫/len.i/lornSicl).et

7,ucc.,c汀rb/lJV'lr./ies.,93,91(1981)

14--0471.HAOIWARA,N.Sr川IAIS1-17,T.YoKOTA,M.NoェIIMOTO and Y.HAYASliI:Homogcncous

Tritylation ofCellulosein aSO2-DEA-DMSO Medium,J.Wood Chem･Tee/m.,1,93

(1981)

14-048前川英一,上野幾男,越島哲夫 :2,3-ジカルボキシセルロース金属塩 の性質 と熱的挙動,繊維

誌,37,57(1981)

14-049S.MUKOYOSllI,J.AzUMA andT.KosHrJIMA:Lignin-CarbohydrateComplex from Com-

prcssionWoodofPinusdensIPoraSieb.etZucc,Holzfor∫ch.,35,233(1981)

14-OヨoF･TANAKA,K･OKAMURAandT･KoSHUIMA:CaracterizationofCelluloseinCompression

aIldOppositeWoodofPinu∫densLjloraTreegrownunderthe∫nfluenceofStrongWind,

WoodSci.Technol.,15,265(1981)

トトーO:-)1F.YAKU,R.TANAKAandT,KosHlJlMA:Lignin-CarbohydrateComplcxIPt.lVJJigni-iaS

SidcChainof'theCarbohydrateinBjOkmanLCC,Holzrorsch.,35,177(1981)

14-052越島哲夫 :- ミセルローズ ･リグニン,化学と生物,20,23(1981)

14-053T.KosHlJlMA,J.AzuMAandN.TAKAHAStII:Hydropl10bjcInteractionof-LCCMolecules

isolatedfrom MWLorPirleandBeechWoodsinanAqueousSolution,1981International

Symposium onWoodandPulpingChemistryLTheEkman-Days],1,67(1981)

14--054M.FUJlI,I.AzUMA,JJll.TANAKA,A.KATOandT.KosZ{lJIMA:Studieson Hemicelluloses

inTensionWood.1.ChemicalComposition orTension,Oppositeand SideWoodsof

JapaneseBeech(FaguscrenalaBlume),WoodResearch,No.688(1982)

14-()5:-)N.TAKAHASHl,J.AzUMA and T･KosHIJIMA:Fractionation ofLignin-Carbohydrate

ComplexesbyI-Iydrophobic-InteractionChromato.qraphy,Carboh/vdr.Res･,107,161(1982)

1Lトイ)56田中龍太郎,夜久富美子, 越島哲夫 :アセチルグルコマンナンの酵素分解 (第 日撮)アセチルマン

ノトリオースの分離,木材誌,28,156(1982)

14-057東 順一,越島哲夫 ･･桝質の 13C-NMR.日.キンラン系糖 質 の 1'lC-NMR,木材研究 ･資料,

No.17,132(1983)

ll-0:T,8I.AzuMA,M.FuJ‖a一一dT.KoslnJTMA:StudiesonHcmicellulosesillTcnsiollWood.IL

StructuralStudiesonXylansfrom Tension,OppositeandSideWoodsorJapanescBeech

(FaguSCγenataB】ume),I/roodResearch,No.69,12(1983)

]4-059A.rLNOKI,F.YAKUandT･KosHIJIMA:SynthesisofLCC ModelCompoundsandTheir

chemicalandEnz,ymaticStabillries,Holdorsch･,37,135(1983)

1卜 060A.KATO,I.AzUMAandT.KosHIJIMA.･A New FeruloylatedTrisaccharidefrom Bagasse,

Cllem.Letl..1983,137

14-061E.MAEKAWAandT.KosmJIMA:EvaluationoftheAcid-ChloriteMethod fortheDete-

rminationofWoodHolocellulose,MokuzaiGakkaishi,29,702(1983)

l卜 062E.MAEKAWAandT.KosHIJIMA:EfrTectofAcetateBufferin Preparing ChloriteHolO-

cellulosefrom WoodyMaterials,Tapj":J‥66,79(1983)
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14-063前川英一,越島哲夫 :過酢酸法によるホロセルロースの調整過程で溶出する多糖成分,木材誌,

26,415(1983)

14-064J.SUzUKI,JIAzUMA,T.KosHIJlMA,K.OKAMURA and H.OKAMOTO: Characterization

of-Mono-andOligosaccharidesP-､oducedbyCoョLaserlrradiatioll()llCeHulose,C/mTl･

(.eit.,1983,481

14-065田中文男,越島哲夫 :アカマツ材中のセルロース微結晶の三次元配向分布の測定,木材誌,29,

1(1983)

14-066田中龍太郎,夜久富美子,越島哲夫 :アセチルグルコマンナンの酵素分解 (第2報)アセチル基を

含むオリゴ糖の分別と構造,木材誌,29,884(1983)

14-067J.AzUMA,A.KATO,T･WATANABEandT.KosHIJIMA:StructureDiLrerenceinLCCisolated

from SoftWoodsandHardWoods,1983International Symposium onWoodandPulping

Chemistry,4,85(1983)

14-068T.KosHlJIMA,A.KATOand∫.AzUMA:LigninCarbohydrateCompoundsfrom Softwood,

HardwoodandBagasse71983InternationalSymposium onWoodandPulpingChemistry,

1,159(1983)

14-069E.MAEKAWAandT.KosHIJIMA:AnImprovementfortheDeterminationofHolocellulosc

bytheAcid ChloriteMethod,1983InternationalSymposium on Wood and Pulping

Chemistry,4,136(1983)

14-070F.TANAKAandT.KosHlJIMA:MeasurementofThreeDimensionalOrientation Distri-

butionsofCelluloseCrystallitesinPiTlu∫densiPoraWoods,1983InternationalSymposium

onWoodandPulpingChemistry,1,35(1983)

15.バイオマス変換

15--001越島哲夫 :木材の酵素加水分解とその前処理,木材研究 ･資料,No.16,16(1981)

15-002越島哲夫 ･･資源 ･エネルギーとしての木材,エネルギー･資源,2,38(1981)

15-003村木永之介,夜久富美子,田中龍太郎,越島哲夫 :微粉砕粉の酵素分解 (第2報)アカマツのロー

ルミル粉砕と酵素分解,木材誌,28,122(1982)

15-004綾木光弘,高橋旨象,西本孝一 :木材の水蒸気加熱膨化処理とその腐朽促進効果,木材研究 ･資

料,No.18,66(1983)

15-005J･AzUMA,F･TANAKA andT･KoSHIJTMA:EnzymaticSaccharification ofWoodyPlants.

I･EffectsofExpandedSorterlingandBall-miHingon EnzymaticSaccharification,Wood

ResearcFI,No.69,22(1983)

15-006T･KosHtJIMA,F･YAKU,E･MURAKl,R･TANAKAandJ.AzUMA:WoodSaccharificationby

EnzymeSystemswithoutPriorDelignification,J.APPliedPolymerScienceIAPt･liedPolvmer

SLymPosium,37,671(1983)

15-007M･TANAHASHr,S･TAKADA,T.AoKI,T.GoTO,T.HIGUCHIandS.HANA工:Characterization

ofExplosionWood･Ⅰ･StructureandPhysicalProperties,WoodResearch,No.69,36(1983)

15-008梅村恭子,宮崎 昭,川島良治,樋口隆昌,棚橋光彦,清藤幸一 :稲わらおよびもみ殻の爆砕処理

が飼料成分および invitro消化率に及ぼす影響,日畜報,54,206(1983)

15-009東 順一,越島哲夫 ･･酵素系による木材多糖の加水分解,木材研究 ･資料,No.17,1(1983)

151010前川英一 ‥セルロース質バイオマスとその有効利用,木材研究 ･資料,No.18,12(1983)

一 日9-
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15-011棚橋光彦 :セルp-スの前処理-爆砕法-,=資源･エネルギ- ･食糧と生物工学の可能性を探るバ

15-012棚橋光彦 :爆砕法による森林バイオマスの変換と総合利用,木材研究 ･資料,No.18,34(1983)

15-013棚橋光彦,樋 口隆昌 :爆砕法-林産バイオマス-の応用と展望-,高分子加二Ⅰ二 32,595(1983)

15-014J.AzuMAandT･KostlUIMA:EnzymaticSaccharificationofWoodyPlants.H.Synergistic

ELrects()nEnzymaticSaccharification,WoodRe∫earch,No.70,17(1984)

15-015T.HTGUCIn,M.TANAHASfllandT.UMEZAWA:ExplosionWoodProcessforSaccharifiCation

arldRuminantFeedPreparation,andBiodegradatioll0fLignin inrelation toBiocon-

versionorWood,iI一日ResearchonEnergyfrom Biomass")151-157,ed･byT･Yamamoto,

pp.289(1984)

16.そ の 他

76-()01田中 穆,舘 勇 :酷酸石灰の熱分解について,木材研究,No.5,1(1949)

1(卜 ()02井上吉之,三谷匹榔 :タ叫べソタイソの活性炭素並に硫黄添加蒸溜に就いて,木材研究,No.6,

1(1951)

16-O()3田中 穆 :廃材の利用法,燃料化について,木材研究資料,No.i,7(1951)

16-004田中 穆,舘 勇 :市販懐炉灰の二 ･三の性質について.木材研究資料,No.1,20(1951)

16-005田中穆 .･廃材の利用法,活性炭の製造について,木材研究資料,No.2,1(1951)

16--006帥中 楓 舘 勇 :活性炭に関する研究 (第 i報)塩化亜鉛賦活法について,木材研究,No.ll,

42(1952)

16-007日三月ニー 複,舘 勇 :活性炭に関する研究 (第 2報)水蒸気賦活法及び開放炉賦活法について,木

材研究,No.12,1(1953)

]6--008丸山和博,後藤良造 :酸素に依るパラサイノン酸化 (第 i報)水素イオン濃度並びに反応温度の影

響について,木材研究,No.13,293(1954)

圧トー009｢掴ニー 穆,舘 勇･･活性炭に関する研究 (第3報)活性炭の電気抵抗に ついて,木材研究,

No.13,266(1954)

=十一()10丸山和博,後藤良造 :酸素に依るパラサイメソの酸化 (第2報)テレフタール酸の生成について,

木材研究,No.15,75(1955)

I(;-Oll丸山和博,後藤良造 :酸素に依る/ミラサイメソの酸化 (第 3報)p-メチルアセ トフェノンの酸化

について,木材研究,No.16,16(1956)

】6-()12K.Kol,,AYASHI:StudiesontheActiveCarbon.IV.TheElectricalResistanceoftheActive

Carbo11(2),レVoodResearch,No.17,25(1957)

16-013小林 穆,舘 勇 ‥活性炭の用途及び用法 (その l),澱粉工業誌 4(3),103(1957)

16-014小林 穆,舘 勇 ‥活性炭の製法と性質 (その2),澱粉工業誌,4(4),149(1957)

16-015丸山利札 後藤良造 :酸素に依るパラサイメソの酸化 (第4報)強アルカリ存在下におけるパラサ

イメソの自動酸化,木材研究,No.21,12(1959)

16--016後藤輝男 ‥第 2室戸台風による春田婆風倒木の山元および貯木場における管理方法 の研究調査報

乱 奈良県研究調査報告書,32(1962)

16-017杉原彦一一一-:滞欧雑感,木工塵概,No.20,17(1967)

lFト 018沢辺 攻,佐遺 健,北尾弘｣ ilS,佐藤 憧 =木材の熱分解に及ぼす木材構成成 分 の影 響,木村

誌,14,104(1968)
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16-019樋口隆昌 :林産学における樹木形成生化学の意義,紙パ技協誌,23,70(1969)

16-020樋口隆昌 :心材形成の機構,木材誌,16,99(1971)

16-021溝久崇麿 :仏典の中の樹木-その性質と意義-(1),木材研究資料,No.6,9(1972)

16-022西本孝一 :アメリカ便 り-1971年12月11日マジソンにて-,しろあ り,No.16,45(1972)

16-023満久崇暦 :仏典の中の樹木-その性質と意義-(2),木材研究資料,No･7,18(1973)

16-024西本孝一 :ドイツ国立材料試験場の紹介,木材工業,28,209(1973)

16-025佐々木光 :オース トラリアの森林と木材概要,ニューランバーマン,3(6),1(1973)

16-026満久崇麿 :仏典の中の樹木-南方材新発見序説,林業技術,Not392,ll(1974)

16-027満久崇暦 :仏典の中の樹木-その性質と意義-(3)護摩の樹木,木材研究資料,No.8,16(1974)

16-028佐藤 恒 :ニューアイルランド島旅行記,熱帯林業,No.33,10(1974)

16-029溝久崇暦 :広葉樹の利用-その歴史の一断面,山林,No.1077,31(1974)

16-030満久崇暦 ･.仏典の中の樹木-その性質と意義-(4),木材研究資料,No･9,1(1975)

16-031角谷和男,山田 正 :木材の生長応力に関する一考察,材料,24,828(1975)

16-032満久崇暦,石原茂久 :インドネシア,シンガポールおよびマレイシアにおける木材利用 の実態調

査,木材研究資料,No.10,71(1976)

16-033島田幹夫 :シアン配糖体の生合成一酵素の立体特異性をめぐって,化学と生物,14,686(1976)

16-034T.FuKUYAMA,F.NAKATSUBO,A.J.CocUzzA and Y･KISHI:SyntheticStudiestoward

Mitomycins.Ill.TotalSynthesesofMitomycinA andC,Teira･Left.,No･49,4295(1977)

16-035F.NAKATSUBO,A.J.CocUzzA,D.E.KEELEY and YIKISHI:SyntheticStudiestoward

Mitomycins.Ⅰ･TotalSynthesisofDeiminomitomycin A,J･Amer･Chem･Soc･,99,4835

(1977)

16-036F.NAKATSUBO,T.FUKUYAMA,A.J.CocUzzA and Y.KISHI:SyntheticStudiestoward

Mytomycins.II.TotalSynthesisofdl-Porfiromycin,J･Ame,r･Chem･Soc･,99,8115(1977)

16-037.T.A.SAUNDERS,EIEICoNN,C･H･LrNandM･SHIMADA:TheLocalization of'CinnamiC

4-MonooxygenaseandtheMembraneSystem fわrtheDhurrin王iiosynthesisin Sorghum

seedlings,PlantPhysiol,60,429(1977)

16-038M･SIiIMADA and E･E･CoNN:Enzymicconversion ofp-Hydroxyphenylactaldoxime to

p-Hydroxymandelonitrile,Arch･Biochem･Bioph.y∫･,180,199(1977)

16-039H･HYoDO,H･KURODA and S･F･YANG:Induction ofPhenvlalanineAmmonia-IJyaSe

andlncreaseinPhenolicsinLettuceLeavesinrelationtotheDevelopmentorRusset

SpottingcausedbyEthylene,PlantP妙∫iol.,62,31(1978)

16-040佐藤 恒 ･･/くプアニューギニアおよびフイリッピンにおける木材利用の-局面,木材研究資料,

No.12,102(1978)

16-041樋口隆昌 :木材形成の化学,木材研究資料,No.12,8(1978)

16-042西本孝一 :京都大学木材研究所の紹介,木材保存,No.12,29(1978)

16-043佐藤 慣 :熱帯林産物雑感,木材化学の眼に映ったパプアニューギニアの密林,熱帯林業,No.50,

17(1978)

16-044角谷和男 :木材研究とファイ トロン,木材研究資料,No.12,20(1978)

16-045E･E･CoNN,IJ･MACFARLANE,B･L MoLLER,andM.SHIMADA:ChannelingofIntermediates,

In,HRegulationorSecondaryProductsand PlantHormoneMetabolism.=63-71,ed.

byM･LucknerandK･SchreiberPergamonPress,New York,(1979)
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16-046佐藤 憧 :フィリピンにおける廃材と樹皮の利用と問題点-とくに炉体障害について-,ニューフ

ソバーマン,32,1(1979)

16-047野村隆哉 :子供と情緒,保育とカリキュラム,6,6(1979)

16-048野村隆栽 :木のれモチーt,考,森林文化研究,1,69(1980)

16-049杉原彦一,佐々木功,西本孝一･,布施五郎,神崎康-I,藤井揺雄,喜多山繁,奥村正悟,服部順

昭 :港湾における外材原木処理システム化に関する研究,木材研究 ･資料,No.15,81(1980)

16-050野村隆哉 :木文考,ニューランバーマン,10,8(1980)

16-051T.NoMURA:ForestryanditsDevelopmentinSriLankaandJapan,I.Arts,Sci･,Lett･,

8,1(1980)

16-052高橋旨象 :スウェーデン農業大学に滞在して,木材工業,35,166(1980)

16-053佐藤 憧 :線の地平線を探る,パプアニューギニア西部の森林調査より,ニ3_-ランバ ーマ ン,

No.39,1(1981)

16-054佐藤 怪 :キコT)地区 (パプアニューギニ7)林業開発の予備調査,熱帯林業,No.60,27(1981)

16-055T.NoMURA:TJtilization of-Bamboo f-Orlndustryand HandicraftsinJapan.Bamboo

ProductionandUtili7,ation,ProceedingsQrtheCongressGroIJP,5.3A,IUFRO,51(1981)

16-056佐々木光 :生態系資源としての木材利用,森林文化研究,2(1),75(L981)

16-057佐藤 憧 :ウッドケミカルズの新展開総論, "有機資源の化学 化学増刊90",6(1981)化学同人

16-058角谷和男 :わが国における森林資源利用の現状と問題点 国土問題,No.23,16(1981)

16-059角田邦夫 :京都大学木材研究所附属木材防腐防虫実験施設の紹介,木材保存,No･18,40(1981)

]6-060角田邦夫 ･･ニュージーランドの林産学研究の現況,ニ3: ランバーマン,ll(39),9(1981)

16-061K.SUMIYA:OntheDiurnalRhythmicChangeintheStem DiameterofJapaneseBlack

pine(PinuslhunbergiiPart.),WoodResearch,No.68,58(1982)

16-062佐々末光 :第17回-プロ世界大会を顧みて,木材工業,37(3),24(1982)

16-063佐々木光 :間伐材 ･低質材利用の理想像,林産試だより,No.5,1(1982)

16-064千葉喬三,日瀬守男,佐々木光,佐遺 建 ‥岡山県における木材産業振興のための基本構想に関す

る報告書,岡山県林産物利用研究会報告,(1983)

16-065野村隆裁,氏.亡べカナソダソ,E.クマール ･･スリランカの森林と林産資源,木材研究 ･資料,

No.18,103(1983)

16-066野村隆哉 :木工工芸による林産振興に関するフィジビリティ調査,関西情報 セ ンター報告書,

(1983)

16--067角谷和男 ‥樹木形成研究とバイオテクノロジーの接点,木材研究 ･資料,N｡･17,54(1983)

16-068角谷和男 :樹木の生長応力,KGK ジャーナル,18(8),18(1983)

16-069M.SAKAMOTO,K･SUMIYAandK･YAMADA:ThebioelectricalPotentialsorYoungWoodv

Plants,WoodResearch,No.70,42(1984)

16-070石原茂久 :ヨーロッパ4か国の防火研究所機関めぐり,木材工業,39,182(1984)

16-071野村隆哉 :生物学的建築考,商店建築,30,Not6,219(1984)

16-072野村隆哉 :実践的林産学と地場産業再生の接点を求めて,商店建築,29(5),59(1984)

17.単行本 ･辞典

17-001満久崇暦,斉藤義則 :ベニヤ工業,理工図書,pp･163(1949)

17-002後藤輝男 :林業名著解題 (2),日本林業技術協会編,pp･105(1955)
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17-003荒木幹夫,後藤輝男,木村良次,貴島恒夫,北尾弘一郎,越島哲夫,黒木康雄,満久崇麿,三谷四

郎,西本孝一,杉原彦一 ･･くく木材辞典'',京都大学木材研究所編,創元社,pp.417(1956)

17-004井上吉之,西本孝一 :tt集成腕木 第-檀",京都大学木材研究所化学第二研究室編,pp.30(1956)

17-005後藤輝男 :積層木材,"材料試験便覧",835-837,日本材料試験協会編,pp.1110(1957)

17-006満久崇暦 :チップボード,tt材料試験便覧'',837-839,材料試験協会,丸善,pp.1110(1957)

17-007満久崇暦 :合板,tt材料試験便覧",827-835,材料試験協会,丸善,pp.1110(1957)

17-008後藤輝男 :接着,tt木材工学",456-517,梶田 茂編,養賢堂,pp.883(1961)

17-009貴島恒夫 ･･構造の外観,細胞的な構造,tt木材工学'',1-56,梶田 茂編,養賢堂,pp.883(1961)

17-010満久崇暦 :熱と木材,tで木材工学くく,249-293,梶田 茂編,養賢堂, pp.883(1961)

17-011満久崇暦 :パーティクルボード,tt木材工学'',681-732,梶田 茂編,養賢堂,pp.883(1961)

17-012西本孝一 :防腐,防火,tt木材工学",518-186,梶田 茂編,養賢堂,pp.883(1961)

17-013西本孝一,布施五郎 ･･防腐薬剤,tt木材保存-ンドブック",127-134,日本木材加工技術協会木材

保存部会編,昭晃堂,pp.906(1961)

17-014貴島恒夫,岡本省吾,林 昭三 :原色木材大図鑑,保育社,pp.204(1962)

17-015満久崇暦 :木材の乾燥,森北出版,pp.282(1962)

17-016佐藤 恒 :木材抽出成分実験法,tt新改版農芸化学実験書 (増補)第三巻"164-166,

京大農芸化学教室編,産業図書㈱,pp.180(1965)

17-017西本孝一 ･･tt木材接着用語辞典"(監修),高分子刊行会,pp.128(1969)

17-018樋口隆昌 :細胞壁物質の生合成,"植物生理学講座 3,生長 と運動",32-77,古谷雅樹,宮地重

遠,玖村敦彦編,朝倉書店,pp.280(1971)

17-019北尾弘一郎 :分析化学辞典,分析化学辞典編集委員会編,共立出版,pp.2225(1971)

17-020角谷和男 :木材,"構造物の外面処理",117-154,松尾新一郎監訳,化学工業社,pp.235(1982)

17-021S･H AYASHI,T･K ISm MA,LC･LAU,T･M･WoNGandP･K ･B･MENON:MicrographicAtlas

orSoutheastAsianTimber,京都大学木材研究所木材生物部門,pp.120(1973)

17-022越島哲夫,杉原彦-,浜田良三,福山寓治郎,布施五郎 :tt新訂基礎木材工学tt,フタバ書店,

pp.569(1973)

17-023島地 謙 :木材解剖図説 (第9刷),地球社,pp.114(1976)

17-024島地 謙,須藤彰司,原田 浩 :木材の組織,森北出版,pp.291(1976)

17-025樋口隆昌 :セルロースの生合成,植物体中でのセルロースの機能,t等体機能高分子",228-253,

今堀和友,小畠陽之助,中野準≡著,講談社サイエンテイフィク,pp.260(1977)

17-026満久崇暦 :仏典の植物,八坂書房,pp.230(1977)

17-027樋口隆昌 ･'幹材形成の生化学了t樹木一形態と機能-",71-101,佐藤大七郎,堤 利夫編,文永

堂,pp.309(1978)

17-028島地 謙 :形態形成,樹木一形成と機能,10-71,101-日2,佐藤大七郎 ･堤 利夫編,文永堂,

pp.309(1978)

17-029樋口隆昌 :生成,微生物分解,"リグニンの化学一基礎と応用J',64-97,303-331,中野準三

編,ユニ広報,pp.453(1979)

17-030越島哲夫,榊原 彰 '･化学構造, ttリグニンの化学",37-49, 中野準三編, ユニ広報,pp.453

(1979)

17-031越島哲夫 :リグニンの単離, ttリグニンの化学", 131-168, 中野準≡編, ユニ広報,pp.453

(1979)
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17-032角谷和男 :植物の レオロジー測定,t㌧食品の物性-第 5集",155-]67,松本辛雄編,食品資材研究

会,pp.182(1979)

17-033雨宮昭二,高橋旨象 :木材保存処理に関する知識,"木材保存の知識",95-119, 日本木材保存協

会編,pp.255(1981)

17-034東 順一,佐藤 憧 :廃材,樹皮の利用と化学,tt有機資源の化学t',47-62,井上祥平,佐藤 樫,

松田治和編,化学同人,PP.176(1981)

17-035井上祥平,佐藤 樫,松田治和 :有機資源の化学編集,"化学増刊90号'',化学同人,pp.176(1981),

17-036T.HIGUCHI:BiosynthesisofLignln,in ttEncyclopediaofPlantPhysiologyNew Series

vol.13B,PlantCarbohydrateesII",194-224,ed.byW.Tannerand F.A.Loewus,

springer-Verlag,Berlin,Heidelberg,New York,pp･769(1981)

171-037樋 口隆昌 :リグニンの合成, タンニンの合成,tt植物生理学 3,代謝 I 植物中における合成系代

謝と調節",228-241,旭 .正編,朝倉書店,pp･276(1981)

17-038西本孝一-:木材保存剤に関する知識,"木材保存の知識",69-94, 日本木材保存協会編,pp.255

(1981)

17-039佐藤 憧 :ウッドケミカルズの新展開 編集,tt化学増刊90号'',化学同人 (1981)

1トー040佐藤 憧 :資源としての木材抽出成分,㌣有機資源の化学 化学増刊90号",35-46, 井上 佐藤,

松田編,化学同人,pp.176(1981)

17-041石原茂久 :防火,tt木材保存学",289-365,日本木材保存協会編 文教出版,pp.410(1982)

17-042石原茂久,貴島恒夫,越島哲夫,佐々木光,佐藤 樫,島地 謙,角谷和男, 高橋旨象,西本孝

,則元 京,林 昭三,樋 口隆昌,満久崇麿 :tt木材工学辞典'',日本材料学会木質材料部門委員

会編,工業出版,pp.975(1982)

17-043樋 口隆昌 :壁物質の生合成,tt植物生理学 7,成長-細胞壁 (の構築)と成長制御の機作-",49-

69,古谷雅樹編,朝倉書店,pp.274(1982)

17-044T.HIGUCHL:SynthesisofPhenolicPlantProducts,in "CRC HandbookofBiosolar

Resources,VoL I,Partl",479-499,ed･byA･Mitsuiand C･C･Black,CRC Press,

BocaRaton,Florida,pp.643, (1982)

17-045酉木孝一 .･木材保存剤,tt木材保存学",111-186,日本木材保存協会編,文教出版,pp.410(1982)

17-046佐々木光,浅野猪久夫 ･･木材の事典 (破壊),朝倉書店,pp.178(1982)

17-047島地 謙,伊東隆夫 :図説木材組織,地球社,pp･176(1982)

17-048樋 口隆昌 :生合成,生分解,くく木材化学tt,345-416,中野準三 樋 口隆昌,住本昌之,右枠 敦

共著,ユニ出版,pp.428(1983)

17-049満久崇暦 :木のほなし,思文閣,pp.238(1983)

17-050善本知者,佐藤 憧 二樹皮利用と化学成分, "木材利用の化学",189-202,今村,岡本,後藤,

安江,横田,善本編,共立出版社,pp.422(1983)
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表 各分野における年代別発表件数

分

午

a･bい87い04[70i60F 9J9

a :論文,資札 速報･総合論文 b ･･総説,講座 ･解乱 その他

成

こ

の

出

グ

物

乾

抽

リ

そ

01

05

09

13

-6

性 02:組織構造 ･材質 03:強 度 ･木 構 造

燥 06-･接 着 ･接 着 剤 07:合板 ･ボ- ド煩

分 10:化 学 加 工 11:保

ン

他

14:セルロース ･ヘ ミセルロース

17:単 行 本 ･辞 典
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野

04:製材 ･機械加工

08:きのこ ･微生物変換

存 12:パ ル プ ･紙

15:バイオマス変換
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4. 公 開 講 演 会

第 ∫回 (昭和35年11月29日,大阪)

西本孝--:白アリの被害とその対策

後藤輝男 :木材の DimensionalStabilityにつ

いて

杉原彦- :釘の保持力について

北尾弘一郎 :木質材料の難燃化処理

貴島恒夫 :木材組織と浸透

第2回 (昭和36年10月13日,大阪)

越島哲夫 :木材-ミセルロースの化学とパルプ･

紙工業における影響

荒木幹夫 :木材のホルマル化

角谷和男 :木材の破壊強度 ･破壊時間のばらつき

について

木村良次 :製紙と不織布

満久崇暦 :木質材料の疲労

第3回 (昭和37年5月30日,大阪)

佐々木 光 :木材の歪および応力の解析

小林 穆 :木材工業廃水と水域汚損について

布施五郎 :木材防腐剤としての有機水銀 ･錫化合

物

第4回 (昭和37年10月25日,大阪)

林 昭三 :接着と木材組織

寺谷文之 :紙の強度に影響する因子としての繊維

結合

舘 勇 :リグニンスルホン酸に関する最近の研

究

第5回 (昭和38年 6月5日,大阪)

荒木幹夫 :セルロースとホルムアルデヒドとの反

応-とくに反応生成物の構造について

後藤輝男 :木材接着剤に関する最近の2,3の研

究

後藤良造 :手すき和紙について

第6回 (昭和38年11月6日,大阪)

布施五郎 :有機錫化物の防腐性,とくに林内予備

防腐への応用について

西本孝一 :山と海とにおける木材の防虫

赤井重恭 :木材の腐朽と微生物学

第7回 (昭和39年 5月29日,大阪)

石原茂久 :硬質繊維板の難燃化について-とくに

不溶性金属酸化物と塩化パラフィンによる難

燃化一

角谷和男 :木材の非破壊検査法-とくに超音波透

過法について一一

LL潤 正 :木材の物性研究における2･3の問題

第8回 (昭和39年10月16日,大阪)

前川英一 :最近の-ミセルロースの研究とその問

題点について

木村良次 :紙およびボードにおける特殊繊維につ

いて

貴島恒夫 :視察談,木材組織研究の動向

第9回 (昭和40年5月28日,大阪)

佐藤 慣 :木材抽出物における新しい分析技術

佐々木 光 :合板パネルに関する2･3の問題

北尾弘一･郎 :ガスクロマトグラフィの木材研究に

おける2･3の応用

第10回 (昭和40年10月29日,大阪)

林 昭三 :木材の液体浸透性-主として樹種によ

る相異について

西本孝一 :有機錫化合物の木材保存剤としての実

用的諸問題

貴島恒夫 :チロースとその生成説について

第11回 (昭和41年 5月27日,大阪)

高橋旨象 :木材の腐朽-その機構と過程について

角谷和男 :木材の物性と赤外スペクトル

満久崇麿 :構造部材としての合板

第12回 (昭和41年10月27日,大阪)

則元 京 :樹脂層形成過程のレオロジー

木村良次 :パルプを原料とした合成皮革について

杉原彦- :ヨーロッパの木材工業寸見

第13Lfff(昭和42年5月26日,大阪)

石原茂久 :木材防火の研究における示差熱分析の

利用

佐々末 光 :光弾性法による木材の応力およびひ

ずみの解析

北尾弘一郎 :熱帯材の化学的性質について

第14回 (昭和42年10月27日,大阪)
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金田 弘 :合板の曲げ変形について

西本孝一 :木材の光劣化とその防止

山田 正 :木材の Hygrostress

第15回 (昭和43年 5月24日,大阪)

岡 康寛 :木材の反 りについて

佐藤 憧 :リグニンとリグノールについて

貴島恒夫 :マレイシア材の樹種について

第16回 (昭和43年10月24日,大阪)

増田 稔 :直交異方性板のたわみ解析

角谷和男 :力 と木材の物性

満久崇麿 ‥複合/くネルの二 ･三の性質

第17回 (昭和44年 5月23日,大阪)

前川英一 :木質多糖の構造研究における均一性の

問題

林 昭三 :木材への液体浸透

樋 口隆昌 :微生物によるリグニンの分解機構

第18回 (昭和44年10月21日,大阪)

野村隆哉 :木材組織のX線回折について

佐々木 光 :木質材料の接着における力学的問題

北尾弘一郎 :木材抽出物の化学

第19回 (昭和45年 5月22日,大阪)

伊東隆夫 :樹木形成層の細胞学

木村良次 :紙の通気性に関する一つの実験

山田 正 :木材の温度 (低温)と物性

第20回 (昭和45年10月23日,宇治)

矢田茂樹 :分化中の道管におけるせん孔板の形成

と膜孔膜の分解について

榎 章郎 :樹脂酸の光化学

島田幹夫 :タケリグニンの生化学的研究

則元 京 :木材の誘電特性

石原茂久 :含 リン化合物による木材の防火

貴島恒夫 :東南アジア材組織の特徴

第21回 (昭和46年 5月21日,大阪)

高橋旨象 :木材のソフトロットについて

西本孝一 :塗料の生物劣化について

満久崇暦 :木質耐力パネルの耐候性

第22回 (昭和46年10月22日,宇治)

池田俊弥 :DiplerocarPu∫spp.のテルペン物質に

ついて

南 正院 :パルプ廃液利用の動向

野村隆哉 :竹材のⅩ線回折について

林 昭三 :腐朽による木材組織の変化

佐藤 憧 :リグニンの NMR による解析

北尾弘一郎 :木材抽出成分に関する 1,2の話題

第23回 (昭和47年 5月19日,大阪)

佐々木 徹 :木材の収縮 ･膨潤応力について

角谷和男 :外力下での木材の形成について

樋 口隆昌 :広葉樹 リグニンの化学

第24回 (昭和47年10月20日,宇治)

長谷川庸作 :樹木形成期の力学現象

中坪文明 :リグニンモノマーの脱水素重合

伊東隆夫 :木材紳胸膜の形成に関する組織学的研

究

金田 弘 :木質材料の耐候性

前川英一 :イチョウの種皮に分布する- ミセル ロ

ースについて

山田 正 :木材一樹幹の材料設計

第25回 (昭和48年 5月24日,大阪)

増田 稔 :合板シェルの力学特性

佐々木 光 :LVL(LaminatedVeneerLum-

ber)と木材の End-Joint

満久崇暦 :北米の木造住宅構造

第26回 (昭和48年10月19日,宇治)

角田邦夫 ‥フナクイムシによる木材の食害

棚橋光彦 :アシ ドリシスおよびオゾノリシスによ

る竹 リグニンの構造研究

榎 章郎 :樹脂酸の自動酸化について

野村隆哉 :竹の成長 とその物性

石原茂久 :屋外暴露された防火処理合板の二 ･三

の性質

木村良次 :紙/くルプ研究に関する二 ･三の愚見

貴島恒夫 :東南アジア産木材樹種考

第27回 (昭和49年 5月17日,大阪)

榎 章郎 :樹脂酸の自動酸化について

佐藤 憧 :熱帯材の化学-ニューギニアの密林か

ら一

樋 口隆昌 :リグニンの進化

第28回 (昭和49年11月27日,宇治)

小松幸平 :木材接着と破壊力学

中村書紀 :リグニン生合成におけるケイヒ酸

松尾治夫 :シロア リの誘引物質に対する感応-と

くに腐朽材に関連して-
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前川英一 :竹材の- ミセルロースとたけのこの-

ミセノレp-ス

角谷和男 :樹木の生長 と冬眠

第29回 (昭和50年5月23日,大阪)

中坪文明 :A-クマルアルコールの脱水素重合につ

いて
林 昭三 :しろあ りの話

山田 正 :建材の機能と木性材料設計

第30回 (昭和50年10月17日,宇治)

青木 務 :木材のケモレオロジー

黒田宏之 :リグニン生合成に おける 0-メチル基

転位酵素の役割

慶 章郎 :メタセコイアの抽出成分について

伊東隆夫 :1次壁におけるミクロフィブリルの配

向

金田 弘 :外力下における合板の接着耐久性

満久崇暦 :パーティクルボードの最近の問題

第31回 (昭和51年5月21日,大阪)

石原茂久 :ホウ酸をベースとした木材および木質

材料の防火処理

西本孝一一:合板の防腐 ･防虫処理の考え方

越島哲夫 :金属を選択的にとりこむセルロース系

ポ リマー

第32回 (昭和52年 5月20日,大阪)

島田幹夫 =リグニン生合成および生分解への立体

化学的アプローチ

角谷和男 :木材研究とファイ トトロン

樋 口隆昌 :木材形成の化学

第33回 (昭和53年 5月19日,大阪)

高橋旨象 :Microrungiの木材腐朽力

前川英一-:脱 リグニン過程における- ミセルロー

スの挙動

島地 謙 :樹木の形成層活動

第34回 (昭和54年 5月18日,大阪)

則元 京 :マイクロ波による木材の塑性曲げ加工

佐藤 恒 :フィリピンにおける廃材 ･樹皮の利用

と問題点

佐々木 光 :最近の内外における木質材料開発の

方向とシステム

第35回 (昭和55年5月13日,大阪)

野村隆哉 :竹の生長について

林 昭三 :木材の組織と材質一生物害と材料とし

ての性質

山田 rTf:木質資源の機能

第36回 (昭和56年 5月29日,大阪)

榎 章郎 :微生物によるリグニン分解について

石原茂久 :火災の煙と有毒ガス

越島哲夫 :酵素系による木材糖化の展望

第37回 (昭和57年5月14日,大阪)

島田幹夫 :夢か現つか-リグニンを食 うきのこの

Xenobiotic(薬物)代謝とその応用

角谷和男 :樹木形成とバイオテクノロジーの接点

西本孝一 :防腐 ･防虫合板の研究開発の動向

第38回 (昭和58年5月13日,大阪)

棚橋光彦 :爆砕法による森林バイオマスの変換と

総合利用

前川英一 :セルロース資源の有効利用

島地 謙 :あて材の生因を探る一時に針葉樹の圧

縮あて材について一

第39回 (昭和59年 5月18日,大阪)

創立40周年記念講演会

山田 正 :木の文化 ･木の科学

越島哲夫 :木材構成多糖の本質とその利用の方向

島地 謙 :木材生物の未来を考える

特別講演

鈴木 明 (財団法人 野口研究所顧問) :木材産

業イノベイションの方向を探る

--木材高度有効利用と先端技術の結合--

- 128--


